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令和７年第４回高山村議会９月定例会会議録（第１号） 

 

令和７年８月26日（火曜日） 

                                  

高山村告示第46号 

 令和７年８月26日、高山村議会９月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和７年６月30日 

                 高山村長 藤 沢 敏 和 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承認第４号 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和７年度高山村一般会 

           計補正予算（第２号）） 

日程第５ 議案第40号 財産の取得について 

日程第６ 議案第41号 令和７年度指定避難所高山中学校体育館空調設備等整備事業設計施工請負 

           契約について 

日程第７ 議案第42号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する 

           条例の一部を改正する条例 

日程第８ 議案第43号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第９ 議案第44号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第10 議案第45号 高山村地域公共交通の運行及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

日程第11 議案第46号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

日程第12 議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号） 

日程第13 議案第48号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第14 議案第49号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第15 議案第50号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

日程第16 議案第51号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第17 議案第52号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第18 議案第53号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第19 認定第１号 令和６年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第20 認定第２号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
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日程第21 認定第３号 令和６年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第22 認定第４号 令和６年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第23 認定第５号 令和６年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第24 認定第６号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第25 認定第７号 令和６年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

日程第26 認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 承認第４号 

５ 議案第40号～議案第53号 

６ 認定第１号～認定第８号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  代表監査委員 中 村 義 忠 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 山 嵜 賢 一  定住支援室長 鈴 木 靖 孝 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生    
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──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時05分  開 会 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまから令和７年第４回高山村議会９月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。高山村議会９月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し

上げます。 

 まず初めに、今定例会は議員の皆様方の任期が、来る９月29日をもって満了となりますことから、

９月21日に高山村議会議員一般選挙が予定されておりますので、通常よりも１週間早めての開会と

させていただきました。そのような中で本日は、令和７年第４回高山村議会９月定例会を招集申し

上げましたところ、議員各位には大変お忙しいところを御参集いただき、ここに開会できますこと

に対しまして、厚く御礼申し上げます。日頃は村政発展のために多大な御尽力を賜っておりますこ

とに深く敬意と感謝を申し上げます。 

 そこで、初めに、先月の７月８日に高井運動広場で、ナイター用の照明設備に電力を供給してい

る銅線ケーブルが切断され、盗難される事案が発生をいたしました。このため、村では直ちに須坂

警察署へ被害届を提出するとともに、議会全員協議会へ報告し、早急に再発防止策を含めて復旧工

事を進めてまいりましたところ、去る８月７日に工事が完了し、12日からナイター照明を再開いた

しました。 

 このたびの件につきましては、施設を利用されている皆様を始め、村民の皆様に多大な御迷惑と

御心配をおかけいたしましたことに改めておわびを申し上げますとともに、施錠によるマンホール

蓋の二重化や防犯カメラの設置などにより、再発防止に努めてまいりますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 本定例会で御審議を賜ります令和６年度の決算につきましては、おかげさまでほぼ事業が順調に

進捗し、所期の成果を収めることができましたことは、議員各位を始め、村民の皆様の御協力のた

まものであり、深く敬意と感謝を申し上げます。誠にありがとうございました。 

 さて、令和７年度に入り、早くも４か月余りが経過いたしましたが、村では広報・公聴の機会と

して、これまで分団単位で実施してまいりました「ブロック行政懇談会」に代わり、新たな試みと
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して「地区懇談会」を、去る６月17日から７月30日までの約１か月半にわたり実施させていただき

ましたところ、大変お忙しい中、議員各位を始め多くの村民の皆様に御出席を賜り、地域における

課題から村政運営に至るまで幅広く御意見や御提言をいただき、活発に意見交換ができましたこと

に、厚く御礼申し上げます。現在、公表に向けて取りまとめておりますが、既にできることから順

次取組を始めておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 国内経済につきましては、内閣府によりますと、景気は米国の通商政策等による影響が一部に見

られるものの、緩やかに回復していると言われております。一方、帝国データバンク長野支店によ

りますと、トランプ米政権の関税政策が自社の事業活動に与える影響について調査したところ、県

内企業の49.2パーセントが「今後１年以内にマイナス影響があると考えている」とされており、そ

の背景には原材料の値上がりなどを懸念する企業が目立つと言われております。このため、具体的

な対策の１つとして価格への転嫁が６割以上に及ぶことから、今後の物価高騰への影響を心配する

ところであります。 

 来月の９月３日から４日にかけて、山田温泉の緑霞山宿「藤井荘」において、「第50期囲碁名人

戦７番勝負の第２局」が行われます。当日は、一力 遼名人に芝野虎丸十段が挑戦をいたします。

なお、勝負の様子はユーチューブにより配信されますので、その様子を保健福祉総合センターにお

いて大型スクリーンにより映し出されますので、囲碁に興味のある方はぜひ御来場の上、観戦して

いただきたいと思っております。 

 今年の夏は、全国各地で記録的な猛暑となり、統計開始以来、最も暑い６月と７月になったと言

われております。そして、８月は、九州地方を中心に記録的な大雨から一転、再び猛暑日が続いて

おりますが、本村ではお盆過ぎ以降、朝晩と大分しのぎやすい陽気になってまいりました。 

 しかしながら、既に台風シーズンに入り、今年は昨日時点で既に13号が発生しておりますことか

ら、今後の台風に備えて今月31日には村内５か所で総合防災訓練を予定しておりますので、議員各

位を始め村民の皆様に御参加をいただき、改めて災害に対する意識を高めていただきたいと思って

おりますので、よろしくお願いをいたします。 

 さて、今定例会に提案いたします議案は、専決予算の承認案件を始め、条例改正案や補正予算案

及び歳入歳出決算の認定など、全部で23件でございます。十分御審議をいただき、議決を賜ります

ようお願い申し上げまして、議会招集の御挨拶といたします。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配りました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、６番 髙井央葉議員、７番 柴田弘男議

員及び８番 湯本辰雄議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月10日までの16日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から９月10日までの16日間に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配りました請願・陳情付託表のとおり、所管の常任

委員会に付託しましたので報告します。 

 それぞれの委員長から、前定例会から今定例会までの間に行った所管事務の調査についての報告

があり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 監査委員から、６月、７月分の執行した出納検査について報告があり、別紙のとおりお手元に配

りましたので報告します。 

 報告第８号 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検評価について（報告）を、別紙のとお

りお手元に配りましたので報告します。 

 前定例会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を、会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

請 願 ・ 陳 情 付 託 表 

請     願 ・ 陳     情 付 託 委 員 会 
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陳情第４号 免税軽油制度の継続を求める陳情 

陳情第５号 高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないこと 

      を求める陳情 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 承認第４号 

～  

日程第26 認定第８号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 承認第４号 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和７年度高山村一般

会計補正予算（第２号））から日程第26 認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の

処分及び決算の認定についてまでの23件を一括議題とします。 

 本案ついての提案の理由説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高山村議会９月定例会の提案説明を申し上げます。 

 承認第４号から認定第８号までの23件につきまして、一括して御説明を申し上げます。 

 承認第４号 専決予算（令和７年度高山村一般会計補正予算（第２号））の承認を求めることに

ついて申し上げます。 

 この補正予算は、本年７月８日の夕方、高井運動広場の照明電気設備に係る銅線ケーブルの盗難

被害が発生し、早急に施設を復旧する必要があったため専決処分したもので、歳入歳出それぞれ

631万4,000円を追加し、当初予算からの累計額を52億5,020万8,000円としたものであります。 

 議案第40号 財産の取得について申し上げます。 

 本案は、地力増進施設で使用しているミニホイールローダが、老朽化に伴い更新する必要が生じ

たため、地方自治法第96条第１項第８号の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第41号 令和７年度指定避難所高山中学校体育館空調設備等整備事業設計施工請負契約につ

いて申し上げます。 

 本案は、指定避難所となっている高山中学校体育館に空調設備等を整備するための設計・施工に

当たり、公募型プロポーザル審査会において優先交渉者として選定した事業者と契約を締結するた

め、地方自治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第42号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一

部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙運動用ビラの作成及びポスター作成の公費負
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担限度額の引上げを行うため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第43号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例について申し上げま

す。 

 本案は、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が本年10月１日から施行さ

れることに伴い、人事院による子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置との権衡を踏

まえ、仕事と育児の両立支援制度の利用に関する職員の意向確認等の措置を講じるため、条例の一

部を改正するものであります。 

 議案第44号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案も、議案第43号と同様に、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が本

年10月１日から施行されることに伴い、部分休業制度において、１年につき10日を超えない範囲内

で１日の勤務時間の全部、または一部について勤務しないことを選択できるようにするため、条例

の一部を改正するものであります。 

 議案第45号 高山村地域公共交通の運行及び管理に関する条例の一部を改正する条例について申

し上げます。 

 本案は、本年10月１日から新たな公共交通体系により運行を開始することに伴い、使用料を改定

するとともに、定時定路線で運行しているふれあい号奥山田・牧線を廃止するため、条例の一部を

改正するものであります。 

 議案第46号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、能登半島地震において、液状化による被害が広い範囲にわたって発生したことを踏まえ、

令和７年６月、「災害対策基本法等の一部を改正する法律」が施行され、災害対策基本法における

「災害」の定義に、「異常な自然現象」の例示として「地盤の液状化」が追加されたことに伴い、

条例の一部を改正するものであります。 

 議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ２億1,547万円を追加し、当初予算からの累計額を54億6,567

万8,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、総務費では、総務管理費の企画費で、国の物価高騰対応重点支援地方創

生臨時交付金を活用して、物価高騰下における子育て世帯の負担軽減を図るため、村内の食料品取

扱事業所及び飲食店で利用可能な商品券発行事業を実施するほか、情報化推進費で、防災システム

構築委託料から自治体ＬＩＮＥ公式アカウント共同調達負担金に予算を組み替え、基金費で、地方

財政法に基づく決算剰余金を、「財政調整基金」並びに「ふるさと創生基金」及び「社会教育施設

整備基金」に積み立てるなど、１億2,415万7,000円追加、民生費では、社会福祉費の社会福祉施設

費で、老朽化に伴うデイサービスセンターのボイラーの更新や公共交通再編に伴う関連経費など、

2,779万1,000円追加、児童福祉費の児童福祉施設費では、村外施設利用者の増加に伴う児童クラブ
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運営委託料など、187万1,000円追加、衛生費では、保健衛生費の公園費で、ＹＯＵ游ランド施設の

修繕費など、279万8,000円追加、労働費では、労働諸費で、補助金の加算対象者の増加に伴うＵＩ

Ｊターン就業・創業移住支援事業補助金100万円追加、農林水産業費では、林業費の林業振興費で、

恒久電気柵及び簡易電気柵沿いの倒木のおそれがある立木の伐採など、緩衝帯整備委託料に120万

円追加、土木費では、土木管理費で、牧地区の急傾斜地崩壊対策事業工事費の増額に伴う負担金に

153万6,000円追加、教育費では、教育総務費の事務局費で、奨学金返還支援助成金240万円追加、

中学校費の学校管理費で、太陽光発電設備の設置に伴うエネルギー管理支援業務委託料など、128

万3,000円追加、社会教育費の公民館費で、公民館エレベーター改修に伴う工事請負費や備品購入

費など、5,400万6,000円を追加いたしました。 

 歳入補正の主なものは、地方交付税の普通交付税で2,108万7,000円追加、国庫支出金で、物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金や子ども・子育て支援事業補助金などで923万8,000円追加、県

支出金で、森林づくり推進支援金など、157万1,000円追加、繰入金で、社会教育施設整備基金繰入

金や子育て応援基金繰入金3,992万5,000円追加、繰越金で、令和６年度決算の確定に伴い、１億

4,650万円追加、村債で、防災システム委託料の予算の組替えに伴い、緊急防災・減災事業債など、

300万円を減額するものであります。 

 議案第48号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ3,903万7,000円を追加し、当初予算からの累計額を８億

7,824万7,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、総務費の総務管理費で、令和８年度から開始される子ども・子育て支援金制度

の施行に伴う関連システム改修委託料265万4,000円を追加し、歳入では、繰入金で、一般会計繰入

金265万4,000円追加、繰越金で、令和６年度決算の確定に伴い3,638万3,000円を追加し、歳入超過

となる3,637万4,000円を予備費に追加して、収支均衡予算といたしました。 

 議案第49号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ1,001万1,000円を追加し、当初予算からの累計額を８億

3,640万2,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、諸支出金の償還金及び還付加算金で、令和６年度国庫支出金の確定に伴い、過

年度国庫支出金等返還金350万円を追加し、歳入では、国庫支出金で928万8,000円追加、繰越金で、

令和６年度決算の確定に伴い56万7,000円を追加し、歳入超過となる651万1,000円を予備費に追加

して、収支均衡予算といたしました。 

 議案第50号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について申し上げま

す。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ148万8,000円を追加し、当初予算からの累計額を１億2,693

万円とするものであります。 
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 主な歳出補正は、総務費の総務管理費で、令和８年度から開始される子ども・子育て支援金制度

の施行に伴う関連システム改修委託料81万2,000円を追加し、歳入では、繰入金で、一般会計繰入

金81万2,000円追加、繰越金で、令和６年度決算の確定に伴い67万6,000円を追加し、歳入超過とな

る67万6,000円を予備費に追加して、収支均衡予算といたしました。 

 議案第51号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ494万3,000円を追加し、当初予算からの累計額を7,339万

5,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、温泉給湯事業費で、山田温泉給湯事業の施設改修工事請負費など494万3,000円

を追加し、歳入では、繰入金で、基金繰入金442万7,000円追加、繰越金で、令和６年度決算の確定

に伴い51万6,000円を追加いたしました。 

 議案第52号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、資本的支出で、排水設備等工事請負費や給水タンク購入費で2,365万円を追加

し、累計額を１億2,444万4,000円とするものであります。 

 議案第53号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、収益的支出の下水道事業費用として、農業集落排水事業高山村第３排水処理施

設の汚泥吸い上げ用ポンプ交換に75万9,000円を追加し、累計額を２億4,271万6,000円とするもの

であります。 

 認定第１号 令和６年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 令和６年度は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが、令和５年５月８日から５類に移

行されたため、行動制限がなくなり、外出機会が増えてまいりました。さらに、インバウンド事業

の回復などにより、サービス産業を中心に日本経済は良好に推移してきたところであります。 

 そのような中で政府は、デフレ完全脱却のための総合経済対策を決定し、物価高から国民生活を

守るための対策や、持続的賃上げと所得向上対策、人口減少を乗り越え、デジタルの力を活用した

社会変革の推進などの経済対策を掲げ、新たなステージに向けて取組を進めてきました。 

 このため、令和６年度の村政運営に当たりましては、「第六次高山村総合計画」の将来像に掲げ

た「ずっと住みたい また訪れたい いいね 信州 高山」の実現に向けて、積極的な村政運営に

取り組んでまいりました。 

 一方、ウクライナ情勢を背景とする資源高や、円安を主な要因とするエネルギーや食料品等の急

激な物価高騰は、国民の家計を圧迫するとともに、事業者等の経営に大きな影響を及ぼすなど、地

方にとりましては依然厳しい行財政運営が余儀なくされております。 

 そのような状況の中で、商工・観光事業者を支援するためのプレミアム付商品券発行事業を始め、

65歳以上の高齢者世帯等への燃料券給付のほか、住民税非課税世帯等に対する物価高騰対応重点支

援給付金事業など、生活困窮者等生活者の負担軽減に資する事業をきめ細やかに実施をいたしまし
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た。 

 そこで、個々の政策の一端について申し上げますと、本村の基幹産業であります農業につきまし

ては、安全で安心なおいしい農作物として、本村のブランドであります、りんご、ぶどう、醸造用

ぶどうの振興を始め、ＩＣＴ技術等の活用のほか、農作物を有害鳥獣被害から守るため、サルの大

型捕獲おりの設置等により、農家の生産意欲の減退防止と品質確保に努めてまいりました。 

 将来を見据えた魅力ある農業生産基盤づくりに向けて、基幹水路である中山水路の水門ゲートや、

大排水水門巻上機の修繕を実施したほか、令和６年８月６日の豪雨により被災した若宮地籍の農地

のり面の災害復旧工事により、継続して耕作していただけるよう事業を実施してまいりました。 

 また、新規就農を目指す皆さんを積極的に受け入れるため、東京ビッグサイト等で開催された就

農相談会に参加したほか、国の「農業次世代人材投資資金」及び村の「就農者支援事業」を活用し

て、新規就農者の確保に努めるとともに、中山間地域等直接支払交付金事業等により、村民の皆さ

んとの協働による耕作放棄地の解消に努めてまいりました。 

 商工業の振興では、村独自の経済対策として、商工会のプレミアム付商品券発行事業を継続して

実施するとともに、村内での創業や新分野への進出等を目指す方への補助の実施や、信州高山まつ

りの開催などにより、村内経済と地域の活性化を図ってまいりました。 

 結婚支援としては、村社会福祉協議会や商工会、さらには、長野地域連携中枢都市圏結婚支援事

業において婚活イベントを開催するなど、出会いの場の確保に努めてまいりました。 

 次代の社会を担う子どもを安心して産み育てるため、子育て世帯の経済的な負担を軽減し、子育

てができる環境の整備として、出産・子育て応援給付金の支給を行うとともに、４歳未満の子ども

のおむつ代に対して補助を行うなど、結婚から妊娠、出産、子育て、教育に至るまで、それぞれの

ライフステージに応じた切れ目のない子育て支援に取り組んでまいりました。 

 高齢者施策につきましては、令和５年度に策定した「高山村高齢者福祉計画及び第九期介護保険

事業計画」に沿って地域支え合い事業を推進し、医療・介護・予防・住まい支援を包括的に確保す

るため、「地域包括ケアシステム」の構築を目指し、須高３市町村の関係機関等が連携し、在宅療

養者の医療・介護・福祉・保健の連携体制を整えることで、在宅医療福祉ネットワークの推進体制

の充実に努めるなど、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりに取り組ん

でまいりました。 

 また、認知症高齢者や、知的障がい者及び精神障がい者など、判断能力が不十分な方や、その家

族の権利擁護を推進するため、須高３市町村で組織する「須高地域成年後見支援センター」を活用

して、支援が必要な方の財産管理や、本人の生活に必要な事務手続を代わりに行うなど、地域で安

心して暮らせるよう支援してまいりました。 

 健康づくりの推進につきましては、村民の健康づくりを総合的に推進するため、村及び村民、関

係機関や関係団体が一体となって取り組むべき具体的な目標となる「高山村第四期健康増進計画」
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に沿って、運動の推進、食育の強化、保健・健診を進めるための受診促進など、様々な取組を行い、

健康長寿の村づくりに努めてまいりました。 

 「高山村地球にやさしい環境基本条例」の基本理念に基づく施策を総合的に推進するため、「高

山村地球温暖化対策地方公共団体実行計画の区域施策編」に沿った、本村における再エネ導入目標

等を設定するとともに、住宅用太陽光発電設備や蓄電池設備等の設置に対する補助を行い、エネル

ギーの地産地消に取り組んでまいりました。 

 また、地力増進施設の敷地内に新設したクリーンセンターが本格的に稼働し、ガラスや陶器類な

ど、一般家庭から搬出された不燃物を適正に分別し、再利用できるよう循環型社会の構築に努めて

まいりました。 

 生活基盤の根幹であります道路交通網の整備につきましては、高山村通学路交通安全プログラム

に基づき、国の社会資本整備総合交付金等を活用し、令和５年度から進めてまいりました村道紫中

山線に接続する荒井原紫２号線の歩道整備工事が完了いたしましたほか、辺地対策事業により、主

要地方道豊野南志賀公園線に接続する村道藤沢線の道路改良工事を実施いたしました。 

 また、高山村橋梁長寿命化修繕計画に基づき、緊急性の高い橋梁から順次工事を進める中で、牧

地区の第一河原橋や堀之内地区の田端橋の修繕工事が完了いたしました。 

 さらに、ゲリラ豪雨など異常出水に対応するため、緊急自然災害防止対策事業債を活用して、懸

案でありました駒場地区の村道駒場５号線などの排水対策工事を、令和８年度の竣工を目指して進

めており、安全に安心して利用できる生活道路の整備に努めてまいりました。 

 定住促進につきましては、これまで整備してまいりました38棟の村営住宅の活用のほか、村内に

住宅を取得した若者世帯への支援など、若者が村内で安心して暮らせる環境づくりに努めてまいり

ました。 

 また、空き家バンクへの登録を推進するとともに、空き家活用推進事業による新規転入者への空

き家購入費用等の助成や、空き家活用住宅の整備のほか、移住希望者との相談事業を通じて、移

住・定住人口の増加に努めてまいりました。 

 村民生活の安全・安心の確保につきましては、第一分団及び第二分団の小型動力ポンプを更新し、

消防力の強化と充実を図ったほか、順次進めております地区防災マップの作成支援など、安全・安

心な村づくりに努めました。 

 教育の充実では、保育園や小学校外国語授業等の充実を図るため、ＡＬＴ１名と会計年度任用職

員１名を配置したほか、小中学校におけるテスト経費や緊急連絡システムなどの経費を村費で負担

するとともに、小中学校入学時に入学応援給付金を支給するなど、保護者の経済的な負担軽減を図

ってまいりました。 

 また、文部科学省が推進する「ＧＩＧＡスクール構想」による小中学校の児童生徒に１人１台の

タブレット端末を貸与するとともに、ＩＣＴ支援員を配置したほか、小学校３、４年生が本村の自
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然や文化、産業を学ぶための社会科「副読本」を活用するなど、児童生徒の学習支援の充実に努め

てまいりました。 

 さらに、学校給食では、地域食材による地産地消を推進するとともに、学校給食費を全額公費負

担とし、保護者の経済的負担軽減を図ってまいりました。 

 また、公民館の長寿命化を図るための改修工事に着手し、引き続き、地域住民の学習や交流の場

として貢献できる施設整備に努めてまいります。 

 行財政運営につきましては、「第六次高山村総合計画」に沿って「元気で魅力と活力ある村づく

り」を実現するために、村民の皆様との協働による村づくりを推進するとともに、健全な行財政運

営を図るべく、ふるさと納税寄附金の返礼品の充実とともに財源確保に努めてまいりました。 

 このように令和６年度は、「第六次高山村総合計画」及び「高山村総合戦略」に沿って、最少の

経費で最大の効果があがるよう諸施策を推進するとともに、健全財政の確保を図りながら持続可能

な村づくりに努めてまいりました。 

 令和６年度の一般会計及び特別会計の各事業の成果につきましては、議員各位を始め、村民の皆

様の格別な御支援、御協力を賜りまして一定の成果を収めることができましたことに、心から感謝

を申し上げます。 

 予算の執行に当たりましては、経費節減と合理化を図る中で、職員と共に住民サービスの向上に

努めてまいりました。事業の実績並びに主要施策の成果は、別添説明書のとおりであります。 

 一般会計の決算状況につきましては、歳入で53億4,665万8,576円で、前年度比6.5パーセントの

増、歳出では48億492万48円で、0.4パーセントの減となりました。 

 これは、歳出では、義務的経費の人件費で、一般職職員の給与改定などに伴う増や、補助費等で、

定額減税調整給付金や下水道会計繰出金が増額となったものの、投資的経費の普通建設事業費で、

前年度、保健福祉総合センターの公共施設再エネ設備整備事業などが完了したことなどにより減と

なったものであります。 

 一方、歳入においては、個人住民税における定額減税を始め、固定資産税の評価替えや毎年行わ

れる地価の下落修正などにより、村税が3.1パーセント減収となったほか、国庫支出金につきまし

ては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金や、二酸化炭素排出抑制対策事業費補助

金などの減額に伴い、17.5パーセントの減、県支出金につきましては、衆議院議員選挙費委託金や

地籍整備推進調査費補助金などの増額に伴い、10.3パーセントの増、寄附金では、ふるさと納税寄

附金の減額に伴い、35.8パーセントの減、繰入金では、社会教育施設整備基金やふるさと創生基金

の増額に伴い、833.2パーセントの増、村債につきましては、緊急自然災害防止対策事業債や保健

福祉総合センター再エネ設備等導入事業に伴う、防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債などの減

額に伴い、32.5パーセントの減となりました。 

 この結果、令和６年度の一般会計決算におきましては、２億2,650万528円の実質収支の黒字額を
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計上することができました。 

 しかしながら、国内経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつあるものの、エネ

ルギー・食料品価格の高騰や世界的な景気後退の懸念、加えて、人口減少による地方交付税の減額

や、少子高齢化に伴う社会保障費の増加等により、依然として厳しい地方財政運営が迫られるもの

と思っております。 

 今後も引き続き行財政改革を推進し、豊かな自然や美しい景観と調和した産業振興を進め、若い

世代から高齢者世代までの全ての世代の「しあわせと充足」を目指し、将来を見据えた活力ある村

づくりに努めてまいりますので、なお一層の御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 認定第２号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で4.8パーセント、歳出で5.1パーセントと、歳入歳出とも

に減となりました。 

 これは、歳出で、療養給付費等の保険給付費が減となったことによるもので、歳入では、保険給

付費に対する県支出金が減となったことなどによるものであります。 

 今後も特定健康診査事業等を通じて、村民の皆さんの健康管理と健全な財政運営に努めてまいり

ます。 

 認定第３号 令和６年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で2.8パーセント、歳出で4.9パーセントと、歳入歳出とも

に増となりました。 

 これは、歳出で、診療所職員に係る人件費を始め、医薬品や材料費の増によるもので、歳入では、

外来収入の収入期間の見直しに伴い、外来収入の減収見込み額を繰入金で賄ったことにより、繰入

金が増となりました。 

 今後とも、なお一層、診療所の利用促進と健全な事業運営に努めてまいります。 

 認定第４号 令和６年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で0.5パーセントの減、歳出で2.3パーセントの増となりま

した。 

 これは、歳出では、地域密着型介護サービス及び施設介護サービスなどの受給者数の増加に伴い、

保険給付費などが増額となったことによるもので、歳入では、前年度改定を行った介護保険料のほ

か、支払基金交付金などが微増となったものの、国庫支出金などが減額となったことによるもので

あります。 

 今後もサービス給付の充実と介護保険制度の適正な運営に努めてまいります。 

 認定第５号 令和６年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げま

す。 
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 この決算は、前年度と比較して、歳入で21.5パーセント、歳出で21.9パーセントと、歳入歳出と

もに増となりました。 

 これは、歳出では、後期高齢者医療保険料の徴収額の増加に伴い、後期高齢者医療広域連合納付

金が増となったことによるもので、歳入では、後期高齢者医療保険料などの増によるものでありま

す。 

 今後も後期高齢者医療広域連合と連携し、高齢者の健康づくりを推進するとともに、制度の適正

な運用に努めてまいります。 

 認定第６号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は、前年度と比較して、歳入で7.5パーセントの減、歳出で3.8パーセントの増となりま

した。 

 これは、歳出では、送湯管やポンプなど温泉給湯施設の老朽化に伴い、工事請負費が増となった

ことによるもので、歳入においては、基金繰入金などが減となったことによるものであります。 

 今後も施設の適正な管理運営に努め、温泉の安定的な供給を図ってまいります。 

 認定第７号 令和６年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について申し上げま

す。 

 この決算における収益的収入及び支出のうち、収入の水道事業収益は１億1,223万5,560円で、前

年度と比較して0.1パーセントの増、支出の水道事業費用は１億1,126万8,915円で、前年度と比較

して0.1パーセントの増となりました。 

 一方、資本的収入及び支出のうち、資本的収入は4,357万7,708円で、前年度と比較して49.5パー

セントの増、資本的支出は7,741万3,177円で、前年度と比較して6.4パーセントの減となりました。 

 この結果、当年度の未処分利益剰余金は96万6,645円を計上し、これを減債積立金として処分す

るものであります。 

 今後も施設の適正な管理とともに経営の健全化に努め、安全でおいしい飲料水の安定供給に努め

てまいります。 

 認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について申し上げま

す。 

 高山村下水道事業会計は、令和６年度より公営企業会計へ移行したもので、この決算における収

益的収入及び支出のうち、収入の下水道事業収益は２億3,595万4,080円で、支出の下水道事業費用

は２億2,181万6,305円となりました。 

 一方、資本的収入及び支出のうち、資本的収入は１億1,583万3,250円で、資本的支出は１億

5,983万9,997円となりました。 

 この結果、当年度の未処分利益剰余金は1,413万7,775円を計上し、これを減債積立金として処分

するものであります。 
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 今後も施設の適正な管理とともに経営の健全化に努め、下水道の適正処理に努めてまいります。 

 以上、８件の決算について申し上げましたが、令和６年度の税・料金の収納におきましては、納

付誓約や戸別訪問など鋭意徴収率の向上に努め、一部で納付に進展があったものの、長引く景気低

迷などから計画どおりに未収金が納付されず、誠に遺憾であると考えております。 

 今後も、地方分権の進展とともに、自主財源の確保がますます重要となってまいりますことから、

職員の徴収スキルの向上と全庁的な徴収強化はもとより、長野県地方税滞納整理機構や総合県税事

務所との連携による滞納処分の強化により、村税や使用料等の未収金の縮減に努め、各会計とも一

層安定した経営に努めてまいる所存であります。 

 以上、承認第４号から認定第８号までの23件について一括して申し上げましたが、十分に御審議

をいただき、議決を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時51分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時58分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 これから承認第４号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第４号 専決処分した予算の承認を求めることについて（令和７年度高山村一般会

計補正予算（第２号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 
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 本案は承認することに決定しました。 

 これから議案第40号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第40号 財産の取得についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第41号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第41号 令和７年度指定避難所高山中学校体育館空調設備等整備事業設計施工請負

契約を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 
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 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第42号から議案第53号までの12件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 令和６年度高山村一般会計及び特別会計並びに公営企業会計８件の歳入歳出決算の審査結果につ

いて、監査委員の報告を求めます。 

─────中村義忠代表監査委員。 

○代表監査委員（中村義忠） 

 決算報告を申し上げます。 

 ７月23日から８月18日までの日程で実施しました、令和６年度高山村一般会計、特別会計、公営

企業会計の。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 監査委員さん、もうちょっと前で聞こえるように。 

○代表監査委員（中村義忠） 

 ７月23日から８月18日までの日程で実施しました、令和６年度高山村一般会計、特別会計、公営

企業会計の決算及び各基金の運用状況等について、審査意見を申し上げます。 

 審査に付されました令和６年度高山村一般会計、特別会計、公営企業会計の各決算並びに歳入歳

出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び財政健全化判断比率に関する

書類等は、法令に準拠して作成され、計数はいずれも正確であり、その管理及び運用についても適

正であると認められ。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 すみません、もうちょっと大きい声でお願いします。 

○代表監査委員（中村義忠） 

 予算の執行はおおむね適正になされていると認めました。 

 また、基金においても計数は正確であり、その運用は適正であると認められました。 

 それでは、まず一般会計について申し上げます。 

 一般会計は、歳入決算額が53億4,666万円で、前年度より6.5パーセント、３億2,733万円の増、

歳出決算額は48億492万円で、前年度より0.4パーセント、2,028万円の減となっています。 

 歳入歳出差引額は５億4,173万円で、このうち繰越明許費として翌年度に繰り越す財源３億1,528

万円を差し引いた実質収支額は２億2,650万円の黒字です。 

 主要財政指標については、実質公債費比率が7.3パーセントで、前年度より0.1ポイント上昇、将
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来負担比率はマイナス、実質収支比率は7.6パーセントで、前年度より1.9ポイント上昇し、財政力

指数は0.292で、前年度より0.007ポイント上昇、経常収支比率は84.6パーセントで、前年度より

0.5ポイント低下しています。 

 積立金現在高は32億5,535万円で、前年度より15.7ポイント、６億444万円の減となっています。 

 歳入のうち村税の収入状況を見ると、収入済額は、令和６年度税制改正による所得税の定額減税

等の影響によって、前年度より2,361万円減少しています。 

 このうち個人住民税は876万円の減、法人村民税は1,354万円の減、固定資産税は58万円の減とな

っています。 

 滞納額は、村税が4,668万円で、前年度より4.9ポイント、216万円の増となり、徴収率において

は94.1パーセントで0.4ポイント減少しています。 

 なお、依然として村税等に多額の滞納額があることから、引き続き、税負担の公平性の観点から

も適切な徴収対策を講ずるとともに、徴収率の向上を図り、滞納額の縮減に努めていただきたい。 

 今後も安定した財政運営が行えるよう、積極的な自主財源の確保に努めるとともに、国の補助事

業等の情報収集を適時・的確に行い、依存財源の確保に努めていただきたい。 

 歳出における不用額は２億6,159万円で、前年度より95.0パーセント、１億2,743万円増加し、予

算現額に対する割合は4.7パーセントで、前年度より2.1ポイント増加しています。 

 昨今のエネルギー・原材料価格高騰によるコストの増加など、特に燃料費や電気料の高騰は、公

共施設の維持管理に直接影響を及ぼすことから、今後も必要最小限の予算計上と、なお一層の不用

額の縮減に努められたい。 

 続いて、特別会計、公営企業会計について申し上げます。 

 特別会計（５会計）を合わせた決算額を見ますと、歳入総額は18億7,815万円で、歳出総額は18

億1,408万円となっており、全ての会計で黒字決算となっています。 

 公営企業会計（２会計）のうち、上水道事業会計の収益的収支を見ると、水道事業収益は１億

1,223万円、水道事業費用は１億1,127万円で、純利益は96万7,000円です。 

 また、令和６年４月から公営企業会計に移行した下水道事業会計の収益的収支を見ると、下水道

事業収益は２億3,595万円、下水道事業費用は２億2,182万円で、純利益は1,413万7,000円となって

います。 

 特別会計等の事業運営の基本となる歳入における税及び使用料などの収入未済額の状況を見ると、

ほとんどの会計では徴収努力がうかがえる状況にある一方で、依然として多額の滞納額を抱える会

計があります。 

 特に、高額滞納者や長期滞納者については、法的処置を含め、より厳正な対応策を取るなど、収

入未済額の減少に努められたい。 

 一方、歳出においては、特別会計（５会計）全体で不用額１億2,531万円となり、前年度より１
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億2,464万円減少していますが、これは、農業集落排水事業特別会計と下水道事業特別会計が公営

企業会計に移行するため、令和６年３月31日をもって特別会計を打切り決算としたことが主な原因

です。 

 今後も財源の有効活用を図るため、必要最小限の予算計上に努められ、なお一層の不用額の縮減

に努められたい。 

 最後に、村会計全体について申し上げます。 

 本村では、総合計画や総合戦略に基づき、人口減少の進行を可能な限り抑止し、持続可能な活力

ある村づくりを推進しています。 

 全国的に少子高齢化や人口減少が進み、国の財政状況も厳しさを増す中で、普通交付税の増収等

は見込めない状況にあります。 

 加えて、村税等の自主財源は減少しており、高齢化の進展と生産年齢人口の縮小によって、自主

財源の確保はさらに厳しくなってくるものと考えられます。 

 したがって、今後の財政運営に当たっては、より一層の財政の健全化と各種財源の確保に向けて、

職員一丸となって取り組んでいただくとともに、基金の有効活用や借入金の縮減を始め、事務事業

の見直しや効率的な執行による歳出抑制に努めながら、限られた財源の中でよりよいサービスの向

上に努めるよう期待します。 

 以上、令和６年度、一般会計、特別会計等の決算審査の意見とさせていただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから認定第１号から認定第８号の８件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第42号から認定第８号の20件については、お手元に配りまし

た議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第42号から認定第８号の20件については、議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託す

ることに決定しました。 

議 案 付 託 表 
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議               案 付 託 委 員 会 

議案第42号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費 

      負担に関する条例の一部を改正する条例 

議案第43号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条 

      例 

議案第44号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第46号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第45号 高山村地域公共交通の運行及び管理に関する条例の一部を改 

      正する条例 

福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 

議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号） 

議案第48号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第49号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第50号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

      号） 

議案第51号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第52号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号） 

議案第53号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第１号） 

認定第１号 令和６年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について 

認定第２号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 

      について 

認定第３号 令和６年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

認定第４号 令和６年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

      いて 

認定第５号 令和６年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 

      定について 

認定第６号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 

      について 

認定第７号 令和６年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認 

      定について 

認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認 

      定について 

予 算 決 算 

常 任 委 員 会 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 
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 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第42号から認定第８号の20件については、会議規

則第45条第１項の規定によって、９月８日までに審議を終了するよう期限をつけることにしたいと

思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第42号から認定第８号の20件については、９月８日までに審査を終了するよう期限をつける

ことに決定しました。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 明日は休会とします。 

 来る28日は、午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前11時17分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年８月26日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  柴 田 弘 男 

 

                 署 名 議 員  湯 本 辰 雄 
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令和７年第４回高山村議会９月定例会一般質問目次 

 

令和７年８月２８日（木曜日） 

 

２番 勝山正弘議員 ………………………………………………………………………………………25 

   「中学の部活動」は維持できるのか 

 

９番 松本 茂議員 ………………………………………………………………………………………32 

   村民の安心安全な生活環境について 

 

３番 滝澤 聖議員 ………………………………………………………………………………………34 

   第六次高山村総合計画後期基本計画の農業関係について 

 

11番 黒岩清道議員 ………………………………………………………………………………………39 

   奨学金返還支援制度について 

   農作物の猛暑による水不足対策について 

 

８番 湯本辰雄議員 ………………………………………………………………………………………47 

   村公共交通について 

   たかやま保育園について 
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令和７年第４回高山村議会９月定例会会議録（第２号） 

 

令和７年８月２８日（木曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    質 問 し た 者 

２番 勝 山 正 弘 議員       ９番 松 本   茂 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       11番 黒 岩 清 道 議員 

８番 湯 本 辰 雄 議員 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 山 﨑 久 志 

住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠  健康福祉課長 黒 岩   慎 

産業振興課長 山 㟢 隆 広  建設水道課長 山 嵜 賢 一 

定住支援室長 鈴 木 靖 孝  
教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 

──────────────────────────────────── 
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    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 テレビ中継のほかに、質問者のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 おはようございます。 

 通告に従いまして、質問をいたします。 

 私のほうの質問事項でありますが、「中学の部活動」は維持できるのかということであります。 

 質問の趣旨ですが、部活動とは学校が教育活動の一環として設定し、指導体制を整備し、校長が

認めた指導者、顧問の下、主に授業後や休日等に行われる任意の課外活動であるとなっています。

部活動は学校が設置するものであることから、顧問教諭と生徒が共に信頼し合い、共通の目標の下

に主体的に活動するものであるとされています。 

 この部活動は、スポーツ、文化、科学、芸術等に興味関心を持つ同好の生徒が学級、学年を超え

て組織し、部員同士の切磋琢磨や自己の能力に応じてより高い水準の知識、技能や記録を追求する
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活動を通して、スポーツ、文化、科学、芸術等の楽しさや喜びを味わい、豊かな学校生活を自ら創

造する活動であるとされています。 

 部活動の目的を要約すると、部活動は、生徒の心身の健全な育成と豊かな人間形成を目的とした

教育活動であります。しかし、長時間練習や顧問による暴力、暴言、それと教員の負担増などの諸

問題から、休日及び平日の部活動の地域連携、地域移行の動向が今増加しております。高山村とし

ての部活動の今後の方向性を伺いたいと思います。 

 質問ですが、文部科学省では2023年度から2025年度までを改革推進期間としています。急激な少

子化が進む中で、将来にわたって生徒が組織的にスポーツ、文化芸術活動に親しむ機会を確保、充

実することができるか、重要な課題となっています。 

 そこで１番目、高山村としての地域移行、地域展開ですが、をどう捉えているか。きめ細かなサ

ポートはできるのか。地域クラブ活動を担う運営団体の体制整備はどうか。 

 ２番目、指導者の質の保証、量の確保はどうか。 

 ３番目、活動場所の確保はどうか。 

 ４番目、活動場所への移動手段の確保はどうか。 

 ５番目、大会やコンクールの運営の在り方はどうか。 

 ６番目、家庭の経済格差が生徒の体験格差につながらないように、支援体制は村としてどう考え

ているか。 

 以上であります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 「中学の部活動」の維持に関する御質問にお答えいたします。 

 現在、中学校の部活動は、生徒がスポーツや文化芸術に触れる貴重な機会として、人間関係を築

きながら自己肯定感や自主性、責任感を育むなど、教育の中で重要な役割を果たしております。 

 しかし、近年では少子化の影響による生徒数及び教員数の減少や、教員の働き方改革なども重な

り、部活動の地域展開によって持続可能な子どもたちのニーズに沿ったスポーツ、文化活動に親し

める環境を整えることが急務となっております。こうした背景を踏まえ、本村においても地域展開

に向けた具体的な対応に取り組んでいるところであります。 

 そこで、まず初めに、村として地域移行の捉え方と、きめ細やかなサポート及び地域クラブ活動

を担う運営団体の体制整備についての御質問でございますが、現在、村では国の指針を踏まえ、令

和８年度末までに休日の部活動を地域クラブへ移行するため、本年４月に専属の部活動地域移行コ

ーディネーターを配置し、部活動の地域展開に向けた準備を進めているところであります。 

 このため、６月には部活動の指導者や保護者代表及びスポーツ少年団へ加盟する各クラブの代表
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者などを委員とする第１回目の部活動地域展開協議会を開催し、各クラブ等における課題や今後の

スケジュール等について協議を行ったところであります。 

 一方、きめ細やかなサポートや運営団体の体制整備につきましては、今後の部活動地域展開協議

会において検討してまいりますので、現時点では詳細をお答えする状況にございませんので、御理

解賜りますようお願いいたします。 

 次に、指導者の質の保証、量の確保についてでありますが、現在、部活動の指導者につきまして

は、学校の顧問のほか、部活動指導員として地域の方を指導者にお願いしており、基本的には現在

の部活動指導員を休日、部活動の指導者になっていただくことを想定しておりますが、この件につ

きましても、今後の部活動地域展開協議会で検討してまいりますので、御理解賜りますようお願い

いたします。 

 次に、活動場所の確保についてでありますが、現在活動している部活動やクラブチームにつきま

しては、現状活動されている場所を想定しております。 

 次に、活動場所への移動手段の確保についてでありますが、現在、村内で活動をされている部活

動やクラブチームの移動手段につきましては、それぞれ個人での対応となり、徒歩、自転車や保護

者などにより送迎されておりますことから、これまでどおりの移動手段が想定されます。 

 一方、村内だけでは人数がそろわないために活動できない競技については、近隣の須坂市や小布

施町などのクラブチームへの参加が想定されますが、この場合の移動手段につきましても、村内と

同様の移動手段を想定しております。 

 次に、大会やコンクールの運営の在り方についてでありますが、村ではこれまで主催者としての

大会やコンクールの運営を行っておりませんので、在り方についてお答えすることはできませんが、

例えば、バスケットボールは本年度から部活動とクラブチームが完全に分かれて試合が実施されて

おります。一方、北信越大会へ出場した卓球部の場合は、クラブチームも部活動も関係なく大会が

行われており、部活動とクラブチームの両方が存在する移行期間中においては、競技ごとにそれぞ

れ異なった運営が行われていくものと思われます。 

 次に、家庭の経済格差が生徒の体験格差につながらない支援体制についてでありますが、地域ク

ラブに関連する会費などの費用につきましては、県内の自治体や周辺市町村の状況等を踏まえ、今

後の部活動地域展開協議会で検討してまいりたいと考えております。 

 したがいまして、今回御質問いただきました多くの内容につきまして、現在、検討を進めており

ます部活動地域展開協議会において協議、検討していただくこととしておりますので、現時点にお

いて詳細にお答えできず誠に申し訳ございませんが、御理解賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

 なお、部活動地域展開協議会において検討した内容等につきましては、今後、村のホームページ

でお知らせしてまいりますので、併せて御理解賜りますようお願い申し上げます。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再質問ですけれども、今までいろんな様々な問題が出ておりますけれども、教師の方はこれに対

して、今どういうふうに現場では考えられているかというのをちょっとお聞きしたいんですが。特

に日本の、ＯＥＣＤの調査によると、日本の教師の労働時間は世界の34か国中の中で最も長い、ま

た部活動に要する時間は、世界の3.5倍ということで報告が出ています。 

 部活動が教員の生活、労働環境を圧迫していたということで裁判等にもなっているんですが、教

育活動ということの中で、やはりそこら辺に対して現場の人たちの考え方、特に、高山村の中の教

師の方たちは、どう今考えておられるのかというのを分かったら教えていただきたんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 現場の先生方の受け止めという御質問かと思います。 

 様々でありまして、現場の先生方、これまで部活動で一生懸命やられてこられた先生も県内には

大勢おられます。そんな中で、地域の方と同様の、自分も地域の一員としてその学校、あるいは自

分の住んでいる地域の地域移行に参加していくという意志のある方は、そのように登録して活動を

行っているところです。学校の業務とは全く別の問題で行っているところであります。 

 ですから、全て学校の教員が全部外れていくということでも実はなくて、高山村の場合はそうい

った申出は今のところございませんので、地域の方を探しまして、地域展開のほうを進めていって

いるという現状でございますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 今の回答なんですけれども、地域の教師の方、依頼された教師の方たちは、労務管理上非常に改

善されてよくなったということなんでしょうか、どうなんでしょうか。そこら辺がよく分からない

んですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 この地域展開の問題はいろいろございまして、教員の働き方改革だけの問題ではなくて、やはり

少子化に伴う様々な問題が起きているのかなというところであります。 
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 先生方の捉えですけれども、全般的に業務は減ったというふうに感じておられる先生は多いとい

うふうに思います。また、先ほど申しましたように、まだまだ自分も運動、子どもたちの指導をし

たいんだという方は、そのまま続行して登録してやっておるのが現状であります。業務の内容は、

減ったというふうに考えている教員がほとんどであるというふうに理解をしております。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 部活動は自主的な活動を位置づけられているわけですけれども、中学生の９割、高校生の７割が

部活動に加入して、日本の全ての中学生における部活動に全員が加入を求めているということを言

われていると思います。そのうち中学校は全体の３割、そして、中学校の９割が全ての教員に、部

活動の顧問になるよう求めているというデータが出ているみたいなんですが、にもかかわらず、多

くの生徒が学業や部活動の理由など、悩みを抱えていると。 

 そして、今言っていた教師の９割が思うように指導できないということで、心身の疲労や休息不

足などの悩みを抱えているというふうなことなんですが、それで高山においては、現状、そこら辺

どうなのかというのをもう一回お聞きしたいんですが。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 大変、今まで大勢の教員が、自分がやってきたスポーツ以外でもそこに赴任している以上、やは

りそのスポーツを担当しなければいけないというような、非常に気持ちの上でも大変なときがあっ

たわけです。それも一つ改善していくということが、この道筋の中の１つの大きな柱であるという

ふうに思います。その部分を地域の皆さんによって、地域の、今までそのスポーツ、あるいは文化

活動に一生懸命やってこられた方に指導してもらうということは、大変ありがたいことだなという

ことであります。 

 全体の子どもたち、全員が部活に入るように求められているというのは、一部の古い時代のあれ

でありまして、今そのようなことはございません。どの部活にもどこかに入るということが強制さ

れているようなことでもありません。今、高山中学校でも半数程度かなというふうに思っています。

全員がということはございませんし、教員も、先ほどからもお話ししているように、必ずもうそこ

の部活動の顧問をやらなければいけないんだというふうに、強制されるような時代ではなくなって

おりますので、また御理解いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 先生方の働き方改革のほうは進められているということで理解いたしました。 

 それで、文部科学省やスポーツ庁など、ガイドラインに沿って今、当然進められていると思うん

ですけれども、ただ、地方行政の中でも様々な取組という形になっているかと思うんです。 

 東京都は、設置運営を命令したルールをつくったりとか、神奈川県は、部活動の指導を外部指導

員に移行するという方向がもう出てきている。大阪市においては外部委託、それと民間委託を目指

していると。静岡県では、学校の枠を超えて部活を今していると。岐阜県では、保護者が積極的に

部活動に従事すると。長野県では、たしか朝練ですか、それがもう禁止というふうになってきてい

るかと思いますが、新潟においては、夏休みの部活動は禁止ということで、都道府県によってまち

まちな対応、対策がなされているかと思うんですが、そこら辺については今の県のほうからの指導、

教育委員会のほうの指導等、どんな形なんでしょうか。教えていただきたいんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 質問にお答えをさせていただきます。 

 部活動の本村での活動のことだったと思います。現在、基本的には朝の部活は実施しておりませ

ん。ただ、大会前になってきますと、校長の許可をいただきながらやらせていただくという形にな

っております。 

 また、休日でございますが、２時間から３時間以内というふうに県のほうから示されておりまし

て、それに従って実施している状況でございます。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 一番これが正解というのは多分ないかと思うんですが、知恵を絞って、一番いいところをやって

いかなければいけないと思いますが、国によっても何か大きく変わっているということで、スカン

ジナビア諸国やドイツなどは、中高生のスポーツは地域のスポーツクラブが活動の場所の中心と。

その他のヨーロッパ諸国や南米アメリカ、これについては学校と地域の両方型と。中国、韓国、日

本、東南アジア諸国は学校型。中国、韓国の場合は、特定のスポーツ校による部活動のため、小規

模で、日本ほど大規模な部活動が行われている国ではないと。 

 アメリカなどはスポーツ施設が充実しており、コーチも多数存在しているので、そういった環境

が実現するため、生徒自身も部活動の一環としてアルバイトをしたりして活動資金をつくっている
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と。システム的には非常にいいんですが、エリート主義が進んでドーピング問題の弊害も起きてい

ると。イギリスは経済難で、公立校ではなかなか施設が難しいので整わないから、学校が公共スポ

ーツの施設をシェアして活動していると。 

 簡単に言ってしまうと、アメリカのほうは部活動、エリート競技の活動という形に位置づけてい

て、イギリスではレクリエーション的な色合いが強いと。 

 日本は先ほど、最初に言ったように生徒の教育、人間形成が部活動の主たる目的として掲げてい

る点で、国それぞれによっても違うんですが、ただ、そうは言っても成り立たなくなってきては困

るので、今、協議会をこれからも開催して進めていくということなんですが、高山村にとっての一

番いい方策というのはどういう方策か、今の時点で考えられるのは。お聞かせいただきたいんです

が。 

 以前、バレーボールでも少人数で、全国２位まで上り詰めて日本中の注目を浴びたような、そう

いうケースもありますので、そこら辺お聞かせいただけますか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 以前には、勝利至上主義といいますか、勝つことが大事だというようなことで部活動をされてき

た時代があります。一方、いろんな問題から、やっぱりそうではないんだと。部活、スポーツ、あ

るいは文化活動をまず楽しんで、生涯教育につながるような、一生涯やっぱりその競技に思いをは

せられるような活動を考えていくということが、中学生期にはとても大事なんだというようなこと

で考えておりますし、それが第一であるというふうに思います。 

 もちろん、大会で勝つことが子どもたちにとっても保護者にとっても大変うれしいことで、自分

たちの自信につながることではございますけれども、勝利一辺倒にならないように考えていくとい

うようなことが村の、高山村部活動地域振興推進計画の中でも、最初の冒頭のところでお示しをさ

せていただいておりますところでございますので、御理解いただきますようお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 今の現時点での考え、よく分かりましたので、その協議会のほうでできる限り、保護者の負担と

か教員への負担増とか、そういったところをなるべく排除した形で、一番は生徒たちが自分の行い

たいスポーツや文化、吹奏楽なども１人ではできないので、どうしてもチームでやらなきゃならな

いというところがありますので、そこら辺を考慮していただいて前向きに決定していただきたいと

思います。 
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 以上で私の質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で勝山正弘議員の質問を終わります。 

─────９番 松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 私からは、村民の安心安全な生活環境について質問させていただきたいと思います。 

 二ツ石センターから30ｍ下、民家に挟まれた交差点があります。村道紫樋沢線から松南区に向か

う、松南区の玄関とも言える交差点です。車、歩行者の安全については日中不便を感じませんが、

特に夕方、夜間では、全く車が出てくるとかそういう気がつかないような、気遣う交差点となって

います。村道紫樋沢線では広い直線道路のため、かなりスピードを出して車が走行しており、危険

です。 

 このようなことから、交差点の安全対策について、区長さん経由で区民の方から御意見をいただ

きました。改善策を大至急、御検討いただきたいと思います。 

 夜間の大きな街灯、ＬＥＤ灯を設置され、交差点の安全が図れないか、１番目ですね。 

 ２番目に、交差点に接する２軒の民家に協力を依頼し、出入りしやすい交差点に改良できないか。 

 それから、３番目としまして、一般道路の制限速度を40kmなどの標示板の設置を村道紫樋沢線の

下りに設置することはできないか。 

 以上、この３点について質問いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 村民の安全安心な生活環境についてお答えいたします。 

 村では、交通事故等から村民の皆様の安全安心を守るため、毎年、各自治区から提出される地区

振興計画による要望のほか、村民の皆様からの情報提供や道路パトロールなどにより、道路等にお

ける危険箇所の把握に努めております。 

 また、須坂警察署や交通安全協会など、関係機関などと連携を図りながら、年４回の交通安全運

動による啓発活動を行うなど、交通安全対策の強化に努めているところであります。 

 そこで、まず初めに、大きな街灯、いわゆる道路照明の設置についてでありますが、議員お話し

の二ツ石センターから西に位置する村道紫樋沢線と村道二ツ石沖渡線が交わるＴ字型交差点につき

ましては、既にその周辺に防犯灯が整備されておりますことから、防犯上の観点から見ますと一定

の明るさが確保されているものと考えております。 

 しかしながら交通安全上から見ますと、Ｔ字路付近には横断歩道が整備されており、夜間におけ

る歩行者の安全確保を図るためには、防犯灯だけでは暗い状態にありますことから、仮に道路照明
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を設置するとした場合、どのような課題があるのかなどを整理した上で検討してまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、交差点の改良についてのお尋ねでございますが、道路の拡幅などの改良には多額の費用が

必要となるため、村ではその財源となる国・県補助金などを確保しながら、地区振興計画などによ

る地元からの要望を基に、緊急性や必要性などを総合的に勘案する中で、計画的に整備を進めてい

るところでございます。 

 そうした中で、議員御指摘の交差点は平成元年の道路改良により、既に一定の道路幅員が確保さ

れておりますことや、直近20年間に交通事故の発生がないことなどから、現時点において交差点改

良の予定はありませんので、御理解賜りますようお願いいたします。 

 次に、村道紫樋沢線へ制限速度規制に関する標識の設置についてでございますが、制限速度を表

示した標識は、道路交通法や道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の規定に基づき、警察が

交通規制を行う場合に設置する道路標識で、この標識を設置する場合は、道路環境や交通量、交通

事故の発生状況などを総合的に勘案した上で、県公安委員会によって意思決定がなされるものであ

ります。 

 そこで、議員御提言の制限速度を表示した標識の設置につきましては、須坂警察署に確認いたし

ましたところ、村道紫樋沢線には現在、県公安委員会による速度規制がないため、規制標識の設置

はできないとの回答でありました。しかしながら、当該交差点の優先道路である村道紫樋沢線は東

から西へ急勾配で下っており、通行車両のスピードが出やすく危険なことから、速度を抑制するた

めの方策について検討するとともに、車を運転される皆様が交通ルールや交通マナーを守っていた

だくよう、村交通安全協会などと連携する中で、交通安全啓発にも努めてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 事故があったとか、ないとかという問題ではないと思うんです。それと、この照明の関係もこれ

から予算を立てたり、いろいろな形で安全が図れればということだと思いますけれども、一番は昼

間は安全がキープできているわけなんですね。ということは、暗くなってからの歩行者の通行とか

散歩される方、スポーツでウォーキングされる方の安全を確保してくれないかということなんです。

そこら辺をもう一度、よく考えていただきたいと思います。 

 それから、松南区から出てくる車なんですが、下の民家の生垣というか車庫、それから上は土蔵

と塀、門扉がありまして、車がちょうどライトがその道路に出てこないと、松南区から車が出てき

ているんだか出てきていないんだか分からないと、そういう状況に陥るわけなんです。それをよく、

夜間通行していただくとよく分かると思うんですが、非常に危険だと思うんです。頭出していかな
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くちゃ、車が来ているかどうか分からない。正面の土手のところへライト当たっても、全然それ反

射してこないですね。コンクリートの壁ありますけれども。 

 それから、３点目の公安委員会が設置、それから管理する道路じゃない、県警で管理する道路じ

ゃないというような形で、それは設置できないというようなお話ですが、もっと村のほうでスピー

ド注意とか、何かそれに対抗するような、法的な規制はできないということであれば、そういうよ

うな喚起を促すような看板を作って何箇所か、直線道路のスピードを落とすような努力というのは

できないでしょうか。御回答お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜建設水道課長。 

○建設水道課長（山嵜賢一） 

 ただいまの御質問に対しましてお答えさせていただきたいと思います。 

 あそこのＴ字型の交差点につきまして、特に議員がお話しのとおり、夜間におきましてはちょっ

と見づらい点があろうかと思います。先ほども答弁にも申し上げましたが、道路照明ですね、見づ

らい分、道路照明で対応してきたいかなというふうには考えているんですが、その設置についてど

のような課題が生じてくるかというものを見いだして、地元の方と調整していきながら検討してい

きたいというふうに考えております。 

 ２番目の質問かと思いますが、道路標識、要はスピードを抑制する看板につきましては、答弁の

とおり、公安委員会の意思決定が必要になりますもので、こちらの村の道路管理者といたしまして

は、今の現状、東側から西側へ下る車両がスピードが出やすくなっていますもので、それを抑制す

るような注意喚起というんですか。そのような看板を設置できたらなということで検討したいかと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 いずれにしろ、村民の安心安全な生活環境に努めていただけるようお願いしたいと思います。 

 あちこちの道路の中でも、農道関係とか、交差点でもちょっとカーブミラーが、これ反対側へつ

いていたほうがいいんじゃないかとか、そういうようなところもありますので、よく村の中を点検

していただきまして、いろんな形で改良していただければありがたいかと思います。 

 これで、じゃ、私の質問は終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で松本 茂議員の質問を終わります。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 
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 それでは、第六次高山村総合計画後期基本計画の農業関係について質問いたします。 

 後期基本計画には、現状認識と課題について記されていますが、具体的な指針や事業計画は示さ

れていません。現状の事業内容で後期も行うのか、新たな事業の取組を計画しているのか、質問い

たします。 

 １つとして、課題に挙げているおいしくて安全な農産物の生産に向けた取組を推進するとともに、

海外市場も視野に入れた販路の拡大やブランド化と記されています。具体的に、海外へ輸出する方

策は検討されていますか。 

 ２点目、農業従事者の減少は、平成27年の718名から令和２年の569名と２割減少しています。令

和11年時点での予測従事者の数は示されていませんが、村では耕作放棄地の対策推進として、高齢

者でも農業を続けることのできる負担の少ない農作物への転換などと記されています。具体的に何

を進めようとしているのか、考えを示してください。 

 ３点目、生産者の負担軽減の取組の中に、高齢化が進む生産者負担軽減に向け、農作業の受託等

の促進や農業機械等の導入支援等の取組推進とうたっています。稲作専業農家の高齢化や減少が心

配されていますが、高山村営農支援センター等による作業受委託を一括管理することが望ましいと

考えますが、検討できないでしょうか。 

 ４点目、安全安心な農業の推進の中に、地力増進施設を活用した環境保全型農業を推進するとな

っています。県営中山間総合整備事業地力増進施設改修工事で整備した施設の利用促進を進め、年

間200トンのコンポストの供給量を望みますが、できないものでしょうか。 

 以上、質問します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村長（藤沢敏和） 

 第六次高山村総合計画後期基本計画の農業関係についてお答えをいたします。 

 村では、総合的かつ計画的な村政運営を図るため、令和２年度から11年度までの10年間を計画期

間とする第六次高山村総合計画を策定いたしました。この計画は、村が目指すべき将来像や基本目

標を示す10年間を期間とする基本構想のほか、前期、後期の各５年を期間とし、基本構想に基づき

これを実現するための施策の基本的方向を示す基本計画や、毎年度ローリング方式により直近３年

間で実施する事業を具体的に示す実施計画により構成をされております。 

 このことから、令和７年度を初年度とする後期基本計画は、現状分析や課題整理を行った上で、

今後、村が目指すべき基本的な方向性や体系を示したところであります。 

 そこで、まず初めに、具体的に海外へ輸出する方策の検討についてでありますが、農林水産省に

よりますと、人口減少や高齢化に伴い、今後、国内の市場規模は急速に縮小し、その影響は生鮮向

け生産でより大きく、持続的な農業生産に影響を与えることは不可避であるとされております。 
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 一方、世界の農作物マーケットは、人口の増加に伴い拡大する可能性があり、農林水産業の生産

基盤を維持強化し、輸出促進により世界の市場を獲得していくことが重要であるとしております。 

 このようなことから、村といたしましては魅力ある競争力の高い農業を推進するため、海外市場

も視野に入れた販路の拡大やブランド化等が必要であると考えておりますが、村単独で実施するこ

とは大変困難でありますことから、今後、ＪＡながのなどの関係団体や生産者の皆様の御意見等を

お聞きしながら、研究してまいりたいと考えております。 

 次に、高齢者でも農業を続けることのできる負担の少ない農作物についてのお尋ねでありますが、

増加傾向にある耕作放棄地を解消していくためには、労働力の確保とともに、作業時間の短縮や省

力化栽培などが必要であると考えておりおます。 

 そのような中で、長野農業農村支援センターでは、軽量で鳥獣被害に遭いにくいため、中山間地

域でも栽培しやすく、夏から秋にかけての冷涼な気候を生かすことのできるピーマンの生産振興に

取り組んでおります。あわせて、トウガラシについても比較的容易に栽培でき、鳥獣被害も受けに

くいことから、ピーマンとともに中山間地域でも栽培されております。 

 さらに、小菊などの花き栽培についても単価が高く、比較的小さい面積から栽培が可能であるこ

とから、農家の負担軽減を図ることができるものと考えておりますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 次に、高山村営農支援センター等による作業受委託の一括管理についてのお尋ねでありますが、

高山村営農支援センター推進協議会では、後継者不足や農業従事者の高齢化が進み、遊休荒廃地の

増加や受け手がない農地の解消などに対応することが課題となっております。 

 このため、経営形態や既存事業の見直しのほか、新規事業の導入なども含めて、現在総合的な検

討を進めておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、フクイハラコンポの供給量についてでありますが、平成23年度に715トンあったコンポス

トの製造量は、農家の高齢化や乳価の低迷、さらには飼料の高騰などによって、主要な原材料とな

る家畜ふんが減少し、令和５年度では224トン、令和６年度では178トンまで減少しております。 

 このため、村では需要に見合った製造量の確保に向けて、これまでに近隣自治体や関係団体と協

議を進めてきておりますが、今後とも原材料の確保に向けて、利用者の皆様の御要望にお応えする

ことができるよう、引き続き関係団体などと協議を含め、しっかりと取り組んでまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 １点目の質問に対しまして、村長さんからは研究していくんだというようなお話を今、いただい

たわけでございます。自分も前職の関係で、農作物の海外戦略の関係の仕事をしたこともあります。
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特に、小布施町ではトップセールスというようなことで、台湾、またタイ等に町長自ら出向いての

トップセールスの中で、地域ブランドの確保というようなことで取組をしたことが記憶として残っ

ています。 

 しかしながら、先ほど言われたとおり、この輸出というようなことの関係については、まず関税

問題もあります。関税の関係につきましては、商品のみならず、そこに流通経費も含めてその関税

がかかるというような仕組み。 

 また、害虫問題ですね。それで検疫業務というようなことでございます。これも非常に厳しいも

のでございました。特に、長野県の関係につきましては、名古屋管轄下というような形の中で、現

地に農産物を輸出する場合には、現地調査ということで査察員が長野県に入って、畑を確認して、

それからオーケーが出るかどうか。 

 また、農薬問題も、台湾で認められた農薬で栽培されているのかも確認しなければならない等々

の関係で、農産物輸出にはたくさんの障壁、問題があるということも、その事業の中で確認をさせ

ていただいたところでございます。 

 農協の関係につきましては、そうはいってもというようなことで、特にシャインマスカット等ぶ

どうの輸出を強力に行うことの関係につきましては、長期戦略というようなことで、冷蔵庫の導入

等によって、９月から２月まで輸出をしていくということで長期戦略にうたって、国の助成金等も

頂きながら体制整備をさせていただきました。特に、そういうようなことの関係の中で感じている

のは、簡単ではないけれども、やはり先ほどの村長のお話しのとおり、将来に向けた取組の中では

ぜひ必要だというようなふうに感じております。 

 また、高山村でもブランド化というような形の中では、観光事業の形の中で、台北の駅でのとこ

ろで高山村産ぶどうを供給、食べていただいたというような記憶もありますので、ぜひこの関係に

つきましては、いろんな方策があろうかと思いますけれども、今後とも強力に進めていただくよう

にお願いをしたいというふうに思っております。 

 続いて、２点目の関係の農業従事者の減少ということで、先ほどピーマンの振興等というような

形のお話がございました。今年の状況の中では、非常にピーマンが取れなくて、前年の大体３割程

度というようなお話も聞いております。これはなぜ、要因とすれば、高温干ばつ、それと水が足り

なくてかん水ができないというようなことが、非常に大きな問題であったというようなことでござ

います。 

 これは西山地区での生産振興、ピーマン、それからトウガラシの振興がありますけれども、高山

独自での、やはりそういうような適地適作、高山でしかできないもの、高山だからよくできるもの

等の検討も考えてはどうかというふうに思っておりますけれども、この点について何か今、これと

いうようなものが示すことができればお願いをしたいというふうに思っておりますけれども、いか

がでしょうか。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 すみません。今、一問一答だけれども、質問のものを言ってください。何を聞きたいのか。 

（「すみません。じゃ、２点目のほうのピーマン、シシトウのほうだけ」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村長（藤沢敏和） 

 高山独自で何か生産できないかということでございます。 

 先ほど私、ピーマンというお話をいたしましたけれども、何せ今、温暖化の影響等で、まさに今

年のように、今まで経験したことのないような厳しい暑さが続いております。そんな中で、従来は

できたけれども、これからできないというような、そういった作物も今後出てくる可能性も全くな

いわけではないわけでありまして、なかなかここですぐこういうものというものは、なかなかお示

しすることはできませんけれども、やはりそういった高齢化等も踏まえて、高齢者の皆さんが気軽

にといいますか、できるような農作物については、やはりもう少し研究していく必要があるかなと、

この温暖化等も含めた中でですね、やっていかなければ。 

 特に、先ほど言われましたように水不足という部分で、辛うじて今年、ちょっと心配な面もあっ

たんですけれども、その用水の関係についてはそれぞれ皆さん協力し合って、融通し合って水を確

保していただいたということで、何とか持ちこたえそうなんですけれども、やはりこれからどうい

う気候条件になっていくか心配もありますので、やはりその辺も含めた中で、今後検討していけれ

ばなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 それでは、４点目の質問でお願いしましたコンポストの供給量を増やしていただけないかという

ようなことでございますけれども、やはりどうしても高山村の農業にとって、地力増進施設でのコ

ンポストはとても有効であります。何がなんでも、やはり毎年200トンずつ供給していただけない

と、農地の保全といいますか、満足にいいものが取れなくなっていってしまうという危機感を非常

に持っております。 

 この点について、畜産農家が大幅に減少している段階の中では、やはりキノコ残渣もシメジ等の

廃培地も利用する中での供給量増ということが、やはり環境にやさしい農業の取組の一つではない

かというふうに強く望んでおりますけれども、この点については検討できないものでしょうか。お

尋ねしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 
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○村長（藤沢敏和） 

 フクイハラコンポの供給量ということでございます。 

 村では環境保全型農業、約50年近く進めてきておりまして、まさに私もこのフクイハラコンポの

肥料そのものというのは非常にいいものだと思っておりまして、何とかそれなりの量をやっぱり確

保したいなということで、今、事務レベルで近隣の自治体とも協議をしたり、あるいはＪＡさんと

も話をさせていただいております。 

 ただ、相手がある話でございまして、村内で確保できればよろしいわけですけれども、それが現

実的ではもうなくなってきているということでありますので、やはりある程度の、これからの農業

振興等を考えますと必要だなと、私も認識をしておりますので、何とか200トンでいいのか、さら

にもう少し上を目指したほうがいいのか、できる限り、以前のような数字に戻ればよろしいわけで

すけれども、それを目指してしっかり取り組んでいきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で滝沢 聖議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。 

 ただいまからおおむね15分間休憩します。 

 会議は午前11時15分に再開いたします。 

午前10時57分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時15分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 会議を再開します。 

─────11番 黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 通告に従い質問します。 

 私からは、大きく２つの質問をいたします。 

 １つ目は、奨学金返還支援制度についてお伺いいたします。 

 高山村では、能力があるにもかかわらず、経済的な理由で就学が困難な家庭に、無利子で貸付け

をする奨学金制度があります。貸付けは、大学、短大、高等学校、専門学校等の修学期間で、返還

は卒業後１年間据置きしてから、貸付けの３倍の期間になっています。そして、本年度から返還の

支援制度が始まりました。 

 人口減少が進む我が高山村でも、少子高齢化もありますけれども、よい支援だと思います。高山

村で育った子どもたちが村外に進学し、進学先や、また都会での就職を考えている若者が多いはず
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です。その中でも、就職してから結婚、出産などを機に、高山村に戻ってくるきっかけになるよい

支援だと思います。 

 そこで、質問いたします。 

 １つ目、この奨学金制度を利用している人はどのぐらいいらっしゃいますか。 

 ２つ目、この返還支援制度を受けられる人数、また、今年度受けた人数などは何人でしょうか。 

 ３つ目、この返還支援制度の対象、該当の中に、修学を卒業し、村内に居住し、正規雇用で勤務

している、または起業している者となっていますが、非正規雇用等でも対象にはならないのか、そ

の辺の検討をすべきと考えますが、いかがでしょうか。この３点をお聞きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 奨学金返還支援制度についてお答えいたします。 

 村では、本年度から奨学金の返還額のうち、年間で最大20万円を上限とする奨学金返還支援制度

を創設し、事業がスタートいたしました。 

 このため、本村と同様に、奨学金の返還に対する支援制度を導入している自治体のみならず、民

間でも、従業員に対して奨学金の返還支援制度を実施しているところもあり、その目的や内容は

様々であります。 

 そこで、まず初めに、奨学金制度を利用している人数についての御質問でありますが、令和６年

度は新規に貸与した方が４名で、既に貸与継続中の方は13名おられる一方で、返還されている方は

40名でございます。また、令和７年度は新たに大学進学に当たり、11名の方へ貸与を開始し、貸与

継続中の17名と合わせますと、28名の方に貸与しております。 

 なお、返還されている方のうち、前年度は２名の方が完済されたことから、現在、返還されてい

る方は38名でございます。 

 これにより、令和６年度と７年度を比較しますと、新規貸与者は３倍近い伸びとなっており、近

年の物価高騰や村の奨学金返還支援の効果などから、今後も貸与者が増えていくものと思われます。 

 次に、返還支援制度を受けられる人数と、受け付けた人数についてでありますが、村の奨学金の

貸与を受けている方で、本年度の返還支援の対象となる方は12名でございます。 

 一方、村以外の奨学金を借りて返還している方につきましては、教育委員会として把握すること

が困難なことから、本人からの申出となります。このため、本年８月19日時点の受付数につきまし

ては、村の奨学金の貸与を受けている方が４名で、村以外の奨学金を受けている方は７名の、合わ

せて11名の方から申請がありました。 

 なお、奨学金返還支援制度の申請期間は７月１日から８月末までとなっておりますので、申請者

の増加が見込まれるものと思っております。 
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 次に、非正規雇用者も制度の対象者にすべきとの御提言でありますが、本年度から開始した村の

奨学金返還支援制度は、他の自治体の制度を参考に制度設計しております。このため、議員御指摘

の非正規雇用者を対象にするか否かにつきましては、他の自治体の制度においても、対象としてい

るところとそうでないところがありますので、本村におきましては、様々な業種で人手不足感のあ

る状況を踏まえ、正規雇用者であることがより定住促進につながるものと考え、非正規雇用者につ

いては対象外としたところでございます。 

 しかしながら、教育委員会といたしましては、１人でも多くの方が村に戻ってきていただくこと

が本制度の基本的な理念でありますことから、次年度に向けて正規雇用要件の見直しに併せて、近

年の物価高騰に対応すべく、貸与金額等の見直しも検討してまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再質問いたします。 

 １つ目の奨学金制度を利用している数ですが、これは数字細かいわけではないんですが、どんど

ん物価高騰の関係で増えてきていると思いますが、この辺に関して基金等の問題もあると思います

が、これから増えても問題なく貸付けができるのかどうか、その辺を質問します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 再質問にお答えをさせていただきます。 

 資金が十分にあるかどうかというお尋ねだったかと思います。今、手元に資料がなくて正確なこ

とを申し上げられないんですが、基金総額約１億円ございまして、この後、議員さんに決算に関す

る資料をまた御覧いただくと分かるかと思うんですけれども、お貸しするお金については、まだ十

分あるというふうに認識をしております。今後、利用者が大勢見込まれた場合につきましては、基

金の増額等も検討していかなければいけないかなというふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 多分、私も決算書見て、余裕あるのかなとは思いながらも、今質問させていただきました。 

 ２つ目の質問ですが、これも返還支援制度という形で予算を組んでいたと思うんですが、このあ
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たりこれからどんどん増えてくる、今年度だけじゃなく、来年、再来年度も、やはり村に戻ってき

てほしいという気持ちがどんどん伝わっていくと、この返還制度を利用するという形を取る方が増

えると思いますが、その辺、予算的な問題では大丈夫なのでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 再質問にお答えをさせていただきます。 

 今回の７年度の補正におきまして、不足額につきましても増額を予定させていただいております。

また、その中で詳しい人数とかもお話をさせていただきたいというふうに考えております。 

 それで、今後の関係でございますけれども、先ほども答弁もありましたけれども、村の対象者と

いうのは、村でお貸しをさせていただいているので対象者は分かるんですけれども、それ以外の方

をどのぐらい見込むかというところなんですけれども、当初予算段階では、前年の数値を参考にし

ながらやっていきながら、次年度についても検討していく必要があるんじゃないかなというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再質問で、今度、３番目のほうで質問いたします。 

 これ検討という形で流れていますが、非常に各市町村、規模にもよりますよね。大きな市になる

と雇用というか就職も、この市町村なら市の中でということがあったり、どこどこ地区、南信でい

けば、何とか地区の中から移動しただけでも返還の制度の対象にするとか、そういうのもあります。

そういうこともあったり、金額も20万というのもあれば10万とあったり、期限も５年間とか10年間

という期限もあったりとかします。 

 そういうことも今後検討していくと思われますが、この非正規雇用とか正規雇用というのは、い

ろいろあります。ただ、大きな市、町であればあまり意識はしないと思いますが、逆にこういう少

子高齢化になって、消滅危機自治体と言われているところであれば、特に帰ってきて移住してほし

いと思いますし、また、非正規といっても、これも先ほども申しましたけれども、結婚をして、ま

た子どもを身籠って戻ってくるというときには、正規雇用も非正規雇用も、子育てでできないとい

う面も非常にあると思います。でも、それで家族共々高山に移り住んで、戻ってきてくれるとなれ

ば非常にありがたいことだと。今後の高山村を考えたら、ありがたいことだと思うんですが、その

辺を考慮して、検討していただくことはできますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 返還支援の条件の見直しについての御質問だったかと思います。 

 先ほども答弁のほうさせていただきましたけれども、やっぱりこの制度の目的、基本理念としま

すと、やっぱり村に１人でも多くの方に戻ってきていただく、住んでいただくということでござい

ますので、それにつながるような条件の整備を今後、検討していかなきゃいけないかなというふう

に思っております。そういったことも含めて、先ほどの答弁で次年度の中で対応していきたいと、

見直しをしていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 正直、非常に奨学金に関しては、以前からも議員のほうから質問あったと思いますけれども、奨

学金の貸付けも、また返還も両方検討していただくと思います。今回は返還のことをお聞きしてい

るので、奨学金の貸付けについても専門学校とか、また物価高騰の関係では金額とか、そういうこ

とも含めてトータル的に検討していただければありがたいなということで、１つ目の質問を終わり

たいと思います。 

 それでは、２つ目の質問に移らせていただきます。 

 ２つ目は、農作物の猛暑による水不足対策についてお伺いします。 

 近年は、温暖化による猛暑や水不足のニュースがよくテレビで流れております。これからの時代、

気温が35度、40度というのが普通になってくる、そんな気配も感じるわけです。そんな中で、ゲリ

ラ豪雨の地域もあれば雨不足の地域もあり、農作物の栽培が難しくなっている現状を感じます。先

ほどの滝澤議員のお話でもありましたとおり、本当に高山でできるもの、できないものというもの

がこれからまた増えてくるのかもしれません。 

 そんな中で、昨年から米不足や価格高騰と言われている中で、全国各地で猛暑による水不足によ

る水田がひび割れを起こしているというニュースが流れております。上越、また魚沼、いろいろな

ところでありますけれども、これは高山の中でも同じことでございまして、本村でも雨不足の関係

で、水が非常に不足している地域が多くなっております。 

 稲が一番水が欲しい、穂ができるときの７月後半から８月の初めに水路に水がないという現状、

また、ひび割れ土を起こしている水田が増えている現状が高山でも起きております。 

 そこで、質問をいたします。 

 １つ目は、高山村の水不足の現状と現在の対策はどのようになっているのか。 

 ２つ目は、空き地など耕作放棄地などを活用して、貯水池や貯水槽などを埋め込むような検討を
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すべきではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 農作物の猛暑による水不足対策についてお答えいたします。 

 今年の日本列島は、記録的な猛暑と少雨に見舞われ、ダムの貯水率が著しく低下し、深刻な渇水

となる地域が出ており、一部の地域では、農作物の生育不良や品質低下などの被害が発生しており

ます。 

 そのような中で、気象庁によりますと、太平洋高気圧の張り出しが強く、晴天が続いたことによ

り、７月の全国の平均気温は基準値からの偏差がプラス2.89度となり、統計を開始した1898年以降

で最も高い記録を更新したとしております。 

 こうした状況下において、農林水産省では、渇水対策のためのポンプ調達などに係る費用の補助

を盛り込んだ支援策のほか、県内でも河川の水位低下により、取水が困難な場所においては応急ポ

ンプで対応するなど、用水確保対策が講じられております。 

 そこで、まず初めに、本村の水不足の現状とその対策についてのお尋ねでございますが、村が荒

井原地区に設置した雨量計によりますと、本年７月の降雨量は18ミリで、全年同月は192ミリであ

りましたことから、本年は前年の10分の１程度の降雨量であります。 

 このような中で、村内の広範囲にわたり河川の水量が少ないため、用水もかなり減少しているこ

とを確認しておりますが、現時点では耕作組合や水利組合を中心に、地域内において時間や区域を

定めるなどして、用水を融通し合うことで対策を講じていただいているところであります。 

 なお、気象庁によりますと、９月以降も猛暑が続く予想が出されておりますので、国や県などか

ら提供される最新の情報を注視するとともに、河川や水路の点検を行うなど、用水の確保に万全を

期してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、空き地や耕作放棄地などを活用して、貯水池や貯水槽などを検討すべきとのことでござい

ますが、近年、ため池は農業用水をためるという本来の機能のほかに、空き容量に降雨時の流入水

を一時的に貯留し、下流域の住宅や農地などへの被害を軽減する洪水調節機能も期待されておりま

す。このため、地球温暖化の影響等による気候変動が今後も続くことが予想される中で、議員御提

言の貯水池などの必要性はますます高まってくるものと思われます。 

 しかしながら、貯水池などを新設する場合、水源との位置関係や設置場所、豪雨に対する安全対

策や財源の確保など様々な課題がありますので、国、県の方針や水利組合など、関係団体の皆様の

御意見をお聞きする中で、慎重に検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 １つ目の再質問ですが、非常に水不足、これは今年だけじゃないかもしれませんし、昨年でも非

常に水不足に近かったものがあります。このことから、今年は特にひどかったと思いますが、正直、

ポンプとかそういうものが補助で出せるよというものはありました。でも、河川によると、ポンプ

自体を使う水がないと。川に水がないと。どこから持ってくるんだと。ほかの水田とか地域で、ニ

ュースで見ると、上越とかいろんなところで、ダムから持ってくるとかそういうものがあればいい

んですが、高山の場合は何もありません。 

 そうなると、よく糸魚川の大火災のときもそうですが、水不足のときには生コン車を何十台も出

したという経験から、そういうことも検討されているところあるんですが、高山の場合はどうして

も水というと千曲川とか、逆に言うと松川とか樋沢川から持ってくる、どっから持ってくる、その

くみ上げるところがあるのかないのかというところもありますので、そういうところの検討と、ま

た、各地区でのいろんなやりくりをしているところは、再質問の中で宮関とか三郷とか牧とか、い

ろいろなところで対策をしていると思いますが、その辺は把握はしているのでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 お答えをいたします。 

 水不足への対応でありますけれども、議員さんおっしゃられたとおり、川に水がないという状況

ではどのようにすればいいかというのは、大変難しい問題かなと思っております。 

 先ほど、御質問にもありました稲の出穂期に当たります８月上旬に、私も村内の水路を、大きな

ところですけれども、見て回りましたが、比較的樋沢水系、松川水系はほかの水系と比べると、量

は少ないわけですけれども、流量、ある程度見込まれたという、現地は確認をしております。 

 しかしながら、酸性水というところもありますが、そういったものも活用を考える。ただ、松川

については下流域でも飲料水等で使っていらっしゃる自治体もありますので、高山だけで全てを取

ってしまうというものもどうかなというところもあります。その辺は近隣の自治体とも、しっかり

と考えていかなければいけないのかなというふうに認識をしております。 

 また、各地区での対策の関係でありますけれども、全てを把握はし切れてはおりませんが、水利

組合から御相談があった際には、頭首工、水の取入口を確認をしたり、現状確認する中でいろいろ

御相談をさせていただいているというところでありますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 
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 ２つ目の質問での再質問ですが、耕作放棄地は非常に、下のほうであっても、水ためても上の畑、

水田には何の利用もできないというところもありますので、上のほうだと思いますが、例を言いま

すと、牧のところの柞沢川というのは非常に魚がすむよい水なんですが、春先は非常に多いんです。

そのことが今度は、ちょっと雨不足になるとどうしても、雪不足のときもそうですが落ちてくる。

それにダムを造れというわけにはいかないとは思いますが、逆にため池などを上流に造るとか。 

 また、防火用の貯水槽でもいいですけれども、近年温暖化で山火事になると、水が不足して持っ

ていけないというところも考えたりすると、やはりそういうのも地上につけるのと地中につける、

いろんな形があるとは思いますが、そういうことも含めながら今後検討していかないと、春先の水

を何とか８月上旬まである程度もたせる、なかなかそれなりの水量はないと思いますが、そういう

のも少しずつやっていくということが今後大切になってくるんじゃないかと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 貯水池、水をためておく場所につきましては、先ほど御答弁申し上げましたとおり、必要性は高

まってくるというふうにこちらでも認識はしております。しかしながら、場所の関係ですとか、国、

県の方針等もあるという話をさせていただきました。国、県に確認をすると、現状、あまり農業用

の新規のため池の設置は推進をしていないという方針も確認をしております。それはやはり、安全

性が一番課題になっているというところであります。 

 新たに設置するということになると、どうしても上流域に造るという形になろうかと思いますの

で、そのあたりしっかりと村の状況ですとか、地形等を考慮しながら検討していければと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 正直、水不足というのはいろんな問題があって、今年、カメムシ対策のほうで役場の産業振興課

からも出ました、農協からも出ました。あれは、浅い水では使えないんですよ。ある程度、５セン

チぐらいの水がなければカメムシ対策はならないと。 

 春先から、今年はカメムシ多いぞと言われていて、対策をしようと思って買ってもまけないとい

うのが、そういう家庭もありました。私も正直なところ、本当に上水だけのところでやりましたら、

白くこうなっているだけで、広がっていません。これで米が取れるときにどういう結果になるのか、

そういうのも非常に今後、心配になるところでありますが、そういうことも含めて、少しずつ何か

をやっていかなきゃいけない。 
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 また、農業用水を枠を造るだけで段差を造るとか、それだけでも水の行き来は大分、少しずつ変

わってくるのかもしれませんが、そういうのもこれからやっていかないと、もう７月に入ったら水

が全然ないよという可能性があるので、その辺は村としても、いろいろ耕作組合と協力しながら、

意見を聞きながら検討していただきたいということを願って、私からの質問を終わりとします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で黒岩清道議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

 時間はちょっと早いかもしれませんけれども、これより本休憩といたします。 

 会議は午後１時から再開をいたします。 

午前11時43分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 会議を再開します。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、通告に従いまして質問いたします。 

 初めに、村公共交通計画について質問します。 

 10月から村公共交通網が改変されます。従来の路線バスやふれあいバスを利用されていた方々は、

改めて交通機関の利用方法を検討しなければならなくなります。 

 ある二ツ石の住民の方です。「長電バスがあって、須坂まで楽に行けるからここに住むことにし

たんです。バスが通らなくなったら、本当に困ってしまう」と心配されております。今はその方は

病気になってしまって、免許返納まではまだしておりませんが、運転しないことにしたと。「今後

はふれあい号に慣れるしかないね」とおっしゃっております。二ツ石地域では、長電バスの運行方

法が変わりますので、利用者は心配されています。今後はしっかり周知されるよう、改めて求めた

いと思います。 

 さて、ふれあい号の予約は１時間以上前ということですけれども、病院などからの帰り時間はな

かなか難しいところがあります。今後、できるだけ予約時間の短縮も図っていただきたいというふ

うに思います。 

 そこで質問いたします。 

 10月以降、フルデマンドふれあい号を利用する予定の方々に、３回程度の割引料金で利用できる

お試し利用券というものを発行して、利用の促進を図っていただきたいと思いますが、どうでしょ

うか。 
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 ２番目、休日や雨天の利用者のため、役場が今度は長電バスの発着点ということになりますので、

役場庁舎の中はそれなりということになりますが、外に周囲が囲まれているような形の待合室の設

置を求めます。 

 ３番目、戦前からの運輸規定、鉄道運輸規定というのがあるんです。これは、それこそ100年近

く前に決められたということになるわけですが、国の規制もありますけれども、本村の12歳から18

歳までのバス利用者、これは大人料金ということになるわけですが、ぜひこれは子ども料金という

ような扱いに、村として助成事業というようなことも創設していただきながら、18歳までは少し割

引というようなこともある子ども料金の設定となるような制度をぜひつくっていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

 以上、答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 村の公共交通についてお答えいたします。 

 現在、村では第２期高山村地域公共交通計画に基づき、本年10月から、新たな公共交通サービス

の運行に向けて準備を進めております。公共交通の重要性は、高齢者、子ども、障がい者などが通

勤や通学、買物などに安心して出かける仕組みが村内での生活を支えるとともに、住民の社会参加

や地域の持続性を維持することにもつながるものと考えております。 

 特に、高齢化や人口減少の進む昨今、本年10月から始まる新たな公共交通サービスにより、生活

の利便性を向上させるとともに、さらなる地域内の交流や経済の循環につなげてまいりたいと考え

ております。 

 そこで、まず初めに、ふれあい号の利用者にお試し利用券を発行することについてのお尋ねであ

りますが、現在、村内で運行している高井、中山地区の交通空白地帯における高井・中山乗合タク

シー及び奥山田、牧地区を運行しているふれあい号奥山田牧線を９月末日で廃止をするとともに、

10月からはフルデマンド型のふれあい号の運行に移行いたします。これは、これまでの定時定路線

とは異なり、予約により御自宅と村内に設けた停留所との間を送迎するものでございます。 

 この新しい運行形態は、山田温泉までを運行範囲としており、村内全域を移動できるフルデマン

ド方式になりますので、例えば、御自宅から村内診療所等への通院や商店でのちょっとしたお買物

など、日常生活での移動がより便利になるものと考えております。 

 これにより運賃は、小学生以下が100円で、中学生以上は200円といたしました。なお、付き添い

１名につき幼児１名が無料となり、この料金は他の自治体とは運行形態が異なるため、比較するこ

とは困難ですが、低廉な料金設定ではないかと考えております。 

 このため、議員御提言の利用券の発行につきましては、利用促進につながるかもしれませんが、
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現時点において村としては、まず分かりやすい公共交通ガイドの作成や、村のあらゆる広報ツール

を使い、利用促進を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、役場庁舎外への待合室の設置についてでありますが、バスの待合場所につきましては、平

日の役場開庁日は庁舎内にある村民ホールを、また閉庁日につきましては、現在改築中の公民館の

図書室や既存の役場バス停を御利用いただきたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 次に、本村の12歳から18歳までのバス利用者に、子ども料金となるような助成事業の創設につい

てでありますが、村では公共交通の利用促進と経費の負担軽減を図るため、小中学生は通学に係る

バス料金の全額を公費負担していることに加え、高校生は通学に係る定期券購入費用の７割を助成

し、さらに本年４月からは、ＩＣカードＫＵＲＵＲＵを利用する高校生相当には、１万円分のポイ

ントを付与して支援を行っております。 

 これらの制度により、既にある程度の負担は軽減されているものと認識しておりますので、さら

なる助成につきましては現時点において考えておりませんので、御理解賜りますようお願い申し上

げます。 

 また、議員御提言の国への鉄道運輸規定の見直しを求めることにつきましては、同規程が全国的

な公平性や統一性を保つために設けられていることに鑑み、現行制度にも一定の合理性があるもの

と考えております。したがいまして、村といたしましては既存制度の中で負担軽減を図り、今後も

公共交通の利用状況や村民の皆様の声に耳に傾け、さらなる公共交通サービスの充実に努めてまい

りたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは再質問いたします。 

 ふれあい号の予約時間というのは、１時間以上前ということになっております。できるだけ短い

ほうがというふうに思うんですが、ある意味では、どこかの時点では見直しするというような計画

というのは、今の段階でありますでしょうか。できるだけ短くなるようなということでお願いした

いと思うんですが、どんなことを今、こういう見直しをするとすれば、いつ頃までというような計

画はあるでしょうか。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 再質問にお答えいたします。 

 質問につきましては、ふれあい号の予約時間の短縮についてということでございますが、現在の
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ところは運行時間の１時間前までにというようなことで予約をお願いしたいと考えております。 

 ふれあい号につきましては、30分間隔での予約枠の運行という形になっておりますので、利用が

混み合う時間帯、そういったようなことも予想されますことから、現時点では利用したい時間の１

時間前までということで、徹底をさせていただきたいと考えております。新しい公共交通が運用さ

れた後、その時間が短縮できるかどうかというところにつきましては、運行の状況を見ながら、ま

た検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 できるだけ早くといいますか、できるだけ短縮できるような形で、御検討いただければというふ

うに思います。 

 次に、再質問いたしますけれども、村長にちょっとお聞きしたいんですが、先ほどの子どもの運

賃ということについてお聞きしたいんです。 

 子ども運賃というのは、今、先ほどの答弁でもありましたが、これ全国共通というようなことに

現在なっております。ただ、この考え方といいますか、ことは、明治５年の鉄道規則から始まって

いるわけです。ということは、もう百何年前に、鉄道がそれこそ敷かれた頃に決めたというものが

いまだになっているということです。昭和12年に段階を経て、この官報ではもうそれこそ国に、そ

の書類上で５歳児までは無料で、６歳から11歳は半額、12歳以上は大人料金というふうになってお

り、これが昭和12年の段階の書類です。そうすると、80年近くはそのままということに今なってい

るわけですね。 

 現在では、いろんな子どもということになると、村内でもそうなんですが、子ども医療費の村負

担といいますか、これは18歳までということになっていたり、児童手当、これは国の段階ですが高

校生までにしているというようなことで、だんだん子どもという範囲が以前に比べて広くなってい

るんじゃないかというふうに思うんです。 

 先ほどの答弁でも、高校生まではいろんな、現在、割引制度もあるからということで、本村とし

てはいろいろ助成しているという話もあるわけですが、この100年前の考え方がいまだに続いてい

るということ自身は、どのように村長お考えになるかということをお聞きしたいと思います。もし、

疑問があるというようなことになれば、当然、国に見直しをするということになるんだと思うんで

すが、そのあたりぜひ答弁いただきたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村長（藤沢敏和） 

 この鉄道運輸規定の見直しというようなお話でございます。 
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 先ほど、これについては課長が答弁申し上げたとおりかと思っております。そんな中で、やはり

先ほど議員は医療費だとか、子どもの定義について医療費だとかというお話もございましたけれど

も、やはりこの乗り物に関して言うならば、やはり当然、小学生と高校生の体というのは変わって

きているわけです。そういうことを考えますと、時代はもう100年というようなことのようでござ

いますけれども、一定のやはり合理性があるのではないかなと私も考えております。 

 したがって、この子どもの料金、あるいは大人の料金、そういうものについて、いわゆる高校生

相当になってくると、やっぱりそれは大人料金でいいのではないかと、そんなふうに私は思ってお

ります。 

 また、子どもの先ほどの助成の問題ですけれども、やはり村では既に利用促進を図るために、相

応の助成をしてきているわけでありますので、当面は今の状況を見ながら、また必要に応じて見直

しを図るなどして、その時々の状況に対応していければいいのかなと、そんなふうに思っています

ので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 これからは村長でも課長でも結構なんですが、今年の春、お買物バスの試運転といいますか、運

行されましたが、こちらのほうの今後の定期化についての計画というのはいかがなんでしょうか。

お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩健康福祉課長。 

○健康福祉課長（黒岩 慎） 

 湯本議員の再質問にお答えいたします。 

 買物支援バスについての定期化ということでございますが、買物支援バスにつきましては、本年

３月から５月まで試験運行をさせていただきました。その結果を見まして、一定の運行をしなけれ

ばいけないということを判断させていただきまして、運輸支局の許可が下り次第、また運転手の確

保ができたところで、本年10月以降に運行をしていきたいということで考えております。 

 今現在のところは、週１回の運行ということで考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 もう一つお願いします。 

 秋には、この10月にはイオンモールが開業します。須坂ですが。当然、自家用車のない方々につ
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いても、たまには大型店で買物という希望があると思います。 

 そういうことで、今の週一遍のお買物バスはそれということで、それと併せて月一遍、イオンモ

ールへお買物というか、運行というようなこともあるかというふうに思うんですが、こちらのほう

の検討はあるでしょうか。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 通告から外れているというふうに思いますけれども、イオンモールは。 

（「お買物バスは駄目」「ちょっと休憩しましょう」の声あり） 

 じゃ、しばらく休憩します。 

午後１時18分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前１時19分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 先ほどは失礼しました。 

 それでは、次の質問に移らせていただきます。 

 保育園の昼食について質問いたします。 

 本来、保育園の役割は幼稚園と違い、幼児教育よりも父母の労働を助けるためのものと私は考え

ております。政府の国際調査で、日本は国民の過半数が、自分の国は子どもを産み、育てやすい国

だと思わないと答えております。理由は、教育費が高すぎること、雇用が不安定なこと、子どもを

産み育てることに対する社会の理解がないことなどです。 

 教育費が完全無償で、親の働き方が安定しているスウェーデンでは、97パーセントが自分の国は

子どもを産み育てやすい国だと思うと回答しているのと対照的であります。日本が子育て、子ども

に冷たい国になっている最大の責任は、子ども子育ての予算を低水準のまま放置してきた政治にあ

ります。 

 このように、国では子育て政策がおざなりにされている下で、たかやま保育園では職員の皆さん

の努力もあり、密度の濃い子育て政策を行われていると考えております。しかし、現在、たかやま

保育園で行われているその中で、主食を持参ということについて、これは働く父母の負担軽減にな

っているのでしょうか。 

 たかやま保育園では、３歳以上児の昼食の主食は毎日園児が持参し、副食は園内で調理したもの

を提供しています。私は以前から、主食も提供できるようにならないかとお聞きしましたが、炊飯

の場所がない、人手がない、子どもがそれぞれ食べる量が異なっていますので、家庭で調節してい
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るので食べ残しがないなどの答弁がありました。 

 たかやま保育園では毎日、３歳以上児92人分と、職員29人分の副食を、さらに30人ほどの未満児

分の給食を５人の調理師さんが園児の発達を考慮しつつ、時には季節の物を調理していただいてお

ります。 

 私は先日、ある保育園を視察させていただきました。どの子も食べる量も違い、アレルギーの有

無、種類の違いなど、園児それぞれの違いに職員の皆さんは苦労されているということをお聞きし

ました。このことについては、現在、たかやま保育園でも行っていただいているものと考えており

ます。 

 先日、たかやま保育園も見させていただきました。現在の調理室で主食の準備を行うことは、大

変かと思いました。倉庫は足りませんし、当然、調理師さんや調理器具の配置も変わらざるを得な

くなります。当たり前ですが、開園当初からの主食の提供を行うのであれば、調理室そのものもそ

れ用に造っているということになります。 

 そこで質問いたします。 

 主食も提供する完全給食にするには、改修の工事は必要と思いますけれども、今後の園児の数を

考えたなら、調理室にある場所を改修するということも可能ではないかと思います。炊飯用の場所

の確保は必須ですし、米などの食材の倉庫も必要になります。現在、飯山市などでも取り組まれ始

めていますので、私は早期に、たかやま保育園でも３歳以上児への完全給食化を求めたいと思いま

す。答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 たかやま保育園の３歳以上児の主食についてお答えいたします。 

 まず初めに、本年３月議会において、湯本議員から同様の御質問をいただいておりますので、答

弁内容が重複するかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 本年８月１日時点で、たかやま保育園には３歳未満児が26名、３歳以上児は92名の合わせて118

名が在籍しております。 

 そこで、給食につきましては、３歳未満児は御飯などの主食とおかずとなる副食を保育園で調理

し、提供しております。一方、３歳以上児の副食は保育園で調理したものを提供しておりますが、

主食は各家庭から持参していただいております。 

 この対応につきましては、近隣の長野市や須坂市、小布施町などの保育園でも同様の取扱いとし

ておりますが、本村のように子育て世帯の経済的負担軽減を図るために、副食費を全額公費負担し

ている自治体は、近隣市町村の中では本村だけではないかと思っております。 

 そこで、保護者の負担軽減を図るために、３歳以上児の主食持参を中止することについてであり
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ますが、教育委員会ではこれまで他の自治体での取組状況等の調査を行ってまいりましたが、2024

年３月に公表された民間企業による調査結果を見ますと、県内の公立保育園の70.7パーセントが本

村と同様に、主食を家庭から持参しております。 

 また、現在の保育園は、建設当初から自炊による主食の提供を想定していなかったことから、必

要な施設や設備が整っていない状況であります。加えて、３歳以上児の食事は一人ひとりの食べる

量が異なり、盛りつけなどに時間がかかることから、そのための人手が必要となってまいります。 

 このような状況を踏まえますと、主食を持参することは食欲の状態の把握につながることや、保

護者が子どもの食事に関わる機会が増えること、さらには自分で持参した御飯を食べることは、食

育や自身の食欲増進につながることも期待できますことから、主食についてはこれまでどおり、持

参していただくことが大切であると考えております。 

 このため、今年の秋以降は、お子さんに温かい御飯を食べていただけけるよう保温庫４台を導入

いたしますので、これによって引き続き、安全でおいしい給食の提供ができるものと思っておりま

すので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 今、答弁にもありましたけれども、今年から保温庫の準備をされるということですが、まずこの

保温庫はもう今、購入されているんでしょうか。それをお聞きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 再質問にお答えをさせていただきます。 

 保温庫の今の状態でございますが、既に購入の手配はしておりまして、９月中には納品になる予

定でございます。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、今の保温庫の話ですが、保温した御飯といいますか、食物、この味はやはりおいしく

といいますか、冷えていないということですのでおいしくなりますか。そこをお聞きします。お試

しされたんでしょうか。そこをお聞きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 ９月に保温庫が納品になります。納品次第、職員間で事前に提供に備えて準備をしていきたいと

いうふうに考えております。 

 近隣市町村の中で、もう既に保温庫を導入してお子さんに提供しているところの視察もさせてい

ただきましたけれども、問題なくいただけるというお話も聞いた上での保温庫購入に至ったという

ことでお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、村長にまたお伺いしたいと思います。 

 私の親の話で恐縮ですが、昔は小学校、中学でも弁当をうちから持って行ったんですね。それで

冬のある日、ある子は弁当を開いていると。ある子はお餅を持って行って、ストーブで焼いて食べ

ていると。ある子は弁当がなくて、外へ行ってしまったというようなことも高山であったようなん

です。 

 そこで、現代の保育園ではそういうことはないわけですが、ただ、御飯の、例えばいろいろ手が

かかっているものを持っていくという子もいるでしょうし、普通に白い御飯でという子もいると思

うんです。ですから、保護者の家の状況、いろいろだろうというふうに思います。 

 それで、先日、ある保育園の方もおっしゃってはいたんですが、やっぱり保育園なりその年代の

子どもたちが、やっぱりせめて保育園の時代ぐらいはみんな同じく、そして食べたり遊んだりする

ということが、人間一生の中で大変大事ではないかというようなことをおっしゃっておりました。

私自身もいろいろ考えると、それこそいろんな違い、それぞれの家庭の違い、例えば遊びに行った

ら、このお宅は何かあったなみたいなことも、子どもの頃経験するわけですが、こういう本当にほ

とんどいろんな場面で違いが出てくるような生活をする中で、やっぱりいつも同じということも、

一定の生活の中では大事ではないかというふうに思います。 

 そういうことで、このように一定の時間に、弁当だけの話ではありませんが、せめてお弁当ぐら

いはみんなで一緒に食べて、一緒に味わうということも大変大事ではないかというふうに思うんで

すが、村長、どう思われますでしょうか。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村長（藤沢敏和） 

 主食のことについてでございますけれども、やはり今の、先ほど次長が答弁申し上げましたよう
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に、一つはやはり自炊、今まで給食センターでそういった施設が整っていないということもありま

すし、やはり量的な問題ですね。お子さんによってそれぞれ量が異なるというようなことで、どう

しても時間がかかってしまうと。盛りつけに時間がかかってしまうというようなこともございます。 

 また、やはり保護者が子どもの食事に関して、そういった朝、御飯を炊くということは、非常に

私は大事なことじゃないかなと思っているんですね。そんなこと、また、やはり子どもの食事に関

する機会が増えるということも、やっぱり大事なことだなというふうに思っておりまして、議員の

そのみんなで同じ物を食べるということも、それは全く否定するわけではございませんけれども、

まずは今のこの状況を見る中では、やはり３歳以上については、主食をうちから持ってきていただ

くと。未満児については、今、保育料というのを頂いていますので、いわゆる保育料の中にみんな

入っているわけですね。そんな関係もあったりして、今こういう状況になっております。 

 また、先ほど県内の状況等も申し上げましたが、確かに３割の公立は、そういった持参をされて

いないような調査結果もあるようですけれども、ただ近隣状況を見ますと、まだまだ皆さん、家庭

から持ってきているということでございます。 

 これから先、どうなるか分かりませんけれども、現時点では私も、今の主食の持参というのは引

き続きお願いをしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 私、この間、何人かのお母さんにも会いました。当然、皆さんおっしゃるのは、忙しい朝、毎日

御飯を持参させるのは大変だということを言われております。そういう方向で聞いているという面

もなきにしもあらずなんですが、でも、やはりそういう、ある須坂といいますか、ある保育園の方

も、朝御飯を食べてこない子もいるということで、そういう場合は、その子には少しお昼御飯を余

計に盛ってあげたりというようなこともしているというようなことも言われております。 

 いろいろこれからどのような経済状況が出てくるかちょっと分かりませんけれども、やはり高山

村としましても、ある一生涯の一定の時間、みんなが同じというようなことを体験するということ

が、そういう中での一つとして、ぜひ私としては、引き続き保育園の皆さんでの完全な給食、３歳

以上児も含めた給食化をぜひ進めていただければというふうに思います。 

 以上で私の質問を終わりにします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で湯本辰雄議員の質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 明日は午前10時から会議を開きますので、定刻に御参集ください。 

 本日はこれで散会します。 
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 お疲れさまでした。 

午後１時35分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年８月28日 
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                 署 名 議 員  柴 田 弘 男 

 

                 署 名 議 員  湯 本 辰 雄 
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午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 テレビ中継のほかに質問者のカメラ撮影を許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 おはようございます。４項目質問します。 

 初めに、訪問介護事業所の再開について質問します。 

 高齢者の在宅介護を支える訪問介護所ゼロの自治体は、昨年末時点の107町村から半年間で８町

村増加し、115町村となっています。空白に歯止めがかかっていません。政府が進めた訪問介護基

本報酬の引下げが影響していることは明らかです。事業所ゼロの自治体数では北海道が15、長野県

11、沖縄県10、高知県９などとなっています。 

 北海道、長野県は全体の町村数が多いことからこうした数字になっていると思われますが、いず

れにしても中山間地、農村地域、島嶼地域などから事業所が消え、自宅でサービスを受けられず、

転居する事態まで起きていると言います。 

 事業所が残り１の自治体数は269、事業所ゼロと残り１を合わせると384に上り、全1,741市区町
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村の５分の１を超えるものです。 

 ３月議会でも述べましたが、もともと介護保険制度には導入前から、このままでは制度あって介

護なしとの懸念が出されていました。40歳以上の人から保険料を集め、65歳以上の高齢者からは原

則年金天引きで保険料を徴収する。この制度の下で高齢者が介護サービスを受けるには、様々な壁

が指摘されていました。第１が要介護認定の壁、第２が基盤不足の壁、第３が利用料負担の壁、第

４に保険料負担の壁です。 

 介護保険の20年余りは、自公政権による社会保障削減路線と重なり、制度改悪と予算削減の標的

となり、この４つの壁はますます高くなったと言えます。繰り返されるサービスの取上げ、理念の

変質、利用料負担の連続引上げ、介護報酬の削減、上がり続ける介護保険料などなど。 

 さて、残り１つの自治体のうち、どこがこの事業を担っているのか。それは、社協が多くを担っ

ていて、６割を超える自治体は社協、社会福祉協議会が最後のとりでとして奮闘しているのです。

訪問介護事業所がゼロとなっていることについて、村内の方からは、これからまだ高齢者が増え、

ヘルパー派遣を希望する人も増える可能性がある。自分も高齢者の一員なので村内にそうした事業

所がないということに不安を感じる。こういう声があり、村民の方の中で少なくない方々が不安を

感じていると思います。 

 そこで、質問をします。 

 ①村内から事業所がなくなって以降、新たに訪問介護を希望した方が少なからずおられると思い

ます。新たに訪問介護サービスを希望された介護保険利用者は何人でしたか。そして、それらの利

用を希望された方々のサービス提供事業者は、ケアマネジャーの努力によるものと思いますが、ス

ムーズに決まりましたか。また、村外の事業所にサービスを依頼しているわけですが、サービス提

供事業者あるいは受入れ自治体からはどんな意見が寄せられていますか。 

 ３月議会のときには、一事業者の声として、高山村の利用者を受け入れたことで、自分の地域の

新規の訪問介護の受入れをすることが困難になったとの報告がありましたが、そのほかに寄せられ

ている声はありますか。率直な声を御紹介ください。 

 ②社協での事業再開に向けて、村あるいは社協でこの間努力をされてきていると思いますが、ど

のような対策をしてきましたか。社協での訪問介護事業所再開の見通しはいかがですか。 

 ③社協での再開に向けてどうしていくのかが問われると思います。社協の会長でもある村長を長

とした対策会議を設け、チームとして推進するべきと思いますが、いかがでしょうか。お願いしま

す。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。傍聴者の皆様には、大変暑い中、傍聴にお越しをいただきまして、
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誠にありがとうございます。 

 それでは、通告に従いまして、訪問介護事業所の再開についてお答えをいたします。 

 全国的に高齢者人口は増加が続いており、特に団塊の世代が2025年以降に全員75歳以上の後期高

齢者となることから、今後、医療や介護費の増大、医療体制や介護人材の不足など、様々な社会課

題に直面すると言われております。このため、このような高齢社会に対応していくためには、福祉

サービスの充実や包括的なケア体制の強化が必要となってまいります。 

 さらに、要介護者が自宅で生活を続けるためには、生活援助や身体介護といった訪問介護は欠か

すことのできない業務であり、在宅生活を継続支援することは施設入所や入院の抑制にもつながっ

てまいります。このため、訪問介護は、家族介護の負担軽減、いわゆる介護離職の防止にも大きな

役割を果たしているものと考えております。 

 その一方で、介護サービスを担う人材は大変確保することが困難となってきており、本村の社会

福祉協議会では公募してもなかなか応募者がいないのが実情でございます。 

 そこで、まず初めに、村内で訪問介護事業所がなくなって以降、新たに訪問介護サービスを希望

した利用者数と、利用者の皆さんのサービス提供がスムーズであったか、また、サービス提供者や

受入れ自治体からの意見等についてでありますが、村では、昨年10月に村内で唯一訪問介護事業所

を展開していた民間事業者が休止して以降、新たに訪問介護サービスを利用されている方は、要介

護者が８名で、要支援者は２名の合わせて10名でございます。 

 また、村内の訪問介護サービス利用者を担当する幾つかの居宅介護支援事業所にお聞きしました

ところ、訪問介護サービス事業者を決める際に、サービスを提供している事業者からは特段相談等

は寄せられていないとのことでありますので、ある程度スムーズに決めていただいたものと思われ

ます。 

 次に、受入先の自治体からは、昨今における燃料費などの高騰を受け、本村の訪問介護サービス

利用者を受け入れている一部の事業者から交通費の補助をしてほしいといった相談が寄せられてい

る旨のお話をお聞きしておりますことから、現在その対応策を検討しているところであります。 

 次に、社会福祉協議会での事業展開に向けて、その対策と再開の見通しについてでありますが、

この件につきましては、以前も山嵜議員から御質問をいただき、答弁申し上げましたが、村社会福

祉協議会が事業を展開するためには介護職員を確保することが最も優先すべき課題であり、そのた

めに、現在職員募集案内をホームページに掲載するとともに、ハローワークを通じての募集や、こ

れまで福祉分野で仕事をされていた方と情報交換をするなど、鋭意職員確保に向けて努力をしてお

りますが、いまだ新たな人材確保には至っておりません。 

 したがいまして、再開に向けては現時点で見通しは立っておりませんが、村社協事務局には、令

和８年度の再開に向けて職員間でやりくりができないかなど、様々な方策を検討しておりますので、

引き続き再開に向けて鋭意努力してまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 
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 次に、対策会議の設置についてでありますが、私は、村社会福祉協議会の会長も務めております

ことから、これまでも、協議会事務局から随時状況報告を受けて、その都度対応策を協議し、必要

に応じて指示しているところでございます。しかしながら、繰り返しになりますが、職員を募集し

ても一向に応募者がなく、解決に至っておりませんが、今後も粘り強く募集してまいりたいと思っ

ております。なお、この頃も事務局職員などと話をした際、今後、高校生等を対象に、介護の仕事

に興味のある方を採用し、仕事を覚えながら資格を取得してもらうなど、時間はかかりますが、自

前で介護職員を育てることも必要かと考え、その仕組みづくりなどを研究するよう指示したところ

であります。 

 また最近、長野広域連合の理事者会において、管内の状況をお聞きしましたところ、長野広域連

合を含め、どこの自治体でも介護士不足は同じ悩みでありますことから、村独自で募集しても地理

的条件などからなかなか応募者がいないため、いっそのこと広域連合で職員を採用して、必要な自

治体へ派遣していだだくことを検討していただくよう提案したところであります。 

 いずれにいたしましても、年々高齢化が進む中で、社会福祉協議会の理念であります、高齢者が

住み慣れた地域で安心して暮らすためには、介護サービスの充実が不可欠でありますことから、今

後とも介護人材の確保に向けて、あらゆる方策を講じながら訪問介護事業所の再開を目指してまい

りますとともに、本年の７月以降、各事業所の管理者と私を含め副会長や常務理事、事務局長を交

えて、それぞれの事業所における課題や訪問介護事業所の再開に向けて懇談をさせていだだいてお

りますので、現時点で改めて対策会議を設置することは考えておりませんので、よろしくお願い申

し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、再質問します。 

 ①と③についてはおおむね了解しましたので、②の問題について少し再質問したいと思います。 

 今、村長から答弁がありましたように、全国的にもホームヘルパーなど介護人材が不足し、人手

不足と経営悪化による介護事業所の撤退、廃業、倒産が続出しております。先ほど述べましたよう

に、特に2024年度からの訪問介護の基本報酬、これを削減したことが大きな打撃となっております。 

 介護の基盤崩壊は、現役世代にとっても重大問題と言えます。働く現役世代が介護のために仕事

を辞める介護離職が年間10万人に上るなど、要介護者の家族の負担は重くなっております。私ども

は、保険料や利用料の負担増に跳ね返らせることなく、介護職員の待遇改善、介護報酬の増額、介

護事業の継続支援などを行うため、現在公費50パーセント、国庫負担が25パーセント、県と村での

負担が25パーセント、保険料50パーセントで運営されている介護保険の国庫負担を10パーセント増

やして35パーセントとして、国の負担を1.3兆円増やすことを提案しております。こうした方向で
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力を合わせていきたいと思っております。 

 岩手県の宮古市、ここは人口４万5,000人ぐらいですが、ここでは赤字の事業所に対する支援金

を補正予算で組みました。2024年度、25年度分で2,700万円余り、宮古市の支援金は訪問介護の基

本報酬の引下げ率約2.4パーセントに相当する金額に加え、介護報酬全体の改定率0.61パーセント

に当たる金額を上乗せした額を給付するもので、24年度の改定時に遡って提供するとしております。

こうした自治体もあります。こうした市政に学ぶことが大事だと思います。 

 さて、社協は今、休止という選択をされていると思いますが、これは県の許認可があると思いま

すが、県の認可はいつ切れるのでしょうか。村長は令和８年度の再開に向けてと、一つのめどを明

らかにされましたけれども、このように再開する目標を持たないと、ずるずると時がたってしまう

のではないかと、このように思います。そうした点で、この県における社協の訪問介護事業所の許

認可の時期がいつかということが一つ大きな問題になることと思いますので、その点、お願いした

いと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 県の許認可についてのお話でございます。 

 その前に、やはり、この訪問介護サービスというのは、私は、いわゆる介護の原点であるという

ふうに認識をしているところでございます。 

 そんな中で、村でも当初スタートしたのはやはり訪問介護からということで、この訪問介護の必

要性というのは十分意識をしているわけでございますが、この今の県の許認可というのが、来年の

３月と、令和８年３月ということでございます。 

 そんなことも含めた中で、特に、この県の許可というのは、今2.5人という人的な基準があるわ

けですね。そんな中で、それをクリアしなきゃならないということが一つあるということと、県の

許認可以外に村の認可というものもあるようで、ちょっと私もその辺はまだ勉強不足でありますけ

れども、そうすると、人的な部分ではかなり低く抑えられるかなと、その状況によってですけれど

も、やはりそれも一つの選択肢かなというような考え方をしております。 

 ただそのためには、やはり人員が少ないということは、受入れ体制も減ってしまうということで

ございますので、８年度に先ほど目標ということで申し上げましたけれども、何とかその目標に向

けてどんなことができるのか、再度また職員と共に検討してまいりたいと、そんなふうに思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 
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 社協の許認可の関係が来年の３月ということで、これは一つの大きなめどになると思いますので、

ここに向けてぜひ努力をしていただきたいと思います。 

 先ほど申し上げましたように、基本は国がもっと国庫負担を増やして人材確保や介護報酬の増額

やそこに踏み出すべきで、何も村だけに強く求めているわけではありませんが、そうは言っても、

村が村長の言われるように、この介護離職を生まない、そうした立場からこの再開に向けて一段と

努力されることを求めておきたいと思います。 

 次の質問に移りたいと思います。 

 学校納入金の軽減について質問をします。 

 日本財団が2024年11月29日付で、少子化に関する意識調査というものを発表しております。全国

の15歳から45歳の一般男女個人にインターネットによる調査をしています。調査期間は2024年９月

26日から30日にかけて、対象者は6,000人。その調査の中で、子どもがいない、子どもを望まない

人に、子どもを持ちたくない理由を尋ねています。その回答では、経済的負担が大きいから、養育

費、教育費などと回答された方が42.8パーセント、自分の自由な時間や生活を優先したいから37.2

パーセント、出産育児に自信がないから35.4パーセントと続いています。 

 次に、子どもがいない、理想より実際に持つと思う子どもの数が少ない人に、理想より実際に持

つと思う子どもの数が少ない理由を尋ねた項目では、経済的な負担が大きいから、先ほどと同じで

す。養育費、教育費など、これが39.8パーセント、給与水準が低く経済的余裕がないから26.7パー

セントとなっています。さらに、地域で子育ての障害を解消するためにほしい取組、ここでは子育

て世帯への経済的支援の拡充31.9パーセント、子育て世帯向けの住宅の整備や家賃補助24.5パーセ

ント、在宅勤務・テレワークの普及推進21.7パーセント、保育施設の増設や保育士の待遇改善21パ

ーセント、若者の雇用機会の創出19.7パーセントと続いております。このアンケートからも、子育

て世帯への経済的支援の重要性が示されていると思います。とりわけ養育費、教育費が大事かと思

うところです。 

 さて、学校納入金の長野県平均は県教育委員会の資料によりますと、令和５年度では中学校10万

9,582円、小学校で７万8,029円となっています。本村はこの年度、令和５年度ですが、まだ給食無

償化ではない年ではありますが、中学校５万6,807円、小学校４万8,654円で、県平均よりは低い状

況にあります。しかし、重い負担と言えるのではないかと思います。 

 そこで質問です。 

 ①令和６年度から無償化となりました給食費を除きますと、小学校では教科活動、遠足・修学旅

行費の占める割合が高くなっています。中学校では令和５年度は教科活動の占める割合が高く、令

和４年度では遠足・修学旅行費の占める割合が高くなっています。遠足・修学旅行は教育の一環だ

と思います。この分野は村が負担して、保護者負担を軽減することが必要かと思いますが、この軽

減を求めますが、いかがでしょうか。 
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 ②として、教科活動においては、保護者負担軽減に向けて検討している課題が今現在あるのでし

ょうか。令和４年６月議会でも同様の質問をしていますが、この質問以降、保護者負担から村負担

に切り替えた例はありますか。 

 以上、質問します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 学校納入金の軽減について、お答えいたします。 

 小中学校の学校納入金につきましては、給食費を始め、教材費や旅行的行事費などがございます

が、このうち給食費につきましては、令和６年４月から全額村費負担としたところであります。そ

のほか、各種の旅行的行事や学習活動でのバス代、スキー教室のインストラクター代や、スポーツ

振興センター共済掛金は村費負担として支援を行っているところであります。なお、経済的な理由

で就学が困難な児童生徒には、就学援助制度に基づき学用品費や修学旅行費など、就学に必要な支

援が行われているところであります。 

 そこで、初めに、旅行的行事に対する保護者負担の軽減についてでありますが、一般的に、旅行

的行事の費用負担につきましては家庭で負担していただくことが基本であると考えておりますこと

から、全国的に見ましてもほとんどの自治体では保護者の負担によって実施しているのが実状であ

ります。一方で、物価高騰やインバウンド需要の増加などから、東京都葛飾区など５つの特別区で

は、中学校修学旅行費用のほぼ全額を自治体で負担することとしたという報道がございました。 

 このような中で、修学旅行のような行事は、自然・文化・社会に触れる体験活動の中で自己実現

を図るものであって、教育活動の一環として捉えられるものと思われます。このため本村では、行

事でのバス使用やスキー教室の際の指導料は村費負担としておりますことから、旅行行事の費用負

担は軽減されているものと認識しております。 

 また、旅行行事以外のものでも、村ではテスト経費など、様々な形で保護者負担軽減を図ってい

るところであります。さらに、学年によって年間の保護者負担額は異なりますが、先ほど述べたと

おり、給食費の保護者負担はなくなったことによって、小学校では学年費と旅行貯金の合計で年間

２万2,500円から、一番多い６年生では３万7,500円となっております。一方、中学校では学年費と

して２万4,500円から２万8,500円、これは年間ですけれども徴収しており、そのほかに修学旅行費

用として前年度は７万8,000円かかっており、年度を超えて分割で徴収を行っております。 

 このように、他の自治体と比較しましても、議員お示しのとおり、保護者の負担の額はかなり軽

減されており、旅行行事の負担のみならず教育活動全般にわたっておりますので、御理解を賜りま

すようお願いいたします。 

 次に、教科活動における保護者負担の軽減策についてでありますが、村では、社会科副教材並び
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に定期テスト作成費用や単元テスト購入代金等々について支援を行い、この分野でも保護者負担の

軽減を図っております。したがいまして、現時点において教科負担で新たに検討しているものはご

ざいませんので、よろしくお願いいたします。 

 次に、令和４年６月以降で保護者負担から村負担に切り替えた事例についてでありますが、一番

大きなものとしましては、令和６年４月以降、給食費を完全無償化にしたことや、小中学校へ入学

する際、入学準備に係る費用の軽減策として１人７万円の入学応援給付金を支給したことが上げら

れると思われます。 

 以上でございます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。①と②合わせてお願いしたいと思います。 

 令和５年度の小学校の総負担額は、高山小学校で1,323万円、中学校は943万円となっています。

令和４年度は小学校で1,303万円、中学校1,420万円です。これだけの負担が保護者に求められたわ

けです。この時、学校給食費は、令和４年、５年ですかね、小学校が670万円、中学校530万円、合

わせて1,200万円。これは令和６年度以降減少します。教育長の答弁にあったとおりです。 

 それでも、全体としては、保護者が1,000万円の上、負担をすることになります。これは総額で

すね。個々には先ほど教育長の答弁にありました、小学校は２万2,500円から３万7,500円、あるい

は中学では２万5,000円前後ということになるわけですが、それでも多額の負担になっているとい

うふうに私は思います。 

 それで、令和４年３月のときの質問で、当時の山岸教育長は、教材費の負担、どのような基準で

線引きをしているかということについての答弁で、子どもたちが使うものや成果物が還元されるも

のは保護者の負担、共同で使用または子どもたちに直接還元されないものは公費だというようなこ

とを答弁されておられます。 

 こういう答弁がありましたけれども、いずれにしても、義務教育無償という、これを言うと義務

教育無償は教科書のことを言っているんだというような答弁が多くなるんですが、義務教育無償と

いう観点からすれば、先ほど修学旅行費も教育の一環だと、修学旅行もですね、いうお話がありま

した。そうした点からすると、確かに小学校の単元テストあるいは中学の定期テスト代、ほかの市

町村ではやっていないことを村は公費で負担はして、努力はされているわけですけれども、残され

ている1,000万円の負担についても軽減を図るべく努力するべきだと思いますが、その点いかがで

しょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 
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○教育長（澁谷茂夫） 

 再質問にお答えしたいと思います。 

 いろんなもので多額になっているということです。議員お示しの数値につきましては、恐らく長

野県の教育委員会登録統計調査というところからのことだというふうに思っております。総額でお

示しされていると思いますので、また、これ人数によってどうなっていくかということもあるのか

なというふうに思っています。その辺のところも、他市町村とも比較しながら検討していかなけれ

ばいけない問題かなというふうにも思っております。 

 こういった統計調査の中で、例えば今話題の旅行貯金につきましても、どこまで旅行貯金に含め

るのかというところは非常に難しい問題です。 

 昨日、ちょっと長くなるといけないかな、昨日、小学校のほうでサイトウ・キネンの子どものた

めの音楽会のほうへ行ったわけですけれども、これはその旅行貯金のほうで旅行的行事のほうに含

めるのか、教科活動費にするのか、それぞれ違いますので、その教科によって、学校によって捉え

方が変わってくるのかなというふうに考えておりますので、また、注視しながら考えていきたいか

なというふうに思っています。 

 義務教育ということなので、いろんな軽減が図れるべきというようなお話でありますけれども、

義務教育と言えども、保護者の皆さんに御負担いただく費用は出てくるところであるというふうに

認識をしております。学校でも、多才な子どもたちへの教育活動が成り立ちますように、御理解を

いただきますようよろしくお願いいたしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 最初にアンケートの件も紹介させていただきましたが、子どもを持たない、あるいは理想より子

どもの数が少ないという回答の中で、やっぱり経済的負担が大きいという回答が一番を占めている

わけですから、村ができることは何なのかということを突き詰めていただいて、学校納入金の軽減

に御努力いただくことを求めておきたいと思います。 

 ３点目、中古農機購入補助制度の導入について質問をいたします。 

 日本の食料の自給率は先進国最低の38パーセントに落ち込んだままです。肥料、飼料、種子など

の大半も海外依存で、実質10パーセント以下だという指摘も出るほどです。世界は今、金さえ出せ

ば食料は輸入できる時代ではなくなっています。食料の海外依存の危うさ、これは明らかではない

かと思います。 

 一方、国内の農業と農村の崩壊は急速に広がっていると言います。農業の担い手はこの20年間で

半減し、70代以上が63パーセントに達しています。近い将来の農業者の激減は必至と言えます。こ
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のままでは国内の食料生産も危うくなり、耕作放棄地が広がり、国土や環境の荒廃が一気に広がり

かねない状態と言えるのではないでしょうか。こうした事態に歯止めをかけ、農業と農村の再生、

食料自給率の向上に踏み出すことが求められていると思うところです。 

 さて、飯島町、南信のほうですね、「未来へつなぐ農家応援事業」というものを創設し、農家を

応援しております。飯島町農業全体の底上げと活性化を図るため、飯島町町内の販売農家が行う小

規模な農業機械や技術の導入に対して補助を行うというものです。 

 その内容は、中古の農機具１件当たりの取得価格が10万円以上の場合、取得・導入に要する経費

の３分の１以内、補助上限額10万円を補助するというものです。農業を営むためには、専業農家あ

るいは兼業農家を問わず様々な農機具が必要になってきます。小規模な農家にとっては、新しい農

機具を購入することは大きな負担となるため、中古の農機具を購入する方も見えます。こうした

方々を応援する施策として有効だと思います。こうした制度の導入で農家を応援することを求めた

いと思いますが、答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 中古農機購入補助制度の導入について、お答えいたします。 

 本村の基幹産業であります農業は、後継者不足や農業従事者の高齢化が進み、栽培面積や生産量

の減少とともに、担い手不足が深刻な問題となっております。このため村では、これらの問題の解

決に向けて、国の新規就農者育成総合対策事業資金を活用するほか、村単独事業として55歳未満の

農業者を対象とした農業研修費や農地・農業機械賃借料、農業共済掛金等に対する助成制度を設け、

新規就農者の確保や育成に努めているところでございます。 

 一方、比較的経営規模の大きい認定農業者に対しましては、農業機械等を導入するための融資の

利子補給を始め、スピードスプレーヤーや乗用型草刈り機など果樹栽培に必要な農業機械の購入に

対する補助のほか、農業共済掛金や収入保険掛金等に対して助成するなどして、本村の農業振興を

図っているところであります。 

 そこで、中古農機購入補助制度の導入についてのお尋ねでありますが、平成27年に実施された農

林業センサスの調査結果によりますと、本村の主副業別農家数の合計は496件で、うち副業的農家

は293件あり、全体の59パーセントが兼業農家という状況でございます。また、令和２年の調査結

果では、本村の主副業別経営体数の合計は434件で、うち副業的経営体数は287件あり、全体の66パ

ーセントが兼業農家という結果で、専業のほか多くの兼業農家の皆さんによって本村の農業が支え

られている状況が見てとれます。 

 そのような中、村では今後の農業振興につなげるため、認定農業者の皆さんに現行の補助制度の

在り方や認定農業者制度への御要望を始め、兼業農家や農家の後継ぎの方に対する支援制度の創設
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に対する考えなど、農業振興全般に関するアンケート調査を実施する予定であります。さらに、高

山村営農支援センター推進協議会につきましては、後継者不足や農業従事者の高齢化が進み、遊休

荒廃地の増加や受け手がない農地の解消などに対応することが課題となっております。このため、

経営形態や既存事業の見直しのほか、農業機械のリース事業等、新たな事業を展開するなど、小規

模農家の皆さんが農業経営に参入しやすくなるような事業実施に向けた検討を進めております。 

 このように、本村の基幹産業である農業を支えていだだいている、多くの兼業農家を含めた多様

な担い手を支援し、農業経営が持続できますよう、中古機械購入補助も含め、現在検討しておりま

すので、御理解賜りますようお願い申しあげます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 今後の検討課題ということでありますが、飯島町のホームページを見ますと、申請が予算枠の上

限に到達しましたので、現在申請受付を停止していますということになっています。それで、この

町では当初予算は150万円です。10万円の10件を予定していた。ところがこれがすぐ上限額に達し

てしまったので、今現在、申請受付を停止しています。それで、９月の補正で、これまだこれから

ですので予定ですが、300万円計上したいということのようです。10万円掛ける30件、つまり今年

度で40件を見込むということは、農家にとってそれなりに有効と言いますか、有利と言いますか、

希望がかなえられる、そういう施策になっているんだというふうに理解をいたしました。 

 今、ほかの面も含めての検討ということでありましたので、そこはこれ以上踏み込みませんが、

こうした例も参考にして、今課長が答弁されたように、兼業農家であろうが専業農家であろうが、

どんな方も農業の担い手であるわけですから、そこをぜひ応援していく施策の展開を求めておきた

いと思います。 

 最後に、排外主義の台頭について質問いたします。 

 さきの参院選では、一部野党が外国人を差別する言説を声高に垂れ流し、議席を得ております。

諸国民との平和的友好関係を築くためにも、こうした排外主義は許されるものではないと思います。 

 一部政党が外国人差別や女性差別を訴えて議席を得たことに対し、弁護士や音楽プロデューサー

ら各界の有志12人が７月28日、「デマと差別が蔓延する社会を許しません」とのアピールを発表し

ております。会見で弁護士の太田啓子さんは、参政党代表による選挙中の女性差別発言に対する緊

急抗議活動が３日間で全都道府県200か所以上で取り組まれたと報告、選挙後も市民の抗議の意思

を可視化したい、このように語っているそうです。音楽プロデューサーの松尾潔さんは、在日韓

国・朝鮮人に対するヘイトスピーチを上げ、一言でも人を深く傷つける、それがヘイトの本質だと

指摘、先導ではなく共感と誠実さの力で変えていく民主主義を諦めてはいけいけないと強調してい

ると言います。 
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 また、全国知事会、７月24日に「青森宣言」を全会一致で採択しております。マスコミ報道によ

ると、急増する外国人の流入規制や生活保護の支給制限などを訴えた政党が躍進したことに対し、

宣言には「排他主義、排外主義を否定し、多文化共生社会を目指す我々47人の知事がこの場に集い、

対話の中で日本の未来を拓くに相応しい舞台となった」という言葉を盛り込んだと報道をしており

ます。 

 村長は、排外主義を唱える政党が議席を得ていることに対して、どのような見解をお持ちでしょ

うか。少なくとも全国知事会の宣言の立場に立つことを求めたいと思いますが、いかがでしょうか。

お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 排外主義の台頭について、お答えをいたします。 

 第27回参議院議員通常選挙が本年７月３日に公示され、７月20日に投開票が行われましたが、今

回の選挙の争点は、各政党において物価高騰対策を始め、地方創生や人口減少問題、さらには外国

人政策など、様々な観点から論戦が繰り広げられました。 

 そこで、排外主義を唱える政党が議席を得ていることに対する私の見解でありますが、参議院選

挙の結果につきましては、事実として受け止めております。また、各政党とも考えがいろいろござ

いますので、一概に申し上げることは難しいものと考えておりますので、私の見解は差し控えさせ

ていただきたいと思います。 

 しかしながら、本年７月24日に青森市で開催された全国知事会において、「青森宣言（案）」が

採択され、その中で明文化されている排他主義、排外主義を否定し、多文化共生社会を目指すとし

た、このことにつきましては、私も同様の考えでありますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 私どもは、この排外主義を許さず、言論には言論で対抗し、こうした排外主義、対抗していきた

いと、このように考えています。 

 以上で質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、山嵜秀治議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。ただいまから15分間休憩します。会議は午前11時05分から再開します。 

午前10時46分  休 憩 

──────────────────────────────────── 
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午前11時05分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 会議を再開します。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 通告に従いまして質問いたします。 

 １問目に、長期休みに子ども達の居場所をということでお尋ねします。 

 近年、共働き世帯の増加に伴い、全国的に放課後児童クラブなどの利用は増加の一途をたどって

おり、本村でも同様の状況であると感じております。その上で、夏休みなどの長期休み期間は、放

課後児童クラブなどを利用しているか否かにかかわらず、全ての子どもたちにとって普段とは異な

る生活リズムとなり、その過ごし方は大きな課題となっております。 

 本村においては、高山児童クラブ及び学童保育聖徳園の運営に注力されていることは承知してお

りますが、長期休み期間のみ、子どもたちの居場所に困窮する御家庭があることも事実です。児童

クラブや学童保育は共働き家庭のニーズに応える重要な役割を担っておりますが、その利用には保

護者の就労条件などが伴うため、全ての御家庭が利用できるわけではないからです。また、長期休

み期間中には、普段とは異なる体験や活動を求める声も少なからずあります。 

 そこで、本村の子どもたちが誰一人取り残されることなく、長期休み期間も安心して安全に過ご

し、多様な体験を通じて成長できるよう、以下の点について伺います。 

 １つ目に、長期休み期間中の子どもの居場所に関する現状認識について。 

 ①長期休み中の居場所に課題を抱える家庭の実態について、どのように認識していますでしょう

か。 

 ②現在学童保育以外に、長期休みの利用は、現在空きのある聖徳園のほうのみ利用可能というふ

うに聞いておりますけれども、長期休み期間中の子どもたちの居場所として、どのような選択肢が

ほかにありますでしょうか。 

 ２つ目に、多様な居場所づくりの推進について。 

 ①本村のみならず、近隣市町村や他県で活動されている子どもの学習支援、体験活動、食事提供

などを地域で行う団体、ＮＰＯとかボランティア団体さんなどの実態について、どの程度把握をさ

れていますでしょうか。 

 ②地域と連携した多様な居場所づくりの推進のため、具体的な補助制度や支援策、情報提供のプ

ラットフォームを構築する考えはありますでしょうか。 

 ３つ目に、今後の展望と体制強化について。 

 ①長期休み期間中の子どもの居場所づくりを、既存の部署だけでなく、庁内横断的な連携体制で

推進していくべきと考えますが、いかがでしょうか。 
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 ②子どもの居場所づくりを単なる預かり事業ではなく、子どもたちの成長を促す学びと体験の場

として位置づけ、今後事業を強化していく考えはありますでしょうか。本村の展望をお答えくださ

い。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 長期休みにおける子ども達の居場所について、お答えいたします。 

 今年の夏休みは、小中学校ともに７月19日から８月19日までの約１か月間にわたる長期休みとな

りました。 

 そこで、まず初めに、長期休暇中における子どもの居場所に関する現状認識についてのお尋ねで

ございますが、村では、「第三期高山村子ども・子育て支援事業計画」を策定するに当たり、前年

度に実施したアンケート調査の中で、「土曜、休日や長期休暇中の教育・保育事業の利用について」

は、「利用する必要がない」と回答された方は63.8パーセントで、「月に１、２回は利用したい」

と回答された方は32.5パーセントでありました。 

 一方、自由記載欄では、「天候や曜日に関係なく、どの年代も過ごせる場所がほしい」とか、

「子どもたちが遊べる場所が少ない」といった御意見もございました。そのような中で、髙井議員

におかれましては、ファミリー・サポートの提供会員として、子どもを預かっていただいたり、子

ども食堂などの活動をされておられますことに感謝申し上げます。 

 次に、学童保育以外の長期休暇中における子どもの居場所としてどのような選択肢があるかとの

お尋ねでありますが、保護者が働いている場合は、日中家庭に保護者が不在となるため、村児童ク

ラブや学童保育聖徳園を利用している小学生は100名おりますので、小学生全体の41パーセント余

りが利用していることとなります。 

 そうした中で、今年の夏休み期間中に村内で行われた活動としましては、「ハーバリウム教室」

や「ほたる観察会」、「わくわく自然探検」や「リズムトレーニング」など、公民館の生涯学習事

業や小学校のわくわく村の活動のほか、公民館図書室では「おはなし会」や「工作づくり」を開催

いたしました。また、総合型スポーツクラブでは「スケッチ大会」を、しゃくなげの会では「高山

村の民話とカルタ教室」などを開催していただき、公民館だけでなく、地域の皆様にもイベントを

通して子どもたちの居場所と体験づくりに関わっていただいております。 

 次に、多様な居場所づくりの推進についてのお尋ねでございますが、１点目の近隣市町村や他県

で活動されている団体等の実態についてのお尋ねでございますが、現時点において教育委員会とい

たしましては把握しておりません。 

 ２点目の具体的な補助制度や支援策についてでありますが、現在村では、支援制度について整備

しておりませんが、県では、「信州こどもカフェ」（子どもの居場所づくり）の活動を応援するた
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め、10圏域の地域振興局ごとに構築・運営している地域プラットフォームを設け、そこに村や社会

福祉協議会が参画しております。また、必要に応じて、村内で子ども食堂の活動をしている方や、

これから子どもの居場所づくりを始めたいと考えている方には、県が行う研修会や助成金に関する

情報提供などを行ってまいりたいと考えております。 

 次に、長期休暇中における子どもの居場所づくりを既存の部署だけでなく、庁内横断的な連携体

制で推進していくべきとのお尋ねでございますが、庁内では、毎週開催している課長会議や月１回

開催している係長会議などにおいて、重要事項の意思統一や各種事業等の情報共有を行っておりま

すので、今後、子どもの居場所づくりも含め、各部署が連携していける事業があれば、このような

会議の場を活用してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、子どもの居場所づくりを学びと体験の場として位置づけ、事業を強化していく考えについ

てのお尋ねでありますが、これまで述べましたとおり、公民館の生涯学習事業や小学校のわくわく

村がまさしく学びと体験の場になっておりますほか、地域の皆様にも御協力をいただきながら、今

後も様々な事業を検討してまいりたいと考えております。このため、夏休み期間中は、地域の育成

会や分館などの皆様によって、各種イベント等を実施していただいておりますことから、行政が全

てやるというのではなく、家庭や地域、行政がそれぞれの役割を果たすことによって、子どもを見

守り、育てることにつながるものと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 １つ目の①について、再質問お願いします。 

 長期休みとか土日の居場所とか必要ないんだよという方が63.8パーセントいらっしゃって、でも、

１、２回必要だという方が32.5パーセントぐらいいると。また、この数字に当てはまらない方が数

パーセントいるような状況の中で、あと、また要望があるというお答えがありましたけれども、そ

れはどう考えていらっしゃるのか。少ないから、もうそれは少ないからいらないということなのか、

少ないけれども、これからどうしていこうか、何か考えがあるのか、その辺考えありましたら、お

答えください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 再質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、現状認識としては、先ほど申し上げさせていただいたところが現状ということでございま

す。村としましては、今現在、児童クラブがございまして、そこを基本として、子どもさんの居場

所というふうに考えております。 
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 今後、こういった需要が高まってくるということになれば、いろんな策を考えていかなければい

けないかなというふうにも考えておりますけれども、先ほど後段で申しましたとおり、行政が全て

やるということではなく、いろんな方々が子どもさんたちを見守り、育てていただきたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 １つ目の②について、再質問お願いします。 

 公民館事業とかわくわく村とかというお話がありました。そのほか、サマーチャレンジボランテ

ィアも昨年から開始していただいていて、サマーチャレンジボランティアに関しては、結構平日の

昼間行く場所がある。保育園だとどうしても２時前後に終わってしまうので、そこからどうするか

ということを言っているお母さんもいらっしゃいますけれども、児童クラブに行く子は丸１日いた

りとかという居場所も少しできてきています。 

 先ほど教えていただいたわくわく村ですとか総合型スポーツクラブのスケッチですとか、カルタ

の会とかは、確か土日とか夜が多かったんじゃないかなというふうに思うんですけれども、平日昼

間は何か活動、ほかにありましたでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 平日昼間、何をやられたかという御質問だったかと思います。 

 公民館とわくわく村の事業ということでよろしいでしょうかね。先ほどお話しさせていただいた

以外のものでございますと、チャレンジグライダー、そのほか、あと一茶を学ぼうということで、

一茶館を行っております。それと、あと湯倉探検……すみません、これは日曜日でした、すみませ

ん。 

 以上となります。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 続けて、１つ目の②の再々質問お願いします。 

 こうやって見ていくと、どうしても土日が多くて、最初のハーバリウムも平日の夜でしたし、ほ

たる体験も夜だったかと思います。スケッチが土日で、カルタも土日でしたかね、俳句教室が金土

日だかの設定でやっていただいて、やっぱり金曜日ありましたけれども、土日のほうが多かったと
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いうようなお話がありました。 

 私も先ほどお話しいただきましたように、活動をさせてはもらったんですけれども、どうしても

やっぱり毎日はできなくて、平日昼間、数日のみということになってしまうことがあるんですけれ

ども。こうやっていろいろやって、平日昼間がないということがちょっと分からないぐらい対象者

が誰で、日時はどこでやっていてということがまとまっていないと、申し込むほうもすごく難しく

て大変かなというふうに、今年もうち、今年は高校生が１人、中学生が１人、小学生が３人いるん

ですけれども、誰がどこに行けて、行くためにはどういう手段があってというのが全く分からない

ような状況にあります。 

 その対象者とか、日時とか、私のような民間でやっているような活動もまとめて、夏休みに行け

る場所があるんだよというふうにしていただきたいなと思うんですが、そういうことはできますで

しょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 ご質問にお答えをさせていただきます。 

 一応、村と教育委員会としましては、広報等で、あと、またホームページで御案内をさせていた

だいているところでございます。今の御指摘をいただいた面につきまして、再度内部で検討させて

いただきまして、皆さんがより参加しやすいように、見てパッと分かるような一覧が作れればいい

かなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 ２つ目の①の再質問をお願いします。 

 近隣市町村や他県の活動とかを把握されていないというお答えでした。なぜしていないのか教え

ていただけますか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 御質問にお答えをさせていただきます。 

 教育委員会としましては、一応、その子どもの居場所、夏休み期間中における子どもの居場所と

しましては、今申し上げた児童クラブを学童も含めて主としていたということで、そんなに、長期

休暇中に居場所がないというお子さんたちがいるということが把握できていない部分もございまし
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て、近隣市町村でどんなことやっているんだという把握ができていないということで、御理解をい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 続けて、また２つ目の①について再々質問をお願いします。 

 この辺なんですけれども、お母さんたちやっぱり近隣市町村の情報が入ってくる。ああいうのが

あったらいいのになというお話をされるんです。児童クラブはもういっぱいで夏休み入れないとい

うふうなことで、１年生から６年生まで行ける学童クラブさんのほうに申し込んでくださいという

ような話がある中で、なかなか学童クラブさんに夏休みだけ行く子があまりいないようなお話を聞

いています。夏休み期間中だけ学童さんに行く人も通常の人数よりも減っているようなお話を聞き

ました。 

 そうすると、その子たちは、いったいどこで何をしているのかということがあるんですけれども、

そういう、いわゆる当事者の声というのはアンケートでもちょっと反映していけないようなところ、

今年の夏休みどうしていましたかというアンケートなり、その意見集約なりというのは、していた

だけるでしょうか。この把握できないということでしたけれども、把握するようなことはしていく

考えはありますか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 アンケート調査の実施というお話いただきました。 

 まず、そのアンケート調査を取って、じゃそれを結果をどういうふうにつなげるかというところ

をしっかり考えた上で、アンケート調査をしていく必要があるんじゃないかなというふうに思って

おりますので、実施に当たっては、その辺しっかり考えた中でやらせていただきたいというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 アンケート調査は何のためにするのかというところなんですけれども、先ほど申し上げましたよ

うに、どういうふうに考えて、児童クラブ、学童クラブに行かないで過ごしたかということの把握

はされてもいいんじゃないかなと、それと、じゃその子たちのために、近隣市町村何やっているの

かなという把握のために、聞いてもらってもいいのかなというふうに考えます。御検討いただけた
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らと思います。 

 ２つ目の②ですが、研修会とか情報提供というお話いただきました。 

 私も今年、子ども食堂に関する研修会のお知らせ、教育委員会さんのほうからいただいて、参加

させていただいていますけれども、そういう、こういう活動をしている人なり、している団体で、

ほかに村でいるのを、教育委員会でどれくらい把握されていますか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 お答えをさせていただきます。 

 今、私が把握しているのは、髙井議員さんのところ、１か所というふうに認識しております。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 質問ではなく、ちょっと要望になりますけれども、私も、特に始めて、教育委員会にこういうこ

とやっているんですという登録とかはしてはいないんです。やっている方とかやりたいと考えてい

る人はとてもたくさんいて、ただ、教育委員会に話してくださいねということもないし、話すと、

こういう情報がもらえるんだよということもないので、今そういう仕組みになっていません。その

辺も考えていただけたらと思います。 

 ３つ目の②についてお願いします。 

 先ほど、行政だけでやるのはということのお話をいただきました。高山村としてやっていくのは

難しいし、私もいろんな人が関わって、いろんな人がやっていけばいいと思っています。 

 本当に、先ほどのアンケート等に関わりますけれども、子どもが少なくなっている中で、なかな

か今回も学童クラブも児童クラブも就労条件が必要で、就労証明書を出さなきゃいけない。常に使

っているわけではないので、なかなかそれが難しいんだという声もありました。そういう実態、当

事者の声というのはなかなか届いていないんじゃないかなと思うんですけれども、人数が少なくな

っている中で、その辺の細かいことを、先ほどのアンケートで数字の話はありましたけれども、こ

れは別のアンケートですが、先々月ぐらいにアンケート取られましたのよね、教育委員会の。子育

てに関するアンケートを取られたかと思うんですけれども、あれでも自由記載をたくさん書いたん

だよという話がとてもたくさんありました。その自由記載を紹介したり、公表したりとか、こんな

声があるんだということが見えないというのが問題かなと思うんですけれども。 

 先ほどのアンケートを取って、何のためにやるのかということの回答にもつながりますけれども、

やるに当たって、本当にみんなが求めている声をどういうふうに集めて、この①でもありますけれ
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ども、庁内でこう横に、情報共有しながらやっていくんだという中の基となる当事者の声は、どの

ように吸い上げていくか、考えがありましたらお答えください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 質問にお答えをさせていただきます。 

 先ほど前段でお話をいただきました、その意見の集約につきましては、本年度、児童クラブです

とか学童を含めて、意見が通るように意見の集約をお願いしたいということで、きらめきぽすとを

いただいております。その御回答にも書かせていただいているんですけれども、きらめきぽすと、

意見箱を設置をさせていただいております。そういった中で、日頃御利用いただいている保護者の

皆様からの御意見はいただきたいなというふうに思っております。 

 それと、アンケートの結果の報告につきましては、先ほど答弁の中での子ども・子育て支援事業

計画につきましては、ホームページ上で掲載はさせていただいております。 

 お話のいただきました最近実施しましたアンケートにつきましては、すみません、ちょっと総務

課のほうで対応しておりますので、その辺については、総務課からでよろしいですかね。お願いし

たいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ただいま髙井議員からお話ありました、子ども・子育てに関わるアンケートを７月から８月にか

けて、総務課のほうでアンケートを実施いたしました。 

 この方式は、総務課独自の考え方の中で、国から示されております物価高騰等のそちらの政策の

関係で、やはり子育て世帯の皆様の生の声をできるだけ聞きたいなというところで、ちょっと試験

的な方法ではあったんですけれども、電子申請等を活用しながら実施をさせていただきました。 

 先ほど質問の中で、自由記載で大変多くお答えいただいておりまして、現在係長会議、また今後、

庁内の課長会議等にも情報を整理する中で共有をしていきたいというふうには考えております。現

時点ではまだ調整中という、そんなような状況でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 集約していただくということをいただいたので、たくさんの意見を集約していただいて、過ごし

やすくしていただけたらなと思います。 

 小布施町さんでは、夏休み期間に限らず体験の場やっているところあります。また、長野市さん
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とかだと児童館とかがあって自由来館、好きな時間に来て、好きな時間に帰っていいんだよという

ような形、専門の職員は配置はされているものの、出入りが比較的自由で、ゼロから17歳まで、お

母さんも一緒にというところも、できるところもあったり、そういうふうに利用できる会場もあり

ます。 

 夏休みだからといってではなく、そういうものの延長で夏休みもいられるというようなことがあ

ってもいいかと思います。高山村で幾つもつくっても確かにあれなんでしょうけれども、一つそう

いう核があって広がっていくようになったらいいのかなというふうに思うので、本当に当事者の声

を真摯に聞いていただいて、夏休みに限らず子どもの居場所を守っていただけたらと思います。 

 以上で１つ目の質問を終わります。 

 ２問目の質問に移ります。 

 子ども達の安心・安全な登下校環境をということでお尋ねします。 

 近年の地域公共交通の担い手不足や利用者の減少を背景として、本村では利用者の需要に応じ、

利便性の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に向けてということで、本年10月よ

り地域公共交通網の見直しが予定されております。それに伴い、早々に６月からですかね、朝の通

学時のバスの時間が見直されました。 

 ですが一方で、帰宅時のバスについては、これまで公表されている情報ですと、デマンドバスが

運行される５時半以前の帰宅となる、主に小学生についてはどのように帰るようになるのか不明で、

お母さんたちの間でもどうすればいいのかというお話が上がっている状況です。 

 また、朝の通学時のバス運行、先ほど申し上げましたとおり見直していただきましたけれども、

小学２年生以上の子どもたちは、学校より約２キロほど手前でバスを降りています。早く家を出る

上に、そこまで歩く必要がどの程度あるのかなと疑問に思うところでもあります。また、２年生以

上ということで、１年生はそのまま学校下まで乗っていくわけですけれども、その時間が早まった

ことによって、学校が開く20分ぐらい前に学校下に着いているんだよというお話を聞きました。そ

の現状、状態もちょっと不安があるところです。 

 そこで、本村の子どもたちが安心して学校に登下校ができるよう、以下の点について伺います。 

 １つ目に、現状の把握と認識について。 

 ①現在、バスを利用している小中学生の児童生徒数はどの程度いますか。 

 ②村や教育委員会に対して、通学バスの運行に関する要望や相談は寄せられていますでしょうか。

寄せられているとすれば、その内容はどのようなものでしょうか。 

 ③現在、小学２年生以上の子どもたちが学校より２キロ程度手前でバスを降りている理由は何で

しょうか。バス通学となる子どもたちは家が遠いということでバス通学になっているかと思います。

そのために、学校に近い子どもたちよりも早く家を出てもおりますし、もっと近くで降りるなどの

考えはありませんでしょうか。 
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 ④小学校１年生だけ学校が開く20分前にバス停に着いている現状について、どのように把握され

ていますでしょうか。 

 ２つ目です。公共交通網の見直し以降について。 

 ①公共交通網見直しの後、10月からバス利用の小中学生の帰宅はどのように考えていますでしょ

うか。 

 ３つ目に、今後の展望と体制強化について。 

 ①バスというと公共交通と思われがちですけれども、小中学生の通学手段の問題はやはり教育委

員会が主となって、ＰＴＡとも連携を取って近年の子どもの体力や暑さなどの問題についても一緒

に考えて進めるべきと思っております。今後の展望についてお考えをお聞かせください。 

 ②子どもたちの安全と教育の機会を守ることは自治体の重要な責務です。今後、子どもの人数が

減っていく中で、本村の子どもたちが安心して登下校できる環境について、徒歩通学の子も含めて

どのように考えていますでしょうか。答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 子ども達の安心安全な登下校環境について、お答えをいたします。 

 国が示す「学校規模・通学距離条件に関する通知」の中で、小学生の場合はおおむね片道４キロ

メートル、中学生は６キロメートル以上の通学の距離を目安とした上で、地域の道路や気象等々の

環境も加味しながら、何らかの通学手段の対応を講ずるべきであるとしております。このため、村

では国の方針に基づき、奥山田地区並びに牧地区を対象に路線バスを利用する通学形態を基本とし

ております。一方、特例としまして、小学校低学年の児童のうち、遠距離地区を対象に通年または

冬期間に限り公共バスを利用する通学形態としております。 

 そこで、初めに現状把握についてでありますが、１点目のバス利用者数につきましては、小学生

が４月から10月までの夏期で33名、11月から３月までの冬期は65名でございます。一方、中学生は

年間を通して７名でございます。 

 ２点目の通学バスの運行に関する要望等についてでありますが、本年10月から始まる新しい公共

交通サービスに向けて、１月21日と４月16日の両日にＰＴＡ校外指導委員会を開催して、通学の状

況や在り方について協議するとともに、夏休み前には奥山田地区の皆さんと懇談をさせていただい

ております。 

 その中の懇談内容では、夏の暑さ対策への考慮や下校時刻が学年によって異なるほか、児童クラ

ブに行く児童が多数いるため、同時に下校する児童が少なくなり、有害鳥獣に対する心配などの御

意見のほか、自費でのバス通学を認めてほしいなどと言った御意見もいただいているところでござ

います。 
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 ３点目の学校より手前でバスを降りる理由についてでありますが、片道２キロほどの通学に対し

ましては徒歩通学が可能であるという考え方に立っているものでございます。全国的に見ましても、

２キロメートルを下回る通学距離に対するバス通学等の事例はほとんど見受けられませんし、須高

地域でも２キロメートル以上の通学区を持つ小学校においてもバス等の対応は行っていないという

ことです。また、徒歩で通学を行う地区の子どもたちの脇をバスに乗車している子どもたちが追い

越すことになりますが、登下校は児童にとっても共通の教育活動の一環として捉えると、ある程度

整合性を図るべきでものと考えております。 

 ４点目の昇降口が開く前に到着する１年生の状況につきまして、６月の一部のバス運行経路の変

更に伴い、小学校下のバス停に着く時間が、山田温泉発のバスでは９分、牧車庫発では11分短縮し

たことにより、１年生が玄関付近で早く着く牧車庫発の子のほうで15分ほど待つ状況となっており

ます。今後、冬を迎えると大変つらい思いをする日が予想されることから、新しい交通サービスの

状況を踏まえて、何らかの改善が図られないか、学校や他の部署などと協議しておりますので、御

理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、10月以降の小中学生の帰宅についてでありますが、８月19日に開催された地域公共交通協

議会の検討結果を踏まえ、今後の変更点を整理した上で、９月19日開催予定のＰＴＡ校外指導委員

会を経て、公共サービスの見直しに伴う通学方法の変更を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、今後の展望と体制強化についてでありますが、１点目の今後の展望につきましては、今年

の夏を見ますと、これまでに経験したことのないような大変厳しい暑さが続いておりますことから、

来年度以降も同様の暑さが継続すると予想した場合、通学の在り方を検討する必要があるものと思

っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 ２つ目の子どもが安心して登下校できる環境についての考えですが、今後さらに子どもの数が減

っていくことが予想されますので、今年の公共交通網の改編以降もＰＴＡ校外指導委員会との連携

を図る中で、また、必要に応じてＰＴＡ地区懇談会に出席させていただいたり、教育委員会でお話

をお聞きするなど、懇談する中で検討してまいりたいと考えております。 

 また、様々な課題の中で、改善を図るべきことにつきましては、学校やＰＴＡ、各部署、地域の

皆さんとも連携を図り対応すべきものと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 １つ目の②について再質問をお願いします。 

 寄せられている意見として、暑さの対策ですとか、下校時刻、ニーズが少なくてどうするかとか、

自費の話が出ていると、その回答はいつかされるとか、そういう検討はする予定はあるんでしょう
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か。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 それも含めまして、今回の公共交通の改編に伴いまして考えていく必要があるというふうに思っ

ておりますので、今回大分変わりますので、大きな改編が必要なものはそうなんですけれども、１

つのことに対しまして影響もあることも出てきますので、そこら辺のことを加味しながら検討して

いるところでありますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 １つ目の③について再質問をお願いします。 

 ２キロ程度手前で降りているのは、徒歩通学が可能だという理由でということがありました。 

 子どもたちにこの辺のことを聞いてみると、今、原宮で降りているんですけれども、原宮で降り

ると、村営住宅の子たちと一緒になって行くのかと思っていたんですが、その子たちはもう行って

しまっていて、結局バスの子たちだけで歩いている。その子たちと一緒に歩くのであれば歩く意味

もあるんだけれどもと、子どもたちは言うんです。そのためには、結局バスの時間をずらせないの

で、矢崎ぐらいまで乗れれば一緒に歩けるのになというふうに言うんです。 

 なぜそんなことを言うかというと、鳥獣害の問題もあったり、子どもたち不安に思っているので、

できるだけ人数多く歩いたほうがいいんじゃないかと親のほうでも思っていて、徒歩通学が可能か

どうかということよりも、国の指針のほうにもありました、環境を加味しながらというところの中

で、子どもたちが歩く環境に適した距離ではなく、歩いてもらうに対して、そういう考え方をした

らどうかなと思うんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 具体的に原宮で降りるという話もございました。こんなところも、校外指導部の皆さんと意思疎

通を図る中で、調整してもらえばいいのかなというふうに思います。 

 教育委員会としましては、子どもたち、具体的にはふるさとセンター山田といいますか、中山会

館前に集合しているわけなんですね。それで三郷の子どもたちもそこへ集合しているということが

あります。そこで集合して歩いて行くと。奥山田の子どもたちが原宮で降りていると、原宮のほう

が降りたところが広くなっているもんで、より安全・安心だろうというようなことでそのようにし
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ておるわけなんですけれども、一緒に行ったほうがより安心・安全だろうということであるならば、

同じように中山会館まで行っていただいて、一緒の集合場所で一緒に行くというような時間設定も

できるわけでありまして、そこら辺も含めてまた提案をしていきたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 その辺なかなか難しくて、ちょっと時間がずれると学校間に合わないんだという話が出ているよ

うなんです。なので、校外指導委員会と話をしていただく中で、細かく打合せをしていただいて、

できるだけたくさんの子どもたちと一緒に歩けるような形をとっていただけたらありがたいなと思

います。 

 あと、整合性を取るんだということの話で、整合性というのは、どのような、具体的にちょっと

分からなくて申し訳ないんですけれども、整合性、どういったものを取っていくお考えかお聞かせ

ください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 先ほど答弁させていただいたとおりでありまして、登下校も、学校で行っている教育の中での一

環というふうに考えておりますので、その地区だけではなくて、やっぱり教室に入ればみんな同じ

ように進むわけでありますので、ほかの地区との整合性と言いますか、言葉がちょっとよくないの

でしょうかね、ほかの地区と合わせて、みんなで行っている活動なんだということは必要なんだろ

うというふうに思っております。 

 ちょっと、整合性という言葉がよくないかどうか、良いのか悪いのかというのはちょっと分かり

ませんけれども、みんなで行っている活動に対して、どうなんだろうという意味合いでありますん

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 １つ目の④について再質問お願いします。 

 先ほど、１年生が早く着いているんだということ、把握のところ、牧のほうが早く着いていると

いうお話でしたけれども、何人ぐらいで、今どうしているのかということが分かりますでしょうか。
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これ、担任の先生も１年生の先生も知らなくて、早く来ていることを。どのように子どもたちして

いるのか分からないので、お母さんたちも、えっ、１年生だけそんなに早く着いているのというよ

うなことがありました。どのようにしているか分かれば教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 ＰＴＡの先ほどの話のように、校外指導委員ですとか、いろんな話をお聞きする中で、私も数回

行って、朝一緒に子どもたちと話をしながら状況を把握しておりますけれども、ほぼ、ちょっと人

数に違いがあるんですけれども、牧のほうから来る子どもが１人なんです。この子が15分ほど前に

学校に到着しまして、昇降口の前で、学校の日陰になっていますんで、その辺で座ったりなんかし

ております。そうすると、その数分後、５分ぐらいたってから、大体、バス通学でない子がぼちぼ

ち登校しまして、待っているわけです、一緒に。また、その中山田地区の１年生も含めて、奥山田

の子どもは１人ですけれども、も含めて、大体７人ぐらいですかね、ちょっと違いがありますけれ

ども、そのバスが到着しましてまた増えるという感じかなというふうに見ております。 

 この１名だけ中に入れるというので、１人だけ中に入れてもね、何かこうね、意味が分かりませ

んので、その辺も悩みのあるところであります。その１人の子ども、５分もないかな、また、どん

どん人が集まって来ますんで、日陰になっているところでいるような、そんな状況でありますんで、

そんなお答えでいいですかね、状況を見ておりますんで、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 ３つ目の②について再質問お願いします。 

 どこも子どもの人数が減っていくという中で、ＰＴＡですとか地区の懇談会とかで話をしていた

だいているところですけれども、なかなか話しているという割に、なかなかお母さんたちからする

と、不安があるんだという声がよく聞かれます。 

 これはバスだけでなく、徒歩通学の子も含めてという中に入るんですけれども、先ほど自費の話

も出ましたように、この１問目の質問にも重なりますけれども、そういったお母さんたちの細かい

声というのは、校外指導委員会にどこまで出ているのかとか、地区懇談会それぞれ出ますけれども、

地区懇談会で紫なんかは特にあまり意見が出ていなくて、紫近いからというのもあるんですけれど

も、相之島線とかはやはり車が多いので、危ないとかという意見は出るんですけれども、結局、危

ないけれども、何かするわけじゃないから、そこで言っても仕方がないみたいな話が毎回出ていて、

何かその仕方ないけれども、意見を出していって、何かするわけじゃないけれども、みんなで気を
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つけようみたいなこととかも話をしていただくと、細かい声も上げていくような、上げていけるよ

うな形を取っていただけたらと思うんですけれども。 

 ちょっと難しいかもしれませんが、校外指導委員会で話し合った内容というのは、表には出てこ

ないので、その辺でもっと表に出していただいたりしたら、ほかの人たちも声が出しやすいかなと

思うんですけれども、お考えありますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 校外指導委員会を開かせていただいて、これ１月と４月というふうに、役員の皆さん変わられる

んですよね。その難しさもすごくあるかなと思うんです。 

 私としましては、地区の意見を聞きたいようにも思って開催をさせていただくわけなんですけれ

ども。やはり懇談の時々によって、やっぱりニュアンス変わってくる部分があります。それはバス

で、バスといいますかね、歩くということは、とても大事なんだというようなことをおっしゃられ

る地区が、次のところ、夏休み前のＰＴＡ地区懇談会では、バスで行きたいんだ、バスで帰りたい

んだというような意見が出たり、ですから課題として、やはりＰＴＡ校外指導部会を開いて、いろ

んな御意見をお聞きするということは大事だと思ってはいるんです。だけれども、それは地区の御

意見になるかということはちょっと難しいな、ただ、いろんな御意見をお聞きすることができたと

いうことにはつながっているかなと思いますんで、その言ったことは大変難しいかなと思います。 

 直接やはり、教育委員会でお話聞ければ一番本当はありがたいんですけれども、夏休み前のＰＴ

Ａ地区懇談会も、なかなか分かりづらくて、その結果をまとめて集約して、メモをいただくわけな

んですけれども、やはりそこに出ることができないもんですから、１日に一気に行われますんで、

なかなかその状況を読んでも、対話ではないので、文脈的に伝わってこないというのも、またこち

らにしてみれば課題点かなというふうに思っています。 

 本当にお話いただけるのが一番、いろんなことを、今後ありがたいかなと思っておりますんで、

また、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 それぞれの状況があるというようなことのお話がありました。 

 一番最初にも申し上げましたように、バス通学をしている子どもたち、朝早く出ているという点

がある。その辺の整合性というと、その子たちだけ早く出ているということになってしまうという

ことがあります。その辺もお母さんたちも心配していたりすることがあったり、確かに１人だけ早
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く着くから、その子だけ対応できない、それは分かります。ただ、その１人になっちゃうことを把

握していて、その１人になっちゃうからこうしているんだよというふうに呼びかけとかがあったか

と言われると、そうではないということが問題だと思っています。 

 子育ての問題というのは、どうしてもその期間を過ぎてしまうと問題ではなくなるので、言う人

がいなくなると解決していなくても問題ではなくなっていくことが問題かなというふうにいつも思

っています。 

 この前の質問と先ほどもかぶりますとお話ししましたが、細やかに声を吸い上げていただいて、

あと、体力の問題とか言いますけれども、今の子たちどうしても体力つくる場所がありませんので、

暑くて外出られないとか、いろいろありますので、じゃ体育の時間に体幹トレーニングをしたらど

うかとか、いろんな意見もやっぱり出てくるかと思うんです。 

 みんなで話し合って、みんなで解決していけたらいいなと、その辺は難しいかもしれませんけれ

ども、何か子どもたちを中心に考えていっていただけたらと思います。 

 要望して終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、髙井央葉議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。これより本休憩とします。会議は午後１時から再開します。 

午前11時54分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 会議を再開します。 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 通告に従いまして質問いたします。 

 「温泉源泉」を守るための施策と作業道整備についてであります。 

 本年６月に、福祉産建常任委員会の所管事務調査として、３か所の温泉源泉について現況調査を

行ったところです。蕨温泉の既存の源泉箇所と今年度事業で計画している新たな源泉掘削予定地を

視察した後、山田温泉の２か所の源泉箇所、ここは大変険しい場所でありましたが、その現状を視

察することができました。 

 また、五色温泉の上流にあり、高温で湧出している奥山田温泉の源泉状況も視察しました。委員

及び委員外議員ほか９名が参加して実施することができましたが、調査に際しまして、産業振興課

長を始め担当係長と主査及び湯守の方の４名の皆様には、大変な険しい場所にもかかわらず現地案

内と現況の説明をいただきまして、誠に感謝申し上げます。その現状を体感するという貴重な経験
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であり、大変有意義な調査であったと思っております。 

 さて、本村は、りんごやぶどうなどの果樹を中心とした農業と、８か所ある温泉を中心とした観

光の村と、観光パンフレットでも紹介しています。温泉観光の発展とともに高山村も発展してきた

と言えると思います。 

 現在まで200年を超える長い歴史を持ち、多くの温泉ファンに親しまれてきた山田温泉でありま

すが、近年では湯量が不足して、旅館では湯量の使用制限や、温泉街の象徴とも言える大湯や足湯

の営業日制限などの深刻な事態がたびたび発生している状況があります。現在温泉源泉はどのよう

になっているのか、将来にわたって維持継続できるのか、このような観点から、今回の温泉源泉の

現況調査に至ったものであります。 

 その観光の中心となる貴重な温泉源泉の場所は、蕨温泉を除いては、全て松川渓谷の川沿いに点

在しています。その中でも山田温泉の２か所の源泉、わなば源泉と元湯源泉、この場所は特に深く

て険しい渓谷沿いにありました。今回の案内と説明を受けるまでは源泉名や場所などの知識がなか

ったこと、私、議員としても反省するところではあります。 

 案内いただきました元湯源泉と言われる現場には、約２トンを超えると思える大型の貯湯タンク

や、元湯源泉をくみ上げるポンプ小屋が設置されてあります。その場所からさらに１キロメートル

ほど上流にあるわなば源泉からは足りない湯をパイプで引湯してきており、貯湯タンクで２つの源

泉を合流させてから、1.5キロほど下流の山田温泉街まで塩ビ管やポリ管等で引湯している状況が

見られました。 

 ふだん簡単に見られる場所ではないので、少し詳しく状況を申し上げましたが、さて、本題に入

りますが、急傾斜に設置された配管の状況は、雪崩や土砂崩れなどの被害が受けやすく、配管破損

や垂れ下がりなどにより湯量不足や引湯の停止が発生することは、現場を見れば誰でも想像できま

す。また、被害の発生場所によっては緊急的な修繕であっても作業の安全確保など困難であり、長

期になることもあり得ると、そのように思います。それは温泉宿にとっては大変深刻な状況となり

ます。 

 山田温泉の貴重な源泉を将来にわたって守り続けるためには、土砂災害等への耐久性を上げるこ

と、また、配管や桝などの維持管理が容易になるように配管の設置方法の抜本的な見直しが必要と

思います。また、これら現地の状況を見てまず感じたことは、県道から源泉現場までの作業道は整

備されておらず、職員の現地確認や資材の搬入・搬出、また作業員の安全確保などに大きな課題が

あることが分かりました。よって、早急に源泉現場までの作業道の整備工事に着手することが最優

先と私は考えます。 

 山田温泉の源泉維持管理の改善策について、以下の質問をいたします。 

 まず、１、現在の源泉現場の見回りや設備機器などの定期的な巡回、点検の状況についてお聞か

せください。 
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 ２番目、温泉源泉の対応については、温泉ガス等の危険も伴うことから、専門的な知識や現場経

験が重要と思いますが、本村の源泉に対応するチームはどのような体制を組んでいるのでしょうか、

お聞かせください。 

 ３番目、雪崩や土砂崩落などの自然災害に対して、耐久性があり維持管理も容易となる送湯管の

設置方法の抜本的な見直しについての進捗状況はどうでしょうか、それをお聞かせください。 

 最後、４番目ですが、温泉現場までの作業道整備の重要性についてであります。現在は県道から

谷下まで徒歩で20分ほどかかり、途中長ばしごを伝え下りる場所もあり、とても担当職員が点検や

修繕作業を十分に行いたくとも簡単に往復できるような通路ではないと思いました。これにより、

機材搬入が困難であったり、緊急修繕工事の遅れや修繕内容も不十分であったり、また残材の撤去

までできないのではないかと感じました。よって、早急に軽トラックなどが入れるような安全な作

業道の整備に着手すべきではないかと考えます。 

 以上の答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 「山田温泉源泉」を守るための施策と作業道整備について、お答えいたします。 

 山田温泉は開湯から200年余の歴史を持ち、地元住民や観光客など多くの皆様に親しまれてきた

温泉であるとともに、村の貴重な観光資源となっています。 

 この山田温泉の源泉は、温泉街から約２キロメートル離れた松川渓谷沿いに２か所あり、整備さ

れた作業道はほぼなく、急峻な地形であることから、源泉管理のために往来する際は安全面に配慮

するなど、大変苦労している状況にあります。 

 また、平成７年度及び平成11年度には、約１億4,000万円の事業費で送湯管布設替え工事を実施

したほか、令和６年度には送湯管布設替え工事などに約1,800万円をかけて修繕するなど、温泉の

安定供給に多額の費用を投じている状況にあります。 

 そこで、まず初めに、源泉現場及び設備機器等の定期的な巡回状況についてのお尋ねであります

が、源泉については、源泉管理業務を委託している２名の湯守が定期的な巡回を実施しております。

また、設備機器のうち、流量計の点検はほぼ毎日行っており、送湯管やコンプレッサーなどの稼働

状況は週１回程度確認するとともに、機器類に異常等があった際は村へ報告していただき、職員が

同行して現地確認を行う体制を取っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、源泉の不具合対応や調査体制のお尋ねでありますが、送湯管のたるみ等、工具を使用し、

人力で容易に対応可能なものは、職員及び２名の湯守によって、安全に作業を行っております。ま

た、急峻な渓谷沿いなど、大変危険な箇所や専門知識を必要とする修繕等につきましては、源泉維

持管理業者に委託し、安全性を確保した上でその対策を講じ、温泉が安定的に供給できるよう努め
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ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、送湯管の設置方法の見直しのお尋ねでありますが、令和６年９月19日及び令和７年１月16

日に開催した山田温泉関係者懇談会において、村からは温泉安定供給のために源泉をポンプアップ

して、送湯管を県道に布設してはどうかとの提案をいたしました。その後、３月19日の懇談会では、

温泉使用者から送湯管の県道への布設替えの要望がなされたことにより、施工方法や財源の確保等

について検討していくこととしたところであります。 

 これにより、県道を管理している須坂建設事務所と事務レベルで打合せを行ってきましたが、７

月４日には「県要望箇所の現地調査」を須坂建設事務所と村とで実施し、県道への布設替えについ

て現状の説明と正式な要望を行ったところであり、今後具体的な施工方法や配管ルート等を協議し

ていくこととしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、源泉現場までの作業道整備の重要性についてでありますが、議員御指摘のとおり、源泉及

び送湯管等は非常に急峻な場所にあり、作業実施の際の安全や効率確保のための対策は大変重要で

あると認識をしております。 

 しかしながら、当該土地は国立公園の第２種特別地域にあることや村有地ではないことから、環

境省との調整や地権者との交渉が必要となりますので、先ほど申し上げました送湯管布設替えと合

わせて検討してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問させてもらいます。 

 私、質問は大きく３点と。まず、１、２というのは、定期的な見回りや不具合対応などの職員の

負担軽減や、それからその担っておられる湯守の皆さん方の安全対策と、そのようなことがまず１

点であります。 

 それから、先ほど須坂建設事務所との具体的な調査と言いますかね、もう始まっているというこ

との配管の抜本的な見直しの件、それから最後の作業道の整備の件と、そういうことで３つの観点

で質問をしております。 

 それで、まず１番目の見回り点検、その負担軽減というようなことで、ドローンとか使って谷あ

いの配管の状況確認とか、それから、流量計の源泉の元のほうでの設置だとか、少しそういう負担

軽減、見えやすい、そういうような対策は取ったらいかがでしょう。まずはお聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 お答えをいたします。 
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 ドローンを利用して負担軽減を図ったらどうかということでありますが、源泉につきましては、

ちょっと現状そういった計画はないわけでありますけれども、実は今年度、産業振興課の林務地籍

調査係の予算の中で、林相の調査と合わせて渓谷沿いの状況をつぶさに調べたいということで、予

算を計上しております。 

 これからの時期になりますけれども、渓谷沿い、山田温泉から上、源泉付近までになろうかと思

いますけれども、ドローンを飛ばしまして現状調べることとしております。それは送湯管の状況の

みを調べるものではありませんけれども、合わせてそんな状況を調査をして、現況をしっかりと確

認をしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 今、ドローンも使っていきたいということで、まあ試験的ということでもありますんで、十分そ

れを活用していただければなというふうに思います。 

 それから、２番目の再質問という形でなります。 

 今年の２月起きました、福島県の高湯温泉で源泉管理のために山に入ったホテル支配人など３人

が硫化水素中毒で死亡する事故がありました。記憶にも新しいかと思います。そこで、大雪、２月

でしたんで、大雪の状況でガスが滞留したためではないかというようなことで、そういう事故にな

ったというようなことも言われておりますが、そこで、ガス検知器や防毒マスクなどの安全対策を

講じる必要があるのではないかというふうにも言われております。 

 先ほどの湯守の方の点検、そこを担っていただいているんだということでありますけれども、ど

ういう状況になるか、やはり、ちょっと源泉の状況、周りの環境等を見ますと、温泉ガスにより植

物、樹木などの様子も枯れてきたりというようなことで、何かちょっとその近辺に行きますと臭い

もあり、そういうような危険性も感じるわけではございます。 

 その辺について、これからの安全対策として、ガス検知器や防毒マスク、いつも持って行くよう

なことで山に入っていただける、そういうような対策が必要ではないかと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 硫化水素の問題でありますけれども、現在、先ほども答弁申し上げましたが、そういった危険な

場合につきましては、維持管理業者、専門の業者に今委託をしております。 

 以前、湯守の方たちに、いろいろな作業をやってきていただいた経過はありますけれども、やは

り、そういったガス検知器やマスクを使用してまでの業務をやっていただくというのは、専門家で
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はないということで大変危険であるということもありますので、湯守の方々には、先ほど申し上げ

たとおり簡易なものについては職員とともに作業をしていただいておりますけれども、そういった

危険性を伴うものについては、現在は専門業者に任せているという状況でありますので、よろしく

お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 ３番目の抜本的な配管設置の見直しということで、これは建設事務所との調査といいますか、そ

れも進んでいるということで、非常にこれは早めにいろんな調査をして、具体的な方法、それを見

いだしていただければなというふうに思いますんで、こちらをよろしくお願いします。 

 それから、４番目の再質問。 

 作業道の整備の重要性というところでありますが、いろんな、やはり困難なその問題があるかと

思います。村有地ではないだとか、やはりそういう問題があると思うんですが、やはり、適正な点

検、適正な作業、安全な作業、それをするためにはあの今の通路ではどうしようもないと、私は思

うんですよ。 

 これ何とか、この機材を運ぶような、自走できるような、台車が通れるような作業道でもいいと

思うんですが、こうした作業道の整備が急がれると思うんですよ。そして、この川の設備の横には、

交換したようなポンプだとか配管残材が、やはり、今置かれているという状況がありました。あま

り環境面でこれはよろしくないと思うんですよ。 

 やはり、それは作業道がないんで、すぐ作業、その処分できなかった。そういうふうに見るべき

だと思うんですが、そのことは、この作業担当職員も、これはという時にいつでも行けて、見られ

て、ほかの関係者も一緒に行けて、見られて、そういうような状況にしなければいけない。どんな

調査するにしても、その場所へ、やはり行きたい時に行けるというようなことでないとまずいかと

思うんです。 

 温泉源泉だから、あまりこの周りに知られてはよくないというような声もありましたけれども、

それはゲート等をしっかりとすればよろしいことで、まずは担当職員、それから、そういう担って

いる方々、安全確保のためにも、それから、機材搬出・搬入が最低限できるような作業道の整備、

これは、先ほどの配管の見直し等に準じているようなことではなくて、すぐにそこはやっていただ

いてもいいんじゃないかと私は思うんですが、もう一度、課長、御答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 作業道の整備に関してでありますけれども、前段の送湯管の布設替えの答弁でも申し上げました
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が、現在村と温泉使用者の皆さんでは、県道へ布設替えをしていくことが、今後温泉を安定的に供

給していくには必要であろうというところで、今方向性と言いますか、認識は一致をしておるとこ

ろであります。 

 ただ、候補についてはこれから考えてまいりますけれども、やはり、源泉、元湯源泉近くに、あ

る程度大きなポンプを設置をして、県道にポンプアップすることが必要だろうということでありま

す。 

 そんな中で、どの程度のポンプが必要かとか、いろいろ考えていくと、議員さんおっしゃられた、

例えば作業道も車両まで通す必要があるのか、例えば人が行き来できればいいということであれば、

ああいう急峻な場所ですので、トロッコを日常的に使えるようにしていけばいいのか、そのような

検討も必要になってこようかなというふうに思っております。また、あと財源の問題も当然出てま

いりますので、その辺も含めて、今地元の方、そして建設事務所と速やかに検討を進めていきたい

というふうに思っております。 

 ですので、そのポンプアップと合わせる中でという形にはなろうかと思いますけれども、やはり、

作業に従事する方、けががあってはいけませんので、できる限り早め早めの対応をしていければと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 早め早めということで、お願いしたいと思います。 

 高山村には、やっぱり趣の異なった湯量豊富な８つの温泉があり、心も体も癒されると、そのよ

うないで湯の里であるということでいきたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

 以上で質問終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、梨本 進議員の質問を終わります。 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 それでは、一番最後になりましたが、よろしくお願いいたします。 

 通告に従い３問質問します。 

 １問目、ＹＯＵ游ランド経営の方向性について、お尋ねします。 

 私は、過去に２回ＹＯＵ游ランドの活性化策、赤字解消策といった質問をしましたが、また、ほ

かの議員からもありましたが、これといった新たな改善策を行っていないまま現在に至っている現

状じゃないかと思っております。 

 毎年5,000万円以上の赤字が続いております。令和５年は頂いた資料では6,300万、また令和６年
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の決算では6,400万の赤字に膨らんでおります。民間企業ならとっくに破綻しています。村民の健

康増進の役割を担っている施設として理解しますが、村内の利用者は２、３割程度です。村民が３

割利用とした場合、村民に対しての赤字が、例えば5,000万円の場合は、村の人に対しては1,500万

使っていて、村外の人に3,500万使っているというようなことが言えるんではないでしょうか。 

 どうしても、行政の方々というのは、赤字に対しての危機感が民間企業に比べて低いのではない

かと感じております。あえて言いますと、5,000万と言えば、今度のサマージャンボミニの場合、

１等が3,000万円で前後賞、各等1,000万、合わせて5,000万です。毎年、サマージャンボミニの宝

くじ１等分を村外の人たちの損失で、１等前後賞を村内の人の赤字というような形で言えるんじゃ

ないでしょうか。それほど莫大な金額じゃないかと私は思っています。 

 そこで、本当にこのままでいいのか、赤字解消策として様々な施設利用促進策を打っていくのか、

あるいは指定管理者制度などの民間の知恵を利用していくのか、今後の方向性を問いたいと思いま

す。 

 １番目としまして、森林スポーツ公園は、村民のための健康増進施設という位置づけでしょうか。

ならば、村民の来場者数を増やす策として、村外利用者との料金に差をつけて、村内の人がもっと

利用しやすい低料金体系にしたり、また興味を引いて、行ってみようとするような健康プログラム

などをつくって、村内利用者の増加促進策を図るべきではないでしょうか。 

 ２番目に、過去に来場者の増加数売上増加策としてバーベキューハウスの活用を提案しました。

これは、手ぶらで来場しても、バーベキューセット一式レンタルしたり、話題性のある高山産のジ

ビエの焼肉の販売とか、冷凍にすればいいのかな。また、キャンプ場の設置、家族の一員であるペ

ットの同伴を可能にしたりするなどを提案しました。また、既存食品にはない新しい発想の提案で、

地域おこし協力隊の積極的な採用とか、いい提案じゃなかったのかなと思いましたが、全て拒否さ

れております。そのときに村の取組策として、割引券、無料券の配布などを行い、利用増につなげ

ていくとの健康福祉課長の答弁でした。その後、利用者は増加したのでしょうか。また、現在何か

新しい取組を行っているのでしょうか、お尋ねします。 

 ３番目、今後も村民の健康増進施設だから赤字はしようがないとして、このままでいくのか。ま

た、新しい利用促進策を考えていくのか。あるいは指定管理者制度等の運営で、一度外部の発想で

経営を任せていくのか。方向性をお尋ねしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えします。ＹＯＵ游ランド経営の方向性について、お答えいたします。 

 森林スポーツ公園ＹＯＵ游ランドは、平成５年に村民の憩いの場及び健康増進施設として開園い

たしました。この森林スポーツ公園は、広大な敷地に屋内温泉プールを始め、浴場、マレットゴル
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フ場、多目的広場、アスレチック広場及び芝生広場などが設けられており、老若男女を問わず、村

内外から多くの皆さんに御利用いただいております。 

 そこで、議員御指摘のＹＯＵ游ランドの利用者についてでございます。公園全体の利用者に対す

る村民の割合を算出することは困難でありますので、温泉プールとお風呂の年間会員券等の購入者

から村民を抽出しますと、村民の割合が約４割となっております。 

 また、温泉プールやお風呂及びトレーニングジムなどが備わっておりますプール棟に限っての収

支を計算しますと、令和６年度の収入は温泉使用料などで2,626万円、支出は修繕などの臨時的経

費を除くと、人件費などで7,413万円となっております。よって、4,787万円の赤字ということにな

ります。 

 そこで、村外利用者との料金に差をつけて、村民が利用しやすい低料金体系にすること、新しい

プログラムをつくり、村内利用者の増加を図るべきとの御提言でございますが、今述べましたとお

り、ＹＯＵ游ランドの温泉プールなどの利用者につきましては、約６割が村外の皆様でございます。

御提言では、村民を低料金にしてとの趣旨でございますが、昨今の燃料費の高騰、人件費の増加、

さらには経年劣化による修繕、改修費用の増大が見込まれますことから、今後はむしろ利用料金の

引上げの検討が避けて通れないと考えております。そして、改定後の利用料金につきましては、村

民の料金が村外の方よりも低廉であることが望ましいと考えているところでございます。 

 次に、村内利用者を増やすための方策でございますが、農家の皆さんを意識したものとしまして

は、農閑期に当たる冬期間に運動習慣づくりを目的とした、チャオスポ（チャオルでスポーツをす

る）というプログラムを実施しています。 

 また、11月からは、高齢者の足腰の筋力アップやフレイル予防（健康な状態から身体的、精神的、

社会的機能の低下を防ぐ）を目的としたもの、若年層の運動不足の解消や筋力アップを目的とした、

健康プログラム教室を新たに始める予定でございます。 

 次に、イベント開催時に無料券を配布し、その後利用者は増加したのか。また、現在何か新しい

取組を行っているのかとの御質問でございますが、無料券や割引券は、新たなファンの獲得による

利用増を目指し、ＹＯＵ游ランドの芝生広場で行われました「信州高山うまいもん市場」や「ワイ

ワイリフレッシュ祭」、「雪と光の祭典」などで配布してまいりました。しかしながら、ではその

ことでどのくらい利用が伸びたのかを算定することは困難でございました。御理解を賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

 なお、直近２か年のＹＯＵ游ランドの利用者数を見ますと、令和５年度は７万9,000余人、令和

６年度は８万3,000余人と前年対比で５パーセントほど増加しております。新型コロナウイルス感

染症発生前の平成30年度の10万人には及ばないことから、まだ利用者は完全に戻って来ていないと

考えているところでございます。 

 また、新たな取組といたしましては、前年度開催した「雪と光の祭典」でのイルミネーションで、
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点灯日から最終日までの間、毎週末限定でＹＯＵ游ランド、または游々亭の利用者の皆さんに抽選

券を配布し、最終日には豪華な景品が当たる抽選会を行ってきたところでございます。本年度も芝

生広場では、「うまいもん市場」、「食の祭典」、「ワイワイリフレッシュ祭」、「雪と光の祭

典」、「そり大会」などが実施される予定でございます。 

 今後も、ＹＯＵ游ランドのあらゆる施設の利活用を促進していくとともに、快適で安全に利用し

ていただきますよう、適切な施設の修繕を進めてまいりたいと思います。御理解をよろしくお願い

いたします。 

 次に、今後のＹＯＵ游ランドの経営の方向性についてであります。 

 ＹＯＵ游ランドはオープン当初から運営経費が赤字となっております。何とか赤字幅を圧縮した

いということで取り組んできたところでございますが、近年では施設の老朽化、それに伴います修

繕費の増嵩のほか、人件費、資材費など様々な費用の高騰により、赤字額の解消に至っていないの

が現状でございます。 

 そこで、現在村では、指定管理者制度とは異なりますけれども、会計年度任用職員の人事や労務、

業務等の管理を民間事業者が行う「包括的民間委託制度」の導入の是非について、あらゆる部門で

検討を進めております。人事管理を専門業者が行うことは、一貫した教育指導体制の下、住民サー

ビスの向上などにつながり、相対的行政コストの低減が図られるものと期待しております。 

 これにつきましては、近々検討結果をお示しできると思いますので、御理解を賜りますようお願

い申し上げます。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再質問しますが、１番目の村内利用者を増やす策ということで、料金体系の見直しという、私も

そう思います。料金体系見直したほうがいいのかなと思っています。思っているんですが、村内の

利用者が少ないというのは、村外の人と村内の人と料金体系が一緒だというのが、今の現状なんで、

そこにちょっと差をつければ、村内の人も、これは使わなきゃ損だなじゃないですけれども、村外

よりやっぱり高山村の人のほうが料金体系安いからもう使いましょうということで、村内の利用者

を増やすという、そういう考えで、私お話ししたんですが。 

 今の副村長の答弁で、今度利用料金を値上げした場合は、村外と村内の人に差をつけるという御

答弁でしたが、どれぐらいの差をというか、大体、利用しやすい差というんですかね、そういう、

どれぐらいのお考えで思っていらっしゃるのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 
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○副村長（小林信彦） 

 今、ここで数字、具体的な数字を申し上げることは適切でないと思いますけれども、考え方とい

たしまして、村民の料金は据え置いて、村外の方の料金を上げるという方法がいいのかなというふ

うに考えております。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 いいお考えかなと私も思いますので、そういう策で。やっぱり高山に住んだ、住んだメリットと

いうんですか、温泉の料金も私も思うんですが、やっぱり村内の人のメリットというのも、またあ

る程度考えられて、料金体系も全般的にやっていくのがいいのかなと思っています。 

 それと、２番目。先ほどイベント等やっていますかというお話ししたときに、うまいもん市場、

ワイワイリフレッシュ祭ですか、あと雪の祭典等やっています。とってもいいことだと私も思って

います。 

 ただ、私が言いたいのは、その売り上げに結びついているかどうか、その辺がやっぱり一番ポイ

ントで、どうやってそのイベントをＹＯＵ游ランドの何か赤字解消策じゃないけれども、何かそこ

に結びつけるような、寄与をするようなイベント策というんですか、そんなようなことが、数字に

出ないとおっしゃられましたけれども、何かうまい方法ないんですかね。何か今一度、ちょっとそ

の辺を、今のお考えをちょっともう一度ちょっと聞きたいんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 今後の課題として取り組ませていただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 あと、ＹＯＵ游ランド、やっぱり森林スポーツ公園という名称があります。やはり、そんな中で、

自然を生かしたイベント、例えばあそこに渓流、かわいい、ちょっとあんまり水流れていないかと

思いますが、ああいう川を利用した自然を生かしたイベント、例えば前やられたかも分かりません

けれども、そこに魚流して子どもにつかませるとか、何かそういう、あそこの自然を生かしたイベ

ント等も考えられるのかなと。 

 例えば私は「千石ほたるの会」、ちょっとやっていますが、例えば夏、蛍見られるような川を整

備して、ちゃんとカワニナ入れたり、何かそういうことをやるとか、何かもっと自然を生かしたよ

うなイベントも考えていくのも方向性じゃないかなと思うんですが、その辺はどうでしょうか。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 参考とさせていただきたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 あっさりした答弁でありがとうございます。 

 あと、３番の包括的民間委託制度の導入というお話がありましたが、平成28年９月の定例会で、

高山村公園条例の一部を改正する条例、温泉浴場の設置及び管理条例の一部を改正する条例が議決

されています。そんな中で、条例改正なっていて、それから指定管理者制度は一切に導入していな

いので、前もそういうことで関連して質問した経緯がありますが、今回の包括的民間委託制度とい

うのは、この条例にのっとったような施策なんでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えします。 

 指定管理者制度は、地方自治法の規定に基づいて、市町村が条例を定めて実施するものでござい

ますけれども、包括的民間委託の制度につきましては業務委託でございますので、通常の業務委託

のように、入札、またプロポーザルによって実施するものでございます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 そうすると、もう一度、ちょっとその件に関してちょっと質問したいんですが、業務委託制度と

いうことは、ある企業体が、企業というか、そういう包括制度に手を挙げた方が誰でも参加できる

のか。あるいは地元のそういう人たちが集まった集合体みたいな形でやるのか、ちょっとどういう

ような方向性なのか、もうちょっと詳しくお話ししていただけないかお願いしたいです。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えします。 

 業者選定の委員会において、どういう業者が参入できるか、そこで決めることになっております。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 最後もう１回、ちょっとその件に関して、近々その制度の検討委員会の発表ができるというお話

でしたが、近々、半年ぐらいなのか、１年ぐらいなのか、その辺の大体のアローアンスみたいなも

のが、もし分かればお願いしたいんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 次回定例会までに、議員の皆さんには説明申し上げたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 分かりました。それでは１番目の質問をこれで終わります。 

 ２番目の質問に入ります。 

 ２番目の質問。蛍光灯製造中止によるＬＥＤ照明への切替えへの支援などについてを質問します。 

 2027年で蛍光灯の製造が終了し、ＬＥＤ照明の切替えが必要となります。そこで本村においての

公共施設のＬＥＤ化の進捗率、また一般家庭のＬＥＤ照明化について、どのような支援体制で取り

組むのかお尋ねします。 

 １番目、現在、公共施設のＬＥＤ照明化はどれぐらい進んでいるでしょうか。また終了予定はい

つの予定でしょうか。 

 ２番目、一般家庭において、ＬＥＤ照明化促進策として、ＬＥＤランプのみの交換と、器具ごと

の交換の２つの方式があるとお聞きします。器具ごとのＬＥＤ照明に交換するのが理想と言われま

すが、多額の費用の問題が生じます。村ではどのような方法を推奨していくのでしょうか。 

 ３番目として、生活困窮な家庭、高齢者の家庭などへの支援策はありますか。 

 ４番目、村で費用の一部を負担する考えはありますか。また国、県の補助はあるのでしょうか。 

 ５番目、まとめて工事を行えばコストダウンになると思います。そのような方法で工事を推奨し、

進めていくのでしょうか、村の考え方はどうでしょう。 

 ６番目、今後どのようなスケジュールで広報していくのでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 蛍光灯製造中止によるＬＥＤ照明への切替え支援ついて、お答えいたします。 
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 まず、蛍光灯の製造及び輸出入は、2023年に行われた「水銀に関する水俣条約第５回締約国会議」

において、2027年末までに段階的に廃止することが決定されました。 

 この決定を受け、国内では、各メーカーがその種類に応じて、今後段階的に蛍光灯の製造を中止

していくこととしたため、国や企業等が国民に対して、家庭における照明器具のＬＥＤ化への計画

的な変更について周知啓発を行っているところでございます。 

 一方、本村におきましては、温室効果ガスの排出削減のため、令和５年１月に「高山村温暖化対

策実行計画」を策定し、省エネ行動の具体例として、省エネ型の照明の導入・更新を盛り込んでお

ります。 

 そこで、まず初めに、公共施設のＬＥＤ化の進捗状況等についてでありますが、村の公共施設の

うち、役場庁舎や保健福祉総合センターのほか、高山中学校や高井トレセンなどの社会体育施設の

一部は既にＬＥＤ化が完了しており、本年度は、たかやま保育園や現在工事中の公民館においてＬ

ＥＤ照明を設置することとしております。また、このほかの公共施設につきましては、順次計画的

に更新してまいりたいと考えております。 

 次に、一般家庭におけるＬＥＤ照明化促進策として、村の推奨する交換方法についてのお尋ねで

ありますが、議員お話しのとおり、ＬＥＤ照明への変更方法としては、既存の器具を使用し、ラン

プのみ交換する方法と、器具ごと交換する方法がございます。 

 この点について、国やメーカーでは、ランプのみを交換する場合、不適切な取付け等が原因で火

災等の事故が想定されることや、指定外ランプの使用によるメーカーの保証対象外となる可能性を

指摘しております。 

 そのような中で、村としましては、御家庭ごとに事情が異なりますので、それぞれの御家庭にお

いて実状を踏まえて御判断いただくことが適切であると考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 次に、生活困窮者や高齢者世帯への支援策についてのお尋ねでありますが、村といたしましては、

各家庭の住宅の規模や部屋数等の状況がそれぞれ異なりますことから、交換を必要とする箇所数や

費用額等を一律に定めることは困難でありますので、現時点で経済的な支援策は考えておりません

ので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、村で費用の一部を負担する考えや、また、国、県の補助についてのお尋ねでありますが、

村としましては、先ほど申し上げましたとおり、各家庭の住宅事情が異なることから、適切な費用

額等を推定し、定めることは難しいと考えますので、現時点でＬＥＤの設置に対する補助について

は考えておりません。また、国や県の補助金につきましては、ＬＥＤ化を含めた環境配慮型の設備

投資に係る事業者を対象とした制度がございますが、個人を対象とした助成制度はないものと思わ

れます。 

 次に、工事のコストダウンを図るため、まとめて工事発注することについての推奨についてのお
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尋ねではありますが、村が実施する防犯灯のＬＥＤ化工事に際しては、各自治区の要望を取りまと

め一括発注しており、議員お話しのとおりコストを下げる効果は一定程度あるものと認識しており

ます。しかしながら、御家庭の照明器具のＬＥＤ化をまとめて工事発注することは、各御家庭の事

情がありますことから、村が推奨するものではないものと考えております。 

 次に、今後の広報のスケジュールについてのお尋ねでありますが、蛍光灯の製造中止については、

できるだけ早い段階から、通常のごみの搬出ルールの啓発に加えて、蛍光灯製造中止の旨を、村広

報紙やホームページ、全戸配布チラシなどにより周知してまいりたいと考えておりますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 ４番目、補助の件ですが、取りあえずは、村としては何もないよというお話でした。 

 地方創生の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、この中に、省エネ家電等への買換え促進

による生活者支援というメニューがあります。結局、この臨時交付金の奪い合いと言ったらおかし

いんですが、いろいろな今回提案されている子育て応援食品券ですか、そういうのもそうかと思う

んですが、その辺の奪い合いになるかなと思うんですが、そういう省エネ家電等への買換え促進に

よる生活者支援というメニューがありますんで、何かその辺で、村、そういう高齢者等、そういっ

た方々の支援ということはできないでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 再質問にお答えいたします。 

 今、議員さんから御指摘もありました、その交付金の関係のメニューでございますけれども、こ

ちらそういったものもあるかと思いますけれども、私ども村といたしましては、それも含めた中で、

交付金を活用する、特定して省エネ家電というところではなくて、一般的に広く皆様のほうの物価

高騰に対応できるような策としてこの交付金を活用していっておりますので、その中で、皆様のほ

うに交付されたその補助金といいますか、交付金を活用していただく中で、こういった省エネ家電

等への切替え等に活用していただければいいのかなと思っております。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 今一歩ちょっと、私理解力ないのか、お答えがいまいち不透明だったんですが、要はこれ、蛍光
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灯がなくなってＬＥＤになるよと、そうすると、もうこれ何て言うかな、もう使えなくなるという

か、ＬＥＤに替えなきゃいけないという、せっぱ詰まる状況になるかと思うんですね。だから、そ

んな中で、何か替える導入に当たって、やっぱりそういうのがあるよということで、皆さんそうい

う意識されたりしてやっていくのかなという気がするんですが、その辺はいかがでしょうかね。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 お答えいたします。 

 この点は、最後の質問とも絡んでくると思います。いかに周知をしていくかということだと思い

ます。経済産業省も周知をしておりますけれども、あと２年余りで製造が中止になる、または、そ

の後、販売等、購入はできるというのもありますけれども、実際そのあたりを広報しながら、使う

ときにもう蛍光灯がなかったということがないように、計画的にＬＥＤ化への照明切替えをしてほ

しいということは、その点、広報をしていく必要がまた生じてくるのかなというところでございま

すので、よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 広報はとても私は必要なことだと思います。 

 それで、先ほどの私言った中で、広報はもちろん当然必要なんですが、その中で、やっぱり替え

ようとする気持ちが動くというときに、例えばですよ、ＬＥＤ替えれば、１個やれば、一家に対し

ては幾ら差し上げますので、早めの切替えをお願いしますというような利用促進、早めに切替えて

もらう一つの策として、そういった補助等を考えることが必要じゃないかということをお伺いしま

す。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 答弁、お答えいたします。 

 最初の答弁の中でお話しいたしました、それぞれ各家庭におきます蛍光灯の数等々につきまして

は、御家庭ごと異なりますので、村といたしましては、そのあたりの補助というものを考えており

ません。 

 ただ、先ほど最初のメニューにございました、メニューといいますか御質問にありました、交付

金等を活用という中で、そういったものも活用する中で、総括してやっていただければなというこ

とをお願いする。それも含めて広報していくということが、村としてのやっていく責務なのかなと
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考えております。よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 その辺よく広報していただいて、結構あまり知らない方も大勢いらっしゃるかと思うんですよ。

それで急に、えっ、もう蛍光灯ないのと。先ほどおっしゃられて、まだ蛍光灯ありますけれども、

製造分だけしかもうないので、在庫がなくなったらもう使えなくなっちゃうので、えっ、そんなこ

と知らなかったよ、何で教えてくれないのということにならないように、早めに周知していただい

て、何とか、その１か所ぐらいじゃなくて、１軒幾らでもいいから、そんな形でちょっとでも、１

か所幾らといっても、もう大変な金額になりますんで、１件幾らとか、例えばですよ、そういうふ

うなことをやって、早めに切替えてもらうという策をお願いしたいという、これは要望ですけれど

もね、ということでお願いしたいと思います。 

 それでは、３番目の質問に入ります。 

 旧山田共撰所跡地利用について、ちょっとお尋ねします。 

 過去に旧山田共撰所跡地利用について、山田共撰所跡地検討委員会で前村長のときに陳情２回行

っています。また、その後、県営中山間地域農業農村整備事業検討委員会を新たに組織し、今一度

要望をまとめて提出しております。長年にわたり何度も要望、提出しておりますが、一向に前に進

んでおりません。 

 県営中山間地域農業農村整備事業が県で不採用になったときに、個々の要望事項に沿った補助制

度を見つけ、何とか実現に向け進めていくとの回答をいただきました。そこで、今現在、旧山田共

撰所の建て替え要望のうち、どの内容がどこまで進んでいるのか、進捗状況を伺いたいと思います。 

 質問の１として、１、大石水源もある旧山田共撰所跡地の土地購入は、いつ行えるのでしょうか。

今、ながの農協の所有だと思います。激しい、いろいろな世の中のなか、いつどうなるのか、世の

中ちょっと見通しできませんので、早めの決断が必要かなと思っております。 

 ２番目、今現在、旧山田共撰所跡地利用要望事項のうち、どの要望がどこまで進んでいるのか、

進捗状況を伺いたい。また、いつ頃の着工を考えているのでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 旧山田共撰所跡地利用について、お答えいたします。 

 ＪＡながのによりますと、山田共撰所は昭和46年度に選果場や事務所が整備され、組合員の皆様

の利用が始まりました。その後、選果機などの施設老朽化等に伴い、平成４年度をもって利用が中

止され、平成５年度から村内のりんご集出荷施設は、当時の高井共撰所に統合されました。このた
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め、現在、旧山田共撰所は、コンバインやトラクターなど、大型機械の保管庫や醸造用ぶどうの出

荷時における一時保管庫として利用されるなど、ＪＡながのの管理の下、地域の皆様に有効活用さ

れております。 

 そこで、まず初めに、旧山田共撰所跡地の土地購入についてのお尋ねでありますが、令和５年３

月20日に、中山地域の主要団体の代表者により組織された旧山田共撰所跡地検討委員会からは、村

で土地を取得した上で、大石水源の確保や農業用機械の車庫のほか、防災施設の整備等について御

要望をいただいているところであります。このため、村では、貴重な水源である大石水源の確保を

最優先に考えるとともに、中山地域の皆様が安心して生活を送ることができるような施設整備を含

め、跡地利用の検討を進めております。 

 今後は、できる限り速やかに具体案を提示するなど、村の考えを地域の皆様にお伝えするととも

に、令和８年度一般会計当初予算に土地購入費が計上できるように調整してまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、要望事項の進捗状況についてでありますが、令和５年３月20日付の旧山田共撰所跡地検討

委員会の要望書では、跡地の利用方法として、「大石水源の確保」を始め、「大型機械利用組合等

の車庫」や「荒廃地・遊休農地の活用等に向けた農業支援施設」のほか、「避難所の電源確保など

緊急時の防災施設」や「緊急時の駐車場整備」の５点について御要望をいただいております。この

ため、本年６月20日には、中山地区活性化推進委員会の皆様と旧山田共撰所の土地利用について懇

談をさせていただき、水源の確保を始め、農業用倉庫や緊急時の防災施設の整備について、改めて

御要望をいただいたところであります。 

 したがいまして、現時点では検討段階にある全ての要望事項について、財源の確保や規模、機能

等の検討を進めるとともに、跡地の有効利用に向けて、できる限り速やかな対応に努めてまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 令和８年に土地購入の予算を計上していただくということだったんで、ありがたいことだと思っ

ております。 

 大石水源は東部畑かん、中山畑かんもやっていますし、村の水道、あの地区の水道の80パーセン

トかな、聞いたことあります。その水源ですので、ぜひ、まず村のものにしていただいて、まずそ

の辺の、村民の安心をまず図っていただきたいということがまず一番で、それはとてもありがたい

ことだと私は思います。 

 それで、その中で、やはり水源確保、その大石水源も確保なんですが、やはりいろんな意味で、

景観上の問題等いろいろあります。だから、また防災施設とありましたが、本当に、村の、前も質
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問したことありますが、水源として電源使っていますから、万が一災害か何かで電源が切れた場合

に、やっぱり非常用電源、そういったものを早急に入れとかないといけないと思うんですよ。 

 前質問したときは、２日間ぐらい何かもつような話はしていましたけれども、ポンプアップでき

ないと思いますので、やっぱり水源、電源の確保というのが非常に重要かと思います。だから、そ

ういった意味でも、防災施設というあれもありますけれども、早めなそういった対応が必要なのか

なと思うんですよ。 

 それで、ですから、そういったその土地、まず土地買うことが最初だと思います。土地買ってか

ら、それからいろいろ考えていくと思うんですが、その辺、非常用電源ということに関してのちょ

っとお考えとか何かあれば、その施設をもう絶対入れるよとか、そういうような考えはどうかとい

うことをお伺いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 先ほども答弁で、令和５年３月20日付で地元の皆様から御要望いただいたというお話をさせてい

ただきました。また、６月20日には、私、中山会館へ出向きまして、先ほども申し上げた活性化の

皆さんとお話しをさせていただいております。その中でも、やはり活性化の皆さんからも御意見を

強くいただいたのは、緊急時の防災施設というのがやはり大事じゃないか。水の確保と合わせてと

いうことをいただいております。 

 そのような中では、まず、北部トレーニングセンターが避難所になっておりますので、そういっ

た場所の非常用電源、また飲料水の関係も今ございました。まだ検討段階にありますけれども、飲

料水をためておけるような施設もあの土地に整備できたらどうかということも、現在検討しており

ます。 

 そのようなお話も６月20日にさせていただいた中でありますし、中山の活性化の皆さんからも、

ぜひ具体化できるようにまた詰めていってほしいという御要望をいただいておりますので、現在、

役場内部でいろいろ話をさせてもらっているという状況でございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 これで私、答弁終わりますが、本当に今日の収穫といったらあれですが、土地を購入するという

ことで、非常に大きな一歩かなと思っています。本当に土地買っていただいて、これから早急に、

地域の要望ありますので、ぜひ前向きに検討していただければありがたいと思いますので、よろし

くお願いします。 
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 これで、私の答弁終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、沖島祥介議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

午後２時10分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年８月29日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  柴 田 弘 男 

 

                 署 名 議 員  湯 本 辰 雄 
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令和７年第４回高山村議会９月定例会会議録（第４号） 

 

令和７年９月10日（水曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 諸般の報告 

日程第２ 議案第42号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する 

           条例の一部を改正する条例 

日程第３ 議案第43号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第４ 議案第44号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第５ 議案第45号 高山村地域公共交通の運行及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

日程第６ 議案第46号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

日程第７ 議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号） 

日程第８ 議案第48号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第９ 議案第49号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第10 議案第50号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

日程第11 議案第51号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第12 議案第52号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第13 議案第53号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第14 認定第１号 令和６年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第15 認定第２号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第16 認定第３号 令和６年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第17 認定第４号 令和６年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第18 認定第５号 令和６年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第19 認定第６号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第20 認定第７号 令和６年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

日程第21 認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

日程第22 陳情第４号 免税軽油制度の継続を求める陳情 

日程第23 陳情第５号 高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める陳情 

追加日程第１ 発議第８号 免税軽油制度の継続を求める意見書 

追加日程第２ 発議第９号 高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書 

日程第24 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 
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    本日の会議に付議した事件 

１ 諸般の報告 

２ 議案第42号～議案第53号 

３ 認定第１号～認定第８号 

４ 陳情第４号、陳情第５号 

５ 発議第８号、発議第９号 

６ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 山 﨑 久 志 

住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠  健康福祉課長 黒 岩   慎 

産業振興課長 山 㟢 隆 広  建設水道課長 山 嵜 賢 一 

定住支援室長 鈴 木 靖 孝  
教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午後１時30分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 
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 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 諸般の報告を行います。 

 広報担当職員及び信毎記者による写真撮影を許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 議案第42号 
～  

日程第６ 議案第46号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 議案第42号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例の一部を改正する条例から日程第６ 議案第46号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一

部を改正する条例までの５件を一括議題とします。 

 議案第42号から議案第44号及び議案第46号の４件について委員長の報告を求めます。 

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、議案第42号から議

案第44号及び議案第46号までの４件です。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る９月８日午前９時30分から、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員

外議員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 議案第42号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一

部を改正する条例についてから議案第44号及び議案第46号 高山村消防団員等公務災害補償条例の

一部を改正する条例までの４件とも特段質疑もなく、討論を省略して、採決の結果、全員賛成で原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上、総務文教常任委員会に付託されました議案４件についての審議の経過及び結果の報告とい

たします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 議案第45号について委員長の報告を求めます。 



－112－ 

─────梨本福祉産建常任委員長。 

○福祉産建常任委員長（梨本 進議員） 

 ただいま議題となっております福祉産建常任委員会に付託されました案件は、議案第45号の１件

であります。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る９月８日午前10時30分より、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員

外議員の発言を許可し、慎重に審査をいたしました。 

 議案第45号 高山村地域公共交通の運行及び管理に関する条例の一部を改正する条例については、

特段質疑もなく、討論を省略して、採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 以上で、福祉産建常任委員会に付託されました議案１件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第42号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第42号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第43号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 



－113－ 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第43号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例を採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第44号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第44号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 
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 これから議案第45号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第45号 高山村地域公共交通の運行及び管理に関する条例の一部を改正する条例を

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第46号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第46号 高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第７ 議案第47号 

～  

日程第13 議案第53号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第７ 議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号）から日程第13 議案第53

号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第１号）までの７件を一括議題とします。 

 議案第47号から議案第53号までの７件について委員長の報告を求めます。 

─────髙井予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております予算決算常任委員会に付託されました議案は７件です。 

 委員会は、９月１日から８日までに開催した令和６年度決算審査に合わせて所管課ごとに細部説

明を受け、慎重に審査を行いました。 

 委員会審査の経過並びに結果について報告します。 

 質疑は、全ての議案において特段なく、採決は９月８日12時56分より、委員全員出席の下、討論

を省略して挙手により行いました。 

 その結果、議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号）、議案第48号 令和７年

度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、議案第50号 令和７年度高山村後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）の３件は、賛成多数で、議案第49号 令和７年度高山村介護保険特

別会計補正予算（第１号）、議案第51号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１

号）、議案第52号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）、議案第53号 令和７年

度高山村下水道事業会計補正予算（第１号）の４件は、全員賛成で、いずれも原案のとおり可決す

べきものと決定しました。 

 この補正予算の執行は、村民のよりよい暮らしに反映されますことを委員長として切に要望いた

します。 

 以上で、予算決算常任委員会に付託されました議案７件の審査の経過並びにその結果の報告とし

ます。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第47号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号）につい

て反対討論します。 

 この一般会計補正予算と議案第48号 令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）並び

に議案第50号 令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、同じ趣旨で反対となり

ます。 

 一般会計では、民生費国庫補助金で、子ども・子育て支援事業補助金として346万4,000円を歳入

で受け入れ、それを国保特別会計に265万4,000円、後期高齢者医療特別会計に81万2,000円を繰り

出します。それぞれの特別会計は、子ども・子育て支援金を保険料に上乗せして徴収するためにシ

ステム改修を行うというものです。 

 政府は、こども誰でも通園制度、児童手当の拡充、妊婦の支援給付等、子ども・子育てを加速す

るとしています。そして、その費用として3.6兆円を見込み、そのうちの１兆円程度を支援金制度

で確保するとしています。支援金は、医療・介護の徹底した歳出改革と賃上げによる実質的な社会

保険料負担軽減効果の範囲内で導入するとしています。医療費などを削って進めることは大問題と

言えます。また、今でも高過ぎる国保税に上乗せして徴収する新たな負担増は認めることはできま

せん。 

 もちろん子ども・子育て支援は重要です。そのことは一般質問でも述べたとおりです。その上で

財源はどうするのか。 

 この間、大企業には行き過ぎた減税を行っています。2013年には3.5兆円だった大企業減税、

2023年には11.1兆円にまで増えているのです。大企業への行き過ぎた減税をやめ、企業の実態にふ

さわしい税金を納めてもらうことが必要です。また、今年度8.7兆円と、前年から唯一10パーセン

ト近くも増やしている軍事費、防衛費こそ見直すべきです。 

 国が進めるもので、村としては受け入れざるを得ないものと承知していますが、だからといって

仕方がないという態度を取るというわけにはいきません。国保加入者や後期高齢者医療制度加入者

に新たな負担増を求めることになるシステム改修予算を盛り込んだ本補正予算に反対するものです。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 
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─────11番 黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 ただいま議題となっております議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号）につ

いて、賛成の立場から討論いたします。 

 今回の補正予算の主のものは、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、子育

て世代の経済的負担を軽減を図るために、村内の食料品店や飲食店で利用可能な商品券、それを発

行する事業をはじめ、老朽化に伴うデイサービスセンターのボイラーの更新や、公民館エレベータ

ー改修に伴う工事請負費などのほか、自治体ＬＩＮＥ公式アカウント共同調達負担金や、令和８年

度から開始される子ども・子育て支援金制度の施行に伴う特別会計への繰出金、さらに、決算剰余

金を財政調整基金などに積み立てる補正予算となっております。 

 中でも、物価高騰下における国の交付金を活用した事業は、村内の子育て世帯へ経済的負担を軽

減することを図るために、18歳以下の子ども１人につき１万円の商品券を支給し、子育て世帯を応

援するものであります。 

 また、村から防災情報などを発信するための自治体ＬＩＮＥ公式アカウントの導入は、今後、地

震や台風などの自然災害等に備えて、速やかに構築していただくことをお願いしておきたいと思い

ます。 

 一方、施設の老朽化に伴うＹＯＵ游ランドの改修、修繕やデイサービスセンターのボイラーの更

新などが計上されておりますが、施設利用が安心して利用できるよう、スピード感を持って対応し

ていただくとともに、健全な財政運営を努めていただきたいと思います。 

 また、国が進める子ども・子育て支援金制度は、子ども・子育ての政策の給付の拡充が図られる

ものであり、少子化や人口減少が危機的な状況にある中で、社会全体で子どもや子育て世代を応援

するための制度でありますことから、村においても令和８年度に向けて着実に事業を進めていただ

くことをお願いして、賛成討論といたします。 

 議員各位におかれましては、適切な判断の上、御賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第47号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第48号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第48号 令和７年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第49号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第49号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 
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（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第50号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第50号 令和７年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第51号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第51号 令和７年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号）を採決します。 
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 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第52号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第52号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第53号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第53号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

午後１時55分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時10分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 会議を再開します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第14 認定第１号 

～  

日程第21 認定第８号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第14 認定第１号 令和６年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定についてから日程第21 

認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてまでの８件を

一括議題とします。 

 認定第１号から認定第８号までの８件について委員長の報告を求めます。 

─────髙井予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております予算決算常任委員会に付託されました認定第１号 令和６年度高

山村一般会計歳入歳出決算の認定から認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の処分

及び決算の認定の８件について、委員会審査の経過並びに結果を報告します。 

 委員会は、９月１日から８日で、所管課ごとに決算書並びに成果説明書などにより細部説明を受

け、慎重に審査を行いました。 

 主な質疑と答弁を所管課ごとに申し上げます。 

 最初に、総務課においては、財産管理費において、公園などの管理はそれぞれの区でやることに

なっているが、なかなか大変で、特に夏場はすぐ草も伸びてきてしまい対応し切れない。子どもた
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ちが安全に遊べる環境を維持するために、村から何か支援はできないかとの質疑があり、協働の村

づくりということで区の皆さんにも協力をいただいているが、現実的には御指摘のとおり難しい面

もある。こうした声はほかからも聞いているので検討していかなくてはならないと考えているとの

回答がありました。 

 情報化推進費において、現在の公衆無線ＬＡＮの電波が弱く、特に災害時は不安だと思うが、今

後見直しなどの考えはあるかとの質疑があり、同様の要望はほかでも聞いている。更新も含めて考

えていくとの答弁がありました。 

 次に、住民税務課においては、国民健康保険特別会計歳出において、マイナンバーカードを保険

証とひもづけされている人は全体の何パーセントか、また、マイナンバーカードのトラブルなどは

あるかとの質疑があり、６月末現在でマイナンバーカードと保険証をひもづけている方は73.41パ

ーセントである。トラブルについては特段ないが、資格確認証について、家族の中でもマイナ保険

証ではないために届く方と、マイナ保険証になっていて届かない方がいて混乱しているという話は

聞いている。その都度、御案内していくとの回答がありました。 

 続いて、健康福祉課では、社会福祉総務費において、社会福祉協議会への助成金について、社協

の決算書では介護保険拠点事業が経営的に赤字になっているが、主たる要因はとの質疑があり、助

成金は人件費に対してのものであり、中でも通所介護において、介護報酬の引下げといった要因も

あるが、コロナ前に比べて利用者が落ち込んでおり、利用者を確保しながら収支の改善に取り組ん

でいくとの回答がありました。 

 予防費において、村の糖尿病患者の状況について質疑があり、10年ほど前は県内でワースト１位

だったが、改善してきており、予備軍は減らせたと感じている。ただ、既に糖尿病になっている方

の重症化は減らせていない状況なので、こちらも改善していきたいとの回答がありました。 

 続いて、産業振興課では、商工業振興費において、創業等支援事業補助金の昨年の実績が４件と

のことだが、補助金の内容を充実させるなどしてＰＲをしていってほしいとの要望がありました。 

 観光費において、山田牧場環状ハイキングコースについて、村ではどの程度ＰＲしているかとの

質疑があり、村のホームページで公表した。今後も村でＰＲしていくとの回答がありました。この

ハイキングコースについては、８日に現況調査として実際に見に行き、分かりやすい看板などをつ

けてほしいなどの要望もありました。 

 続いて、建設水道課では、道路維持費において、除雪で破損した縁石等の修繕はいつ頃されるか

との質疑があり、スノーポールで表示がある部分については破損時に業者が修繕をしている。それ

以外の箇所については村で行っており、急ぎ対応していくとの回答がありました。 

 続いて、定住支援室では、住宅費において、移住・定住するに当たって賃貸物件がないというこ

とは大きな課題だと思う。できることを慎重に考えてほしいとの要望がありました。 

 村づくり推進費において、移住相談の窓口の一本化について質疑があり、移住に際しては、子育
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てや結婚などのライフステージの変化や、それに伴う補助金なども多岐にわたっており、煩雑であ

るため、移住を希望されている方がたらい回しにならないように対応していきたいとの回答があり

ました。 

 続いて、教育委員会では、児童福祉施設費において、保育園の正規職員が少な過ぎるように感じ

る。将来的に園児が少なくなってくるという難しさはあると思うが、正規職員を確保していくこと

は重要ではないかとの質疑があり、正規職員が少ないことは認識しており、確保に向けて対応もし

ているが採用に至らない。現在は、会計年度任用職員のフルタイム勤務の方にクラス担任をしても

らっている状況である。今後も様々なことを考えていかなければならないとの回答がありました。 

 子育て世代包括支援センター費において、切れ目なく相談を受けてもらえる場所が必要、子育て

家庭センターの設置は考えていないかとの質疑があり、すぐセンター設置とはいかないが、現在、

健康福祉課と教育委員会で業務連携をしているところであるとの回答がありました。 

 男女共同参画推進費において、各種審議会などの女性の割合について、目標を持って進めていく

べきではないかとの質疑があり、新たな計画をつくっていく予定である旨の回答がありました。 

 議会事務局においては、特段質疑はありませんでした。 

 採決は、９月８日12時56分より、委員全員出席の下、質疑等の通告はなく、討論を省略して挙手

により行いました。 

 その結果、認定第１号 令和６年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定、認定第２号 令和６年

度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定の２件は、賛成多数で、認定第３号 令和６年

度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定、認定第４号 令和６年度高山村介護保険特別会計歳

入歳出決算の認定、認定第５号 令和６年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定、

認定第６号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定の４件は、全員賛成で、

原案のとおり認定すべきものと決定し、認定第７号 令和６年度高山村上水道事業会計剰余金の処

分及び決算の認定、認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定の

２件は、全員賛成で、原案のとおり原案可決及び認定すべきものと決定しました。 

 委員会の審査に当たり、委員より出されました意見、要望などが十分尊重され、村民の安全・安

心な暮らしのために反映されますことを委員長として切に要望いたします。 

 最後に、委員会審査に当たり、説明と答弁に当たられました職員の皆さんに御礼を申し上げます。

また、長時間の質疑に真剣に取り組んでいただきました委員の皆様にも感謝申し上げます。 

 以上で、予算決算常任委員会に付託されました認定８件の審査の経過並びにその結果の報告とし

ます。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから認定第１号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています認定第１号 令和６年度一般会計歳入歳出決算の認定について反対

討論をします。 

 この一般会計決算は、歳入が約53億4,600万円、歳出48億500万円、翌年度に繰り越すべき財源３

億1,500万円で、実質収支が２億2,650万円というものでした。 

 さて、村の基金は、この年度末で32億5,500万円あります。公民館改修で４億7,000万円ほど取り

崩すなどで、年度当初の38億6,000万円より減少したとはいえ、十分過ぎるほどの基金が積み立て

られていると思うところです。有効活用で住民の要望にさらに応えていくことが求められると指摘

するものです。 

 子育て支援では、この年度からようやく給食費の無償化が行われました。また、年度末の補正で、

入学祝い金から入学応援給付金と名称が変わり、小中学校入学生に７万円と増額となり、こうした

点では村の努力を歓迎し、評価するものです。 

 一方、この年度では、まだ、子どもたちの医療費無料化、この点では500円の手数料負担が求め

られていたことは残念です。さらに、高齢難聴者への補聴器購入補助が実現しませんでした。この

実現方を求めるものです。 

 次に、にぎわいの場構想に基づく休憩施設やハイキングコースの整備についてです。 

 当初のにぎわいの場構想からかけ離れているのではないかと、令和６年度の予算の反対討論で述

べさせていただきました。そして、休憩所、ハイキングコースの整備について、数値目標も持ち、

検証をとさせていただいたところです。 

 さらに、全員一致で附帯決議が行われました。 

 その中身は、１つとして、地元の状況が今後変化していくことが予測される中で、施設整備にお

いては村民に対して透明性を確保し、地元住民との十分な協議の上、最適な事業展開されたい。 

 ２として、この事業の推進に当たっては、将来にわたって継続的に、たくさんの人が訪れる場所

を創出できるよう、地域の特性や民間の力を生かし、丁寧な対応をされたい。こういうものであり

ました。これは、重要な意義を持つ決議であったと思います。 

 ８日に現地調査をさせていただきました。入り口の階段を下りて、橋を渡って少し行きますと、

扉を開けて進むようになっておりましたが、そこには何の説明もありません。この扉を開けて、ハ
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イキングコースになります。あるいは、進んでください。開けた扉は必ず閉めてくださいというよ

うな案内も必要ではないでしょうか。また、小学校低学年にはちょっと厳しいコースなのかなとも

入り口の段階では感じましたが、そうした注意事項も示す必要があるのではないですか。施設、ハ

イキングコースは造ったけれども、魂が入っていないのではないかと感じました。 

 村長は、現地を見られましたか。見られていないなら早急に見ていただきたいと思います。また、

見た上で、これでよしとされたのなら、それには疑問を呈するものです。 

 多くの人が訪れていただけるようにするには、さらなる改良や地元の皆さんとの協議で、利用を

進めていくにはどうするのかが問われるのではないですか。地元の要望が一番多かったということ

で造られた施設ですから、そのことは特に強調したいと思います。 

 次に、人権政策ですが、同和問題は解消に向けて、関係者、村民の努力により大きく前進してい

ます。そうした中、協調団体への補助は、他団体と比較して多額に上っています。同和問題の現状

に鑑み、減額、もしくは廃止すべきと思います。 

 令和６年度の当初予算の反対討論では、会計年度任用職員の待遇改善も求めたところです。公務

非正規女性全国ネットワーク、平仮名で「はむねっと」言うようですが、昨日、厚生労働省で会見

し、公務で働く非正規職員の実態調査結果を発表しています。 

 調査は５月から６月にかけて行われ、国や地方自治体の非正規職員480人からの回答といいます。

94パーセントが女性で、職種は学校司書や図書館職員、一般事務職員、保育士、教員など、就業形

態は、地方自治体のパートタイム・会計年度職員70パーセントと最多です。そして、６割は年収

250万円以下ということです。 

 回答者の６割が問題と感じていることとして、「雇用の不安定」「正規登用の道がない」が挙げ

られています。こうした実態は、本村にも当てはまることが多いのではないでしょうか。 

 以上、述べさせていただき、反対討論とします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 ただいま議題となっています認定第１号 令和６年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、賛成の立場から討論いたします。 

 村では、商工、観光事業者を支援するためのプレミアム付商品券発行事業をはじめ、65歳以上の

高齢者世帯への燃料券給付のほか、住民税非課税世帯等に対する物価高騰対応重点支援給付金事業

など、きめ細やかな事業を確実に実施されてきております。 

 予算執行の状況を見ると、「第六次高山村総合計画」や「高山村総合戦略」に沿って、重点的に

取り組む施策を明確にし、農業については、高山村のブランドであるりんご、ぶどう、醸造用ぶど
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うの振興を始め、ＩＣＴ技術等の活用のほか、農産物を有害鳥獣被害から守るため、猿の大型捕獲

おりの設置等により、農家の生産意欲の減退防止と品質確保に取り組むとともに、ゲリラ豪雨など

に対応するため、駒場地区の排水対策工事を進めるなど、災害に強い村づくりも推進されておりま

す。 

 一方、少子化対策や子育て支援については、小中学校入学時における入学応援支給金を始め、小

中学校のテストの経費や緊急連絡システムなど、村費負担をするとともに、学校給食費の完全無償

化や出産・子育て応援給付金の支給及び４歳未満の子どものおむつ代補助など、総合的な視点に立

って、子育て支援環境の充実や子育て世帯への経済的負担を軽減を図っています。 

 人口減少が進み、地方交付税の増額が見込めない中で財源確保が大きな課題となっていますが、

村税や使用料の滞納整理などについては、職員の徴収スキルの向上を図り、関係機関と連携を図り

ながら、より一層、未収金の縮減に努めるよう要望いたします。 

 今後も、人口減少や社会インフラ、公共施設の老朽化など、多くの課題が山積する中で、村民が

安心して暮らすことのできる村づくりに向けて、理事者、職員が一丸となり、最少の経費で最大の

効果を挙げていただくよう期待して、賛成討論といたします。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上、御賛同を賜りますようお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第１号 令和６年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第２号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第２号 令和６年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第３号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第３号 令和６年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第４号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第４号 令和６年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第５号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第５号 令和６年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 
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 これから認定第６号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第６号 令和６年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第７号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第７号 令和６年度高山村上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてを

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決及び認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり原案可決及び認定されました。 

 これから認定第８号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第８号 令和６年度高山村下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてを

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決及び認定です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり原案可決及び認定されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第22 陳情第４号 

～  

日程第23 陳情第５号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第22 陳情第４号 免税軽油制度の継続を求める陳情及び日程第23 陳情第５号 高額療養

費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める陳情についての２件を一括議題とします。 

 陳情第４号及び陳情第５号について委員長の報告を求めます。 

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託された案件は、陳情第４号、陳情第５
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号の２件です。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る９月８日午前10時から、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員外議

員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 陳情第４号 免税軽油制度の継続を求める陳情並びに陳情第５号 高額療養費の自己負担上限額

の引き上げをしないことを求める陳情の２件については、特段質疑もなく、討論を省略して、採決

の結果、全員賛成で採択すべきものと決定しました。 

 以上で、総務文教常任委員会に付託されました陳情２件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の下、御賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから陳情第４号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第４号 免税軽油制度の継続を求める陳情を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択されることに決定しました。 

 これから陳情第５号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから陳情第５号 高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める陳情を採決

します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午後２時40分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時41分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 会議を再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま滝澤 聖議員ほか２名から発議第８号を提出されました。これを日程に追加し、追加日

程第１として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第８号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 発議第８号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第１ 発議第８号 免税軽油制度の継続を求める意見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 
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○書記（槇田和子） 

 ＝発議第８号朗読＝ 

令和７年９月10日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

提出者 高山村議会議員 滝 澤   聖 

賛成者 高山村議会議員 柴 田 弘 男 

    高山村議会議員 松 本   茂 

 

免税軽油制度の継続を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

免税軽油制度の継続を求める意見書（案） 

 

令和７年 月 日 

 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

総務大臣 

法務大臣 

財務大臣 

農林水産大臣 

国土交通大臣 

観光庁長官 あて 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 

 

 地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出する。 

 

記 

 

 当地域における冬季観光産業の重要な一つである、スキー場の索道事業者が使用する軽油につい

ては、軽油引取税の免税措置が講じられていましたが、この免税軽油制度については令和９年３月



－134－ 

末日で廃止され、１リットル当たり32円10銭が課税されることとなります。 

 免税軽油制度は、索道事業に限らず農業用の機械や、船舶、林業、製造業など、幅広い分野にお

いて申請により認められてきたものであります。 

 この制度が廃止され、軽油引取税の課税対象となった場合、索道事業者は大きな負担増を強いら

れ、スキー場の経営維持が困難となることばかりでなく、地域経済にも計り知れない悪影響を与え

ることが懸念されます。 

 以上のことから、次のことについて要請します。 

 

 １ 索道事業のための、免税軽油制度について継続すること。 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 ただいま議題となっております発議第８号 免税軽油制度の継続を求める意見書について趣旨説

明申し上げます。 

 スキー場産業においては、ゲレンデ整備車や降雪機に多くの軽油を使用しており、現在は、道路

を走行しない燃料として免税軽油制度が適用されています。 

 ところが、この制度は令和９年３月で廃止される見通しであり、廃止されれば事業者に大きな負

担が生じ、スキー場経営の継続や地域経済にも深刻な影響を及ぼしかねません。地域の基幹産業で

ある冬季観光を守るためにも本制度の継続は不可欠です。 

 以上の理由から、高山村議会として意見書を提出するものであり、議員各位の御賛同をお願い申

し上げ、趣旨説明とします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第８号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第８号 免税軽油制度の継続を求める意見書を採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま山嵜秀治議員ほか２名から発議第９号が提出されました。これを日程に追加し、追加日

程第２として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第９号を日程に追加し、追加日程第２として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第２ 発議第９号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第２ 発議第９号 高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見

書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

 ＝発議第９号朗読＝ 

令和７年９月10日 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 様 

提出者 高山村議会議員 山 嵜 秀 治 

賛成者 高山村議会議員 松 本   茂 

    高山村議会議員 髙 井 央 葉 

 

高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 
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高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書（案） 

 

 医療機関等での患者の自己負担が一月当たりの上限額を超えた際に、その超過分を支給する高額

療養費制度は、患者の負担を軽減し、国民に必要な医療を保障するセーフティーネットとしての役

割を果たしています。 

 令和７年度政府予算案には、高額療養費の自己負担上限額を８月から段階的に引き上げる「見直

し」が盛り込まれていました。しかし、政府はがん患者団体や国民の声を受けて引き上げを見送り、

秋までに改めて方針を検討し決定すると表明しました。 

 高額療養費は、がん患者をはじめ重篤な疾患の患者にとってまさに命綱です。自己負担上限額の

引き上げは、受診抑制や、治療継続の断念につながりかねません。 

 今、日本は物価上昇に賃金が追い付かず家計が厳しい状況にあります。その上、重篤な疾患の患

者には就労制限を余儀なくされている方も多く、高額な治療費の支払いにより困難な生活を強いら

れています。本来であれば、物価上昇分を考慮して患者負担を減らすべきです。 

 以上の趣旨から、以下の項目について求めます。 

 

 今後も高額療養費の自己負担上限額の引き上げは行わないこと。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

令和７年 月 日 

 

高山村議会議長 西 原 澄 夫 

 

内閣総理大臣 厚生労働大臣 財務大臣 あて 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています発議第９号 高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないこと

を求める意見書について趣旨説明を申し上げます。 

 医療機関で診療を受けた際、自己負担が一月当たりの上限額を超えたとき、その超過分を支給す
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る高額療養費制度は、患者の負担を軽減し、必要な医療を提供するセーフティーネットの役割を果

たしています。 

 私ごとで恐縮ですが、私も家族の入院治療でこの高額療養費制度に大変助けられました。私の家

族と同じ病室には、若いがん患者も見えました。こうした皆さんは、自らの治療とともに、子ども

さんの養育費などの負担が重くのしかかり、まさにこの高額療養費制度は命綱と言えます。 

 今、物価高騰が続き、これに賃金が追いつかない状況です。こうしたことを踏まえれば、高額療

養費の上限は引き上げるのでなく、むしろ患者負担を軽減する方向に動くべきではないでしょうか。 

 以上のことから、今後も高額療養費の自己負担額の引上げをしないよう求める意見書となります。 

 議員各位の御賛同を心からお願いし、趣旨説明とします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第９号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第９号 高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書を採

決します。 

 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま議決されました意見書について、その条項、字句、数字その他整理を要するものについ

ては、その整理を議長に一任されたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 
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 条項、字句、数字その他整理を要するものについては、その整理を議長に一任することに決定し

ました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第24 議員派遣について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第24 議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会はこれで閉会することに決定しました。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本定例会は、去る８月26日から本日９月10日までの16日間にわたり開催されました。この間、村

長から提出されました条例改正などの案件、令和７年度補正予算及び令和６年度決算等につきまし

ては、各常任委員会において慎重なる御審査をいただきました。いずれも円滑に結論を得ることが

できました。ここに議員各位の御尽力、深く感謝を申し上げます。 

 また、一般質問におきましては、９名の議員が登壇し、17項目にわたり当面する村の課題から国

政に及ぶまでの幅広い分野について質問や提言をいただきました。これに対し、理事者並びに職員

各位に真摯な御答弁をいただき、村政の進展に資する有意義な議論が展開されたものと考えており

ます。 
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 さて、私ども議員の任期も、今月９月29日をもって満了を迎えます。この４年間を振り返ります

と、議会の活性化と村民の皆様との対話を重視し、様々な取組を進めてまいりました。 

 令和５年４月からは、「議会と村づくりを語る会」を開催し、村民の皆様との直接意見交換を行

い、議会活動の理解促進と村政への要望を伺う機会を設けてまいりました。 

 さらに、令和６年４月からは、「予算決算常任委員会」を設置し、特別委員会設置の煩雑な手続

を省略するとともに、年間を通じた、統一かつ専門的な審議体制を整えることができました。 

 そして、本年３月にも「高山村議会基本条例」を制定し、議会の役割や責務を明確にするととも

に、透明性と信頼性の確立を図ることができました。これにより議会改革を継続するための基盤が

整ったものと確信しております。 

 加えて、一般質問の在り方につきましては、従来の質問回数制限を撤廃し、再質問以降は一問一

答方式を徹底する仕組みと改正いたしました。議員１人当たりの持ち時間を30分と明確にしたこと

で、より分かりやすく、議論が深まる一般質問へと改善を図ることができたものと考えております。 

 これら一連の改革と取組は、全ての住民の皆様に信頼され、開かれた議会を目指すものであり、

ここに至るまで御協力をいただいた議員各位、村長始め理事者各位に心より感謝を申し上げます。 

 結びに当たり、村民の皆様の温かい御理解と御支援に改めて深く感謝申し上げますとともに、今

後、高山村のさらなる発展と皆様の御健勝と御多幸を御祈念申し上げまして、令和７年第４回高山

村議会９月定例会閉会の御挨拶といたします。大変暑さの中での会議、御苦労さまでございました。

ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ９月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、去る８月26日に開会し、本日までの16日間にわたり、御提案を申し上げました全議

案を慎重に御審議いただき、それぞれ原案どおり議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 特に、一般会計、特別会計及び企業会計の８件の決算について御審議を賜り、令和６年度全般に

わたり賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、十分その意を尊重させていただき、厳し

い経済環境と財政状況ではございますが、今後の村政運営に生かしてまいる所存でありますので、

今後とも格別なる御支援、御指導、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 気象庁は、今月１日、今年の６月から８月までの夏の平均気温は、平年よりも2.3度ほど高く、

統計のある1898年以降で最も暑かったと発表しました。特にこの夏の猛暑は、太平洋高気圧の張り

出しが強かったことなどが要因とされており、130年近く統計データがある中で、異常な高温、気

象であったと言われております。９月も、今後２週間程度は東日本や西日本を中心に猛暑日が予想

されるなど、厳しい暑さが続く見込みで、熱中症への警戒を呼びかけております。 
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 財務省は、先月29日に、国の2026年度予算編成で各省庁からの概算要求を取りまとめ、一般会計

の要求総額は122兆円台と、３年連続で過去最高となる見通しとされており、物価高や人件費の上

昇を反映して政策経費が増え、防衛費や高齢化に伴う社会保障費も過去最大を更新すると言われ、

12月下旬に当初予算案をまとめるとしておりますことから、今後の国の動向に注視してまいりたい

と思っております。 

 先月26日、全国知事会は、長野県の阿部守一知事を新会長に選出をいたしました。長野県知事が

知事会長に選出されるのは初めてで、就任の挨拶で阿部知事は、「現場から日本を動かす」とのス

ローガンを掲げ、人口減少への対応を始め、ジェンダー平等や地方分権の推進などを挙げておられ

ます。本村におきましても人口減少問題は待ったなしの最重要課題でありますことから、今後、県

のより主導的な役割を果たしていただくことを期待するものであります。 

 先月27日、全農県本部は、2025年産米の集出荷時に県内各農協に仮払いする概算金、紙袋代を含

む玄米60キログラム当たりについて、一般的な産地のコシヒカリで前年比１万1,950円、73.4パー

セント増の２万8,240円となり、記録が確認できる平成元年以降の最高額で、引上げ幅も過去最大

と言われております。流通業者は、秋以降に流通が本格化する新米の店頭価格の上昇幅が、消費者

に納得してもらえる範囲を超えてしまうかもしれないと心配する声もございます。 

 このため、村では、子育て世帯を対象に、今定例会で議決を賜りました物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金を活用して、村内の飲食料品取扱事業所で使える商品券を発行し、子育て世帯の

経済的支援を図ってまいることとしております。 

 去る９月３日から４日にかけて、山田温泉の緑霞山宿藤井荘において、「第50期囲碁名人戦７番

勝負の第２局」が行われました。当日は、一力 遼名人に芝野虎丸十段が挑戦し、一進一退の攻防

の末、一力名人が勝利して対戦成績を２勝としました。当初は、勝負の様子を保健福祉総合センタ

ーにおいて大型スクリーンにより映し出すこととしておりましたが、主催者の都合によりユーチュ

ーブのみの配信となってしまいました。２日間にわたり両者とも一歩も譲らず、白熱した戦いとな

り、囲碁ファンにとっては大変見ごたえのある対戦であったと言われております。ブナやカエデの

緑に囲まれた自然の中での対局に、両者ともにすばらしい環境の下で集中できたと話しておられま

した。 

 先月31日には、村内５か所で総合防災訓練を実施させていただき、議員各位をはじめ、多くの村

民の皆様に御参加をいただきました。今年は、昨年予定していた防災訓練が台風の影響で実施でき

なかったことから、２年ぶりの開催となりましたが、それぞれの避難所において手際よく防災テン

トや間仕切り、段ボールベッドづくりや炊き出し訓練などを実施していただき、改めて災害に対す

る意識を高めていただきました。参加していただきました皆様には改めて御礼を申し上げます。誠

にありがとうございました。 

 既に台風シーズンに入り、去る４日に発生した台風第15号は、高知県に上陸した後、紀伊水道を
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通り、近畿や東海、関東の沿岸を東に進み、５日、日本の東の海上で温帯低気圧に変わりました。

特に今年は線状降水帯の発生頻度が高く、大雨災害が各地で発生しておりますことから、まだまだ

台風シーズンさなかにありますので、今後とも有事に備えて万全を期してまいりたいと考えており

ます。 

 さて、議員各位には、近く任期満了の日を迎えられます。今議会の最後に当たり、この４年間を

振り返ってみますと、議員各位が御当選されました令和３年９月はコロナ禍の真っただ中にありま

したが、国ではオンライン上における様々な行政システムの円滑化、いわゆるＩＴ化とＤＸの推進

を図ることを目的に、デジタル庁が正式に設置されました。 

 そのような中、議会では、議会定例会の様子をケーブルテレビで視聴できない方に、ユーチュー

ブによりいつでも御覧いただけるよう配慮していただいたほか、「議会と村づくりを語る会」を設

置して、直接村民の皆さんと懇談して、議員に対する御意見や村への御要望などを御提言いただき

ました。 

 さらに、新たに「予算決算常任委員会」を設置して、当初予算や決算、補正予算などの審議をよ

りスムーズに効率的に進めていただくとともに、「高山村議会基本条例」を制定し、開かれた議会

や村民協働の議会に取り組んでこられました。 

 一方、村政運営に当たりましては、議員各位から適切な御助言と御支援を賜りましたことに、心

から敬意と感謝を申し上げます。 

 特に、村の指針となります令和２年度から11年度までの「第六次総合計画」の前期基本計画が、

令和６年度末をもって期間満了となりますことから、新たに令和７年度を初年度とする後期基本計

画について、議員各位からの御意見や御提言等も踏まえ、本年３月に策定をいたしました。 

 今後は、この計画に沿って事業を進めてまいりますが、本村の活性化を図るためには、人口減少

に歯止めをかけるとともに、産業振興による経済力と教育文化の振興による文化力の調和が必要で

あると思っております。 

 このため、本年度スタートいたしました「第六次総合計画」の後期基本計画は、今後の長期的視

点に立った高山村の方向を定めていくための極めて重要な５年間でありますことから、今後とも格

別なる御指導、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、議員各位におかれましては、この４年間、高山村発展のために村政全般にわたり献身的

な御尽力を賜り、その御労苦とこれまで御功績に対しまして、ここに改めて心から敬意と感謝を申

し上げます。今後とも、議員各位には村政への一層の御支援を賜りますようお願い申し上げますと

ともに、ますますの御活躍と御健勝を心から御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。

誠にありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和７年第４回高山村議会９月定例会を閉会します。 



－142－ 

 御苦労さまでした。 

午後３時９分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年９月10日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 

                 署 名 議 員  柴 田 弘 男 

 

                 署 名 議 員  湯 本 辰 雄 
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９月定例会に付託された陳情書 

  陳情第４号 

令和７年７月18日 

高山村議会議長 

  西 原 澄 夫 様 

 

                   陳情者 

                      団 体 名 長野県索道事業者協議会長野岳北支部 

                      住  所 長野県下水内郡栄村大字北信２９０３ 

                      代 表 者 支部長 斉 藤 雅 広 

 

免税軽油制度の継続を求める陳情 

 

（陳情趣旨） 

 これまで、冬季観光産業の重要な柱であるスキー場産業の発展に貢献してきた軽油引取税の課税

免除の特例措置（以下「免税軽油制度」という。）が、令和９年３月末日で廃止される状況にあり

ます。 

 免税軽油制度は、元来、道路を走らない機械に使う軽油について、軽油引取税（１リットル当た

り３２円１０銭）を免税する制度で、船舶、鉄道、農業・林業、製造業など、幅広い事業の動力源

の用途に認められてきたものであります。 

 スキー場産業では、索道事業者が使うゲレンデ整備車及び降雪機に使う軽油が免税となっており、

この制度がなくなれば索道事業者は大きな負担増を強いられ、スキー場の経営維持が困難となると

ともに、地域経済にも計り知れない影響を与えることとなります。 

 以上の趣旨から、次の事項について意見書を政府関係機関に提出して頂くことを陳情いたします。 

陳情事項 

 免税軽油制度を継続して頂くこと。 
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  陳情第５号 

2025年８月12日 

高山村議会議長 

  西 原 澄 夫 殿 

 

                  陳情者（住所）長野市県町５９３長野県高校教育会館３階 

                         長野県社会保障推進協議会 

                      代表委員  宮沢裕夫  佐野達夫  細尾俊彦 

                            小林吟子  松丸道男  北沢 忠 

 

高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める陳情 

 

〔陳情趣旨〕 

 医療機関等での患者の自己負担が一月当たりの上限額を超えた際に、その超過分を支給する高額

療養費制度は、患者の負担を軽減し、国民に必要な医療を保障するセーフティーネットとしての役

割を果たしています。 

 令和７年度政府予算案には、高額療養費の自己負担上限額を８月から段階的に引き上げる「見直

し」が盛り込まれていました。しかし、政府はがん患者団体や国民の声を受けて引き上げを見送り、

秋までに改めて方針を検討し決定すると表明しました。 

 高額療養費は、がん患者をはじめ重篤な疾患の患者にとってまさに命綱です。自己負担上限額の

引き上げは、受診抑制や、治療継続の断念につながりかねません。 

 今、日本は物価上昇に賃金が追い付かず家計が厳しい状況にあります。その上、重篤な疾患の患

者には就労制限を余儀なくされている方も多く、高額な治療費の支払いにより困難な生活を強いら

れています。本来であれば、物価上昇分を考慮して患者負担を減らすべきです。 

 以上の趣旨から、地方自治法第９９条にもとづき以下の意見書の提出を決議していただくよう陳

情いたします。 

〔陳情項目〕 

 今後も高額療養費の自己負担上限額の引き上げは行わないこと 
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